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大丸　　西欧人 のキモノ認識 ・

西 欧 人 の キ モ ノ 認 識

大 丸 弘 ＊

Western Perspectives on the Kimono 

       Hiroshi DAIMARU

   This study aims to analyze how Western culture has 
recognized the Kimono, and how the Kimono has been ac-
cepted in occidental life from 1860 to the present. In the 
1860's a great deal of concrete information about Japanese 
life began to spread to the west. 

   This study, which includes a discussion of the Western 

perspective on the Kimono leads in to the problem of the 
western definition of occidental clothing by pointing out the 

particular thought and aesthetic consciousness concerning 
clothing in general. 

   The Western cultures discussed here are those of Western 
Europe (English. French) and American culture. 

   In a later, discussion we will try to discover how to define 
the Western tradition of clothing, and if in fact certain dis-
tinctions exist in this definition. 

   Kimono has been modified from 1860 to the present, and 
Western consciousness concerning customs of dress has also 
changed. These two evolutions of the object observed that 
is the Kimono, and the observer, Western culture, make the 
relationship between the two difficult to analyze. 

   Western culture in the 19th century paid more attention 
to Japanese morality, as  reflected by Japanese clothing, than 
to the Kimono itself. 

   We can perceive the fundamental difference between the 
Kimono and Western clothing by analyzing the aspects of the 
Kimono accepted by the West, together with the Europeanized 
Kimono. 
   Viewed architecturally, Western clothing can be consider-
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ed a wall-like structure and a massive-structure, the foundation 
of Western aesthetic consciousness having been based on the 

physical mass of the body. 
   On the other hand, the Kimono has a pillar-like structure. 

The geometrical forms of the Kimono are organized around 

pillars. One pillar, for example, is the long neckband of the 
Kimono. The pillars are produced because the Kimono is 
separated from the body. 

   We can consider that the Western conception of Japanese 
clothing came from a preconception based on a comparison 
with Chinese clothing or Oriental clothing in general, and that 
these are included in the Western conception of orientalism. 

   If we consider all of these factors together, the Western 
consciousness of fashion and body worship becomes more 
comprehensible to the Japanese.

まえがき一 目的 ・概念規定 ・研究方法

１章　キモノ認識の前提としての，東方の服

　　　装にたいする西欧人の既成観念

２章　造形作品における認識

３章　記述的認識

　１）　時代区分について

　２）　 １．開 国 期

　３）　 ｎＬ・明治和服期

　４）　ＩＨ．昭和和服期

：４章　西欧におけるキモノ受容の態様

　　　一 イギ リスを中心として一

　１） 一般的受容

　２）　いわゆるキモノ ・ス ウーブの展開

５章　まとめと補足

　１） 製作技術 ・素材の観点から

・２）　スタイリングの観点から

　３） 生活的観点から

　 ま え が き・　 目的 ・概 念 規 定 ・研 究 方 法 一

　この研究は， 衣服製作のもっとも基本的かつ普遍的な技術として ｔａｉｌｏｒｉｎｇの方法

をもつ西欧人が，日本のキモノをどのように認識 し，またどのようにうけいれてきた

か， という事実を分析することによって，つぎのふたつの問題を解 くためのてがかり

をえようとするものである。

　そのひとつは，現代 日本文化のなかでの “日本的”生活様式の態様である。他のひ

とつは逆に，キモノを認識 しそれに対応する西欧人の自覚のなかにあらわれる，西欧

型衣服の基本的な理念である。

　 ここでいうキモノとは一 今回のテーマに順応 して気のすすまないままに片仮名を
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つか うが一 もっとも限定的 にい うな ら，近代のいわゆ る和服長着 である。一 般の西

欧人の理解 のて いどでいえば， Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｄｒｅｓｓイコールキモ ノとする方が，妥当か
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

もしれない。 また，私が とりあげるキモ ノ論議は もの と しての キモノにとどま るもの

で はないか ら， ま して長着などという限定 は，狭 きに失す るともいえるだ ろう。 そ う

い う意味で は，私 が今 回のテーマ として用 いた キモ ノとい う概念に は，ひ とつ には象

徴 的な内容を もたせてい る。 とはいえ， 私はたんな る精神論 を こころみ るわけではな
　 　 　 　 　　　　　

いので， もの と してのキモノには， はっきりした具体性 が必要であ る。長着 は和服 の

外衣 として男女 ともに着 用 される文字 どお り床 までの丈を もつ ワンピース型の衣服 で，

その外か らはお られ る羽織 ・半纒 ・被布のた ぐいとはちが う。 しか し打掛 はキモノか

ら着用法の点で分化 しただけの， キモノの一種 とかんがえ るべ きで ある。念 のために

いうな らば，漢字で書かれた着物 と， ここでい う片仮名の キモノ とは，べつの概念で

ある。片仮名 のキモ ノは， あ くまで も西欧人的な概念で あり，今 日西欧 におけ る専 門

的理解で は， だいた いうえ に説明 した ような概念で用 い られ，ｊｕｂａｎ や，　ｙｕｍ（）ｊｉま

で ふ くめた Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｄｒｅｓｓ とは区別 され る。

　 なお和服 とい う概念 は，　 Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｄｒｅｓｓが ｈｉｓｔｏｒｉｃａｌ　ｃｏｓｔｕｍｅ や，　 ｆｏｌｋ　ｄｒｅｓｓ

をふ くめな ければ， ほぼおな じ内容 といえ る。和服 は日本人が いう着物 （あるいは平

仮 名のきもの） と，現在で はだいたい同様 に用い られている らしい。和服 とい ういい

かたはそれ ほど古い もので はな く，洋服の普及 に伴 って もちい られ るよ うにな ったの

であ るか ら，洋服 と和服 とい うつねに対応 したかた ちでの併存関係的な点 に， その意

味内容 の特色 がある。 したが って狩衣や袈裟 は，和服 にはいれるべ きで はない。江戸’

時代を通 じて形成 され， 日本人の 日常着 としてほぼ今 日のかたちにちかい様式 を うる

に至 った小袖型服装 の組合せが，和服 といえ るだろう。以下の文章 中で も，私 はその

意味で， キモノ と和服 とを， つかいわけている。

　 西 欧人 とい う概念 は，本稿 にかんす るか ぎり， きわ めて限定的な意味で用いてい る

のであって，衣 に関す るある特定の文化を継承 し， それを じぶんたちの もの としてい

る人 々であ る。 硫究課題 の第二でのべた とお り，本稿 は，西欧型衣服 とはなにか， と

い う問題の，起論のひとつと しての役割 ももっている。 その場合その西欧 とはどこを

さすかといえば，私の目的か らい うと，洋服の文化 をもって きた地域 ということにな

る。それでは洋服 とはなにかというと， それがいまの問題 なのであ る。 こうした堂 々
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　

め ぐりではあるが， しか も我々の脳裏 には，常識的な程度でな ら，洋服 とは基本的 に

どんな ものかについて，一応の線 はうかぶ。 それゆえ さ しあた りは，その線を仮 に前

提 とし，前にすすむ他な い。 その線 というのが， テイ ラ リングの技術である 。やがて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ７０９
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私はい くつかの段階 で， この基本線を さまざまな角度 か ら検討 しなおす ことを迫 られ

るだろ う。 さて西 欧型衣服の基本的性格 を一応そのよ うに仮定 してみると， ヨーロ ッ

パのなかで も，東 ヨー ロッパ圏の多 くの国で は，べつのタイプの衣生活 のパ ター ンが，

微妙なかたちで， しか し色濃 く影をお として いるように考 え られ る。む しろアメ リカ

合衆国のア ングロサ クソン文化の中 には， そ ういう意味での異質性 は乏 しい。私 が今

回利用 した資料 は，造形作 品をふ くめて， イギ リス ・アメ リカ ・フラ ンス ・ドイツの

四か国の ものであった。

　 さて これ らの国々の人の キモノ観 にお いて，私 は日本人の一般的なキモノ観 とニ ュ

ァ ンス を異にする点 を，で きるだけ数多 くとりあげ， その理解の内容 を分析 してみた。

衣食住 に関 しては，すべての人が実際の体験者であ り，貴重な証言者である。時代や

範 囲をかな り絞 ってみたところで，得 られ る資料の，全体の意見 との比率 はきわめて

小 さく，せ いぜい蓋 然性 の議論で しかないことも多い。私 はせ めてサ ンプル数 をふや

す ことで，でて きた結論 が単な る可 能性 に陥 ることのないよ うつ とめたか った。 と く

に第 ３章 の記述的認識では， 国立国会 図書館，京都外国語大学 ニポナ リア ・コ レクシ

ョン， 関西外国語大学図書館所蔵の 日本関係文献の うちか ら，衣生活 に関連す る部分

についてはほぼ網羅的 に検索 し，これをあるていど，Ｂｉｂｌｉｏｔｈさｑｕｅ　Ｎａｔｉｏｎａｌｅ（Ｐａｒｉｓ）

お よび Ｂｒｉｔｉｓｈ　Ｌｉｂｒａｒｙ （Ｌｏｎｄｏｎ）の蔵書 で補足 した。

　 日本人の一般的な キモノ観 とニュア ンスを異 にす る， とい う意味 で，多少 困難のあ

ったの は造形作品の場合である。西欧人 の描 いた キモノには， われわれ 日本人 がみて

しば しば奇妙な ものがあ る。絵 が下手， とい うことで はな く， たとえば羽織 の上 か ら

革（ｉ？ベル トを締 めさせ るた ぐいの奇異性であ る。第 ２章 において私 はこの奇異 性を と

りあげ，それの由って くるところを分析す ることによって， じぶんた ちがよ く知 らな

い もの を じぶんたち流 に認識 す る 際に表 出 され る，衣 服 につ いての 西欧人 の ｍａｎ－

ｎｅｒｉｓｍ を， ざ ぐりだ そうとこころみた。

　 いうまで もな く，絵の奇異性 をみて とるのは感性で はな く，悟性 である。 もっとも

のぞ ま しいのは，描かれた絵 と同一条件の同時代 の写真 と比較する ことであ り，現代

につ いて は着装 モデルとの比較である。今回の分析で も，原則 としてこの方法を用い

た。従来 も，外人 の見た キモノ とい う主題のい くつかの研究，ない し紹介があ った１）。

その中で，た とえば ある紹介者 は，Ｈｕｍｂｅｒｔの く日本 図誌〉 にえがかれたキモノに

ついて， 「衿 の合 わせ 目が低 くな って いて， ほ とん ど合わせていないように見える も

１）アメリカにおいては１８５０年代初めから日本への関心がにわかに高まり，日本についての書物

　 がい くつか刊行されている。 しかしＣｅｃｉ１の指摘するように，それ らの 内容は，概 していえ

　 ば，それまでにあった日本紹介書の内容を継ぎ合わせたものであった ［ＣＥＣＩＬ　１９４７：１９］。
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の もあるな どの欠点 もあるが， このよ うな欠点 はひ とりウ ンベールに限 らず，欧米人

の描 く日本人の図には珍 しくない」 ［那珂　１９５４：６５］ とかいて いる。 ところが実 は，

Ｈｕｍｂｅｒｔが滞 日して いた時代 の 日本の女性 は，そんな風 に低 いところで衿 をあわせ

るのが，ふつ うだ った。つ まり奇異感 とい うものは， それ を奇異 とみ る側 の見方

より具体的 にいえば規準の幅 によって変 って くる可能性 がある。 したが って まえ にの

べたよ うな方法で， ふたつのスタイルの比較をす るのが， もっとも説得力のある方法

であろ う。 しか しそ うはいって も， ことに幕末 ・明治期 のキモノの場合，描 かれた も

の とおな じ条件の写真が手 に入 るかど うか は，偶然を期待 するほか はない。 また第 ２

章であ らか じあ触れるよ うに，造形作品 には様式 とい う厄介 な要素があ り，実物 と似

て いない点 があるか らとい って，それでただちにキモノ らしくないとか，奇異 である

とかをい うことはで きない。様式性 とい う飾 り硝子を とお して， しか もキモノと非 キ

モノを区別 し， あるい はキモノ美の理解 されていることを理解す るた めには， と きに

は感性 的要素 も必要であるか も しれない。

　 なお本稿 が対象 とす る時代 は，幕末の開国以後，現在にいたる期間であ る。１９世紀

前半 までの，昔 か らよ く知 られている西欧人 による日本見聞記 やそこにつかわれた挿

話 は，参考 として二，三の ものを利用 した にとどまった。その理 由は， この研究 の目

的のひとつが直接 には現代 日本 の問題 にかかわ るものであ る以上， 当然 ともいえ るが，

衣生活 とそれをめ ぐる日本人の生活観が，維新 のまえとあととでは， おな じもので は

あ りえないためである。 また，衣生活，あ るい は衣服 その ものについてさえ，江戸時

代 に関 して は じゅうぶんな学問的把握がな されていない， とい うことも考慮 にいれな

ければな らない。

　 さらに大 きな理由は，観察者であ る西 欧の側の事情 である。１８００年 と１９８０年 とは，

同一 の “西 欧”であろ うか。ｔａｉｌｏｒｉｎｇ　ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ とい う点で いうな らば， まさしく西

欧は， それを数百年遡 る時代か ら現在 まで，基本的には変 っていない。 しか し日本を

認識す るのは， テイラ リング技術その もので はな く，人間で ある。衣 習慣 につ いて は，

男性は１９世紀 の近代 的ブルジ ョワ社会 の形成期間を通 じて，女性 は世 紀末か らアメ リ

カ ン・スタイルの成立の過程 にお いて，大 きな変容 を とげた。 日本を批判 した１９世紀

の西欧人 の意見 には，現代の西欧の若者 には理解 しがたい部分 もあるだろ う。 したが

って開国以後 の１３０年 につ いて も 情況を勘案 し三つに時代 区分 したが， それについて

は本文 で説明す る。
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１章 キモノ認識の前提 としての，

　　　 東方の服装にたいす る西欧人の既成観念

　１８５０年代 をふ くめ，それ以後，西欧社会 に もた らされ る日本人 についての情報は，

飛躍的に増加 し，正確 に， かつ具体的 にな るのであるが， それ以前の 日本は， おおむ

ねオ リエ ンタ リズ ムという既製観念のなかで， その文脈 に沿 って理解 され ることの方

がふつ うであ ったとみて よい。 それ はの ちに触 れるように， 開国当初の 日本の土地 を

踏んだ西欧人 の ことばのはしば しにさえ， 「所詮 日本人 は半未開の オ リエ ンタルであ

り，異 教徒なのだとい うことを銘記す る必要があ る　 　」［ＨＡＢＥＲｓＨＡＭ　１８５７：２４１］

といった態度のみ られることか らも理解 され よう。

　 中世以降の西欧人 にとって， オ リエ ンタ リズ ムとはなんで あったかにつ いて は，エ

ジプ ト出身のアメ リカ・コ直ンビヤ大学，Ｅ．ザ イ ド教授 の近年の分析 が啓発的であ る

とともに，要約的で もある ［ＳＡＩＤ　 ｌ９７８］。 ながいあいだ，西欧人 にとって もっとも

具体的なオ リエ ン トとは，オスマ ン ・トルコであ り， オ リエン ト世界 の中心 はコンス

タ ンチノープルであった。 もっとも美術工芸の分野か らみ るな らば， その重 さの質の

ちがいはあるにせ よ， 中国の比重 は， Ｓａｉｄ の指摘する程度 よりもう少 し重 いとみ る

べきかも しれないが。

　 と もあれ， これ ら二 つの国，あ るいはそれ にイ ンドを くわえた三つの国につ いての

知識は，西 欧人が アジァ諸地域の人 々について いだ くイメージを，あ るていど共通の

色合 いに染 めて いた可能性 がある。 しか もその知識 は， かな らず しも中世以降乏 しく

不確 かな情報 にもとついて流布 し， いわゆるオ リエ ンタ リズ ム，あ るいは シノ ワズ リ

ー として幻想化 した ような性質 のものばか りではなからた。１８５３Ｌ１８５６年 の クリミヤ

戦争 は，近東世界 にたいす る西欧人の関心 をにわかにたかめ， きわ めてみ じかい期間

であ ったが， トル コ情報ブームともいうべ きものを現出 した （表 １）。

　 中国につ いてみ るな らば， これ も主 としてイギ リスむけの情報で あるが， 阿片戦争

のは じまる１８４０年前後 よ り情報量 はにわかに増加 し， この方 は トルコの場合 とはちが

って， それ以後 もあま り大 きな変動な く， 中国の各方面の事情 に関す る書物 が刊行 さ

れつづけて いる （表 ２）。

　 すでに１７世紀 には，おそ らくオランダ人 の手 を介 しての 日本の衣服の実物 が西 欧に

伝え られて いる し ［ＢＡＩＮＥｓ　 ｌ９８１：１５５，１５７］， 中国 と比較 して の日本人 の生活の特

異性 は，開 国当初の訪問者 によって， ことこまかに紹介 されて いる。 しか し西 欧の大

衆の平 均的な知識の水準か らいえば，現在 でさえそうでないとはいえない くらいで あ
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表 １　 １８９０年までの西欧におけるトルコ関係文献の出現状況

一 １６００

１６０１－一一１７００

１７０１－ １８００

１８０１－一一１８１０

１８１１－ １８２０

１８２１－ １８３０

１８３１－ １８４０

１８４１・一一１８５０

１８５１－ １８６０

１８６１－ １８７０

１８７１－ １８８０

１４８１，

１５３９，

１５４５，

１５６０，

１５７６，

１５８２，

１５９５，

１６０３，

１６４６，

１６７０，

１６８２，

１６８９，

１７０９，

１７８０，

１８０２，

１８１２，

１８２１，

１８２８，

１８３３，

１８４２，

１８５１，

１８５４，

１８５４，

１８５５，

１８５９，

１８６１，

１８６９，

１８７２，

１８７７，

１８７８，

１５１３，

１５４０，

１５４６，

１５６０，

１５７６，

１５８２，

１５９６，

１６０９，

１６４８，

１６７３，

１６８４，

１６９０，

１７１７，

１７８４，

１８０３，

１８１３，

１８２１，

１８２９，

１８３３，

１８４３，

１８５１，

１８５４，

１８５４，

１８５５，

１８５９，

１８６１，

１８７０

１８７２，

１８７７，

１８７９，

１５１６，

１５４０，

１５４６，

１５６２，

１５７６，

１５８５，

１５９６，

１６１４，

１６５０，

１６７３，

１６８４，

１６９７

１７２０，

１７８６，

１８０９，

１８１３，

１８２２，

１８２９，

１８３３，

１８４３，

１８５２，

１８５４，

１８５４，

１８５５，

１８６０，

１８６２，

１８７２，

１８７７，

１８８０

１５２９，

１５４１，

１５４７，

１５６５，

１５７７，

１５８５，

１５９６，

１６２１，

１６５３，

１６７３，

１６８４，

１７２０，

１７８７，

１８０９，

１８１９，

１８２４，

１８２９，

１８３５，

１８４３，

１８５３，

１８５４，

１８５４，

１８５６，

１８６０，

１８６２，

１８７３，

１８７７，

１５２９，

１５４１，

１５４８，

１５６８，

１５７７，

１５８６，

１５９６，

１６２１，

１６５４，

１６７４，

１６８４，

１７２４，

１７８８，

１８１０

１８１９，

１８２４，

１８２９，

１８３９，

１８４４，

１８５３，

１８５４，

１８５４，

１８５６，

１８６０

１８６４，

１８７３，

１８７７，

１５２９，

１５４２，

１５５１，

１５６９，

１５７７，

１５８６，

１５９７，

１６２２，

１６５８，

１６７４，

１６８４，

１７３５，

１７８９，

１８２０，

１８２５，

１８３Ｑ

１８３９，

１８４５，

１８５３，

１８５４，

１８５４，

１８５７，

１８６４，

１８７３，

１８７７，

１５３０，

１５４２，

１５５１，

１５７２，

１５７７，

１５８９，

１５９９，

１６２５，

１６５９，

１６７５，

１６８６，

１７４７，

１７９２，

１８２０

１８２５，

１８４０，

１８５０，

１８５３，

１８５４，

１８５４，

１８５７，

１８６６，

１８７５，

１８７７，

１５３７，

１５４４，

１５５２，

１５７２，

１５７８，

１５９０，

１６００，

１６３１，

１６６０，

１６７７，

１６８７，

１７６１，

１７９６，

１８２６，

１８４０，

１８５０

１８５４，

１８５４，

１８５５，

１８５７，

１８６７，

１８７６，

１８７８，

１５３８，

１５４４，

１５５６，

１５７３，

１５８０，

１５９３，

１６００

１６３５，

１６６３，

１６７８，

１６８８，

１７７１，

１７９９

１８２７，

１８４０

１８５４，

１８５４，

１８５５，

１８５８，

１８６７，

１８７６，

１８７８，

１５３８，

１５４５，

１５５８，

１５７５，

１５８２，

１５９４，

１６４２，

１６６５，

１６８１，

１６８９，

１７７２，

１８２８，

１８５４，

１８５４，

１８５５，

１８５８，

１８６８，

１８７６，

１８７８，

［ＰＥＤＤＩＥ　Ｉ　９３３；１９３５；１９３９；１９４８］ に よ る 。

るか ら，ま して１９世紀半 ばの当時 において，遠 い東方の国 と国 とのあいだの， 風俗 習

慣の認識における奇妙な混濡 は，む しろ当然すぎることであ ったはずであ る （写真 １）。

そ してその混濡 の型の原則 は， うえ に述べたよ うな情報の量 と，展開の順序 か らい っ

て， 日本 の場合で いえば，‘オ リエ ン トのモデル， と く に 中 国 の モデルへ付加 され る

か，あるいは，これ らとの比較においてきわだたせ られ ることを，その傾向 と して もつ

ことになる。写真 １についてい うな らば，おそ らくこれ は， 日本女性 の衣服の印象 と

して伝え られた “大 きな袖” を，西欧人があ らか じあ持 っていた中国服の知識に，無
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表 ２　１８８０年までの西欧における中国関係文献の出現状況

１５００－ １６００

１６０１－ １７００

１７０１－ １８００

１８０１－ １８１０

１８１１－ １８２０

１８２１－－１８３０

１８３１－－１８４０

１８４１－ １８５０

１８５１－ １８６０

１８６１－ １８７０

１８７１－ １８８０

１５８５，

１６２１，

１６５４，

１６６８，

１６７８，

１６９７，

１７０６，

１７８１，

１８０４，

１８１１，

１８２１，

１８３３，

１８４０，

１８４１，

１８４３，

１８４７，

１８４９，

１８５２，

１８５３，

１８５５，

１８５８，

１８６１，

１８６２，

１８６６，

１８７１，

１８７５，

１８７８，

１５８６，

１６２２，

１６５４，

１６６８，

１６８１，

１６９８，

１７１０，

１７９０，

１８０６

１８１３，

１８２２，

１８３４，

１８４０，

１８４１，

１８４３，

１８４７，

１８５０，

１８５２，

１８５３，

１８５５，

１８５９，

１８６１，

１８６３，

１８６６，

１８７２，

１７８５，

１８７８，

１５８８，

１６２８，

１６５５，

１６７０，

１６８６，

１６９８，

１７３４，

１７９５，

１８１４，

１８２３，

１８３４９

１８４０，

１８４１，

１８４３，

１８４７，

１８５０，

１８５２，

１８５３，

１８５６，

１８５９，

１８６１，

１８６３，

１８６６，

１８７２，

１８７６，

１８７９

１５８８，

１６３０，

１６５５，

１６７０，

１６８８，

１６９８

１７３６，

１７９５，

１８１７，

１８２４，

１８３４，

１８４０

１８４１，

１８４４，

１８４７，

１８５０

１８５２，

１８５４，

１８５７，

１８５９，

１８６２，

１８６３，

１８６７，

１８７２，

１８７６，

１５８８，

１６３９，

１６５５，

１６７０，

１６８８，

１７３９，

１７９７，

１８１７，

１８２５，

１８３４，

１８４２，

１８４４，

１８４７，

１８５３，

１８５４，

１８５７，

１８６０，

１８６２，

１８６４，

１８６８，

１８７３，

１８７６，

１５８９，

１６４３，

１６５５，

１６７０，

１６８８，

１７４１，

１７９８，

１８１８，

１８２７，

１８３５，

１８４２，

１８４４，

１８４７，

１８５３，

１８５４，

１８５７，

１８６０，

１８６２，

１８６４，

１８６９，

ユ８７３，

ユ８７６，

１５９０，

１６４５，

１６５８，

１６７１，

１６９６，

１７４１，

１７９９，

１８２０

１８２７，

１８３５，

１８４２，

１８４４，

１８４７，

１８５３，

１８５４，

１８５７，

１８６０，

１８６２，

１８６４，

１８７０

１８７３，

１８７７，

１５９９

１６５３，

１６６５，

１６７２，

１６９７，

１７５５，

１７９９，

１８３０

１８３６，

１８４２，

１８４６，

１８４７，

１８５３，

１８５４，

１８５７，

１８６０，

１８６２，

１８６５，

１８７４，

１８７７，

１６５３，

１６６７，

１６７２，

１６９７，

１７７１，

１７９９

１８３６，

１８４２，

１８４６，

１８４８，

１８５３，

１８５４，

１８５７，

１８６０，

１８６２，

１８６５，

１８７４，

１８７８，

１６５４，

１６６７，

１６７６，

１６９７，

１７７８，

１８３８，

１８４２，

１８４６，

１８４８，

１８５３，

１８５５，

１８５７，

１８６０，

１８６２，

１８６５，

１８７４，

１８７８，

［ＰＥＤＤＩＥ　１９３３；１９３５；１９３９；１９４８］ に よ る ｏ

造作 に付加 した ものであろ う。

　 さて， オ リエ ン ト服装の モデル と しての トル コ服装 についての 代 表 的 な紹 介書

のひとつが， Ｄａｌｖｉｍａｒｔ等 による くＴｈｅ　Ｃｏｓｔｕｍｅ　ｏｆ　Ｔｕｒｋｅｙ＞ （１８０４） で ある。

Ｄａｌｖｉｍａｒｔの紹介が代表 的であるという意味は， 彼が序文 中で， オスマ ン帝 国をあ

くまでも ヨーロ ッパ の一部 とみなす態度は とっているものの，西欧人が一般 にオ リエ

ン ト服装 の特色 とかん がえる要件の ほとんどが．本書中に網羅 されてい るか らで ある。
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　 まず Ｄａｌｖｉｍａｒｔは， トル コ人 は四季 の うつ

り変 りに したが って しば しば衣 服を変え るが，

それはファ ッションで はな しに， エチケ ッ トに

したがっての ことなのだ， と指 摘する。Ｄａｌｖｉ－

ｍａｒｔ のここでの表現 はやや間接的であるが，

フ ァッションが存在 しないとい う認識は，西 欧

人のオ リエ ン ト服装 にたいする見方 に共 通 して

いる。 この認識 はすで に，１６４８年 に刊行 された

ＣｈａｐＰｅｌｌｅの 〈Ｒｅｃｕｅｌ　ｄｅ　ｄｉｖｅｒｓ　ｐｏｒｔｒａｉｔｓ　ｄｅ

ｐｒｉｎｃｉｐａｌｅｓ　ｄａｍｃｓ　ｄｅ　ｌａ　Ｐｏｒｔｅ　ｄｕ　ｇｒａｎｄ

Ｔｕｒｃ＞ にも， 「これ らの国々の流行の変化 は我

々の 場合 とはちが う。 現在彼 らの着て いるも

の は， １５０年 まえに着て いた もの とおな じなこ

とは， ・た しか で あ る」 ［ＣＨＡＰＰ肌 ＬＥ　ｌ６４８：

写真 １ Ｍ ａｐｏｌに よ るｔ“Ｔｈ６ｓ　ｄｅ，．　１ａ

Ｐｏｒｔｅ　ｃｈｉｎｏｉｓｅ” １８９５

ｐｒｅｆａｃｅ］ と あ る。 そ も そ も フ ァ ッ シ ョ ン の 存 在 は ， 西 欧 人 に と っ て は ， 彼 等 の 文 明

意 識 と も む す び つ い て い た と み と め られ る ふ し が あ る 。 した が っ て か な らず し も 西 欧

社 会 と 非 西 欧 社 会 と い う 分 け か た で な く， 都 会 と地 方 の 差 別 意 識 の な か に ， 習 俗 の フ

ァ ッ シ ョ ン性 の 有 無 を み る 態 度 は ， ル ネ サ ン ス 期 か ら み と め られ る。 １５６７年 に パ リで

刊 行 さ れ た 〈Ｒｅｇｕｅｉｌ　．ｄｅ　ｌａ　ｄｉｖｅｒｓｉｔ６　ｄｅｓ　ｈａｂｉｔｓ，　ｑｕｉ　ｓｏｎｔ　ｄｅ　ｐｒ６ｓｅｎｔ　ｅｎ　ｕｓａｇｅ，　ｔａｎｔ

ｅｓ　ｐａｙｓ　ｄ’Ｅｕｒｏｐｅ，　Ａ ｓｉｅ，　Ａ冊 ｉｑｕｅ ＆ Ｉｓｌｅｓ　ｓａｕｖａｇｅｓ，　ｌｅ　ｔｏｕｔ　ｆａｉｔ　ａｐｒさｓ　ｌｅ　ｎａｔｕ「ｅｌ＞

の な か で ， Ｂａｒｂａｒｅｓ と な らん で ， ドイ ツ人 や ス イ ス 人 ， ま た ｒｕｓｔｉｑｕｅ　ｆｒａｎｇａｉｓｅ

の 衣 服 の ， 画 一 性 が 指 摘 さ れ て い る ［Ｒｅｃｕｅｉｌ　 ｌ５６７：２２，６４，６７，９４］。

　 は な しを １９世 紀 前 半 ・中 期 の ，’ わ れ わ れ の 問 題 と．した い 時 代 に 戻 せ ば ， 同 様 の 指 摘

は ， この 時 期 の 代 表 的 な 中 国 服 装 の 紹 介 書 Ａｌｅｘａｎｄｅｒの 〈Ｔｈｅ　Ｃｏｓｔｕｍ ｅ　ｏｆ　Ｃｈｉｎａ＞

［ＡＬＥｘＡＮＤＥＲ　 １８０５：ｆｉｇ．１４］ や ，，　Ｇ ｒｏｈｍ ａｎｎ の 〈Ｇ ｅｂｒａｕｃｈｅ　ｕｎｄ　Ｋ ｌｅｉｄｕｎｇｅｎ

ｄｅｒ　Ｃｈｉｎｅｓｅｎ＞ ［ＧＲｏＨＭＡＮＮ　 ｌ８００：０ ｂｅｒ　Ｃｈｉｎａ］や ， ま た Ｂｅｖｅｒｅｎ の 〈Ｃｏｓｔｕｍ ｅ

ｄｕ　ｍ ｏｙｅｎ　ａｇｅ＞ ［ＢＥｖＥＲＥＮ ＆ Ｄ ｕＰＲＥｓｓｏＩＲ　 ｌ８４７：５Ｓ］ に もみ と め られ る。 非 フ ァ

ッシ ョ！性 という観念は一応時間的不変化性 とみて よいであろ うが，西欧人 はむ しろ，

地域的な， あるいは個人的な変化 の乏 しさとひ とつ に括 っていたとかんがえ られ る。

そう した内容で の不変化性を Ｄａｌｖｉｍａｒｔは，「なんの趣 味の しる しもない」といい・

Ｇｒｏｈｍａｎｎ は衣服以外 の職業 ・技術 ・科学 その他 文 明全体 に共通す るものと して数

世紀来 ほとんどおな じ水準を保 ちつづけて ぎたその停滞性 を指摘 してい る。 そ うした
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画一性 と無趣味 な単調 さを支える精神構造をあ きらかに理 由づけているわ けで はない

が，Ｄａｌｖｉｍａｒｔは， ロ ドス島のす こ し北方 にある Ｓｉｍｉａの住 民の衣服 を叙述する く

だ りでつ ぎのよ うな説明を している。 すなわ ち，かつてはこの島の人 々の服装 はとり

わけ絵画的で， それが彼 らによ く似合 っていることできわだって いた。 しか し今その

名残 りはわずか しかない。 とい うの は，（イス ラム教 に支配 されて以後），顔 の下半 分

は隠 して しまうようになった し，か らだ も同様で，そのためか らだのかたち じたいが

す っか りだめにな っている， と２》。

　 さてつぎに， Ｏｒｉｅｎｔａｌ　ｓｅｎｓｕａｌｉｓｍ に関連 する指摘を問題 とした い。西欧人 のオ リ

エ ント観 には， キ リス ト者 の眼 か らみ る異教徒 という，宗教倫理的 な忌避感情が一

あ るい はその裏 がえ しと しての憧憬 が横たわ っていた とみ られ る。衣服 に関連するも

っと も直接的な言及 と しては， Ｄａｌｖｉｍａｒｔが コンスタ ンチノーフｏルの女性 ダ ンサー’

につ いてのべているゆるやかな着付 がまず そのひ とつで ある。おな じ時代 の言語学者

Ｇｏｎｓｔｉｎｔｉｌｌ　Ｆ．　ｄｅ　Ｃｈａｓｓｅｂｏｅｕｆも 〈Ｖｏｙａｇｅ　ｅｎ　Ｓｙｒｉｅ　ｅｔ　Ｅｇｙｐｔ＞のなかで， 西欧の

人 々 とアジアの人 々の習慣の対 比的な ちが いのひ とつに， 「我々は短 く， しめつけた

衣服 を着 るが，彼 らは長 く，ゆるい衣服を用 いる」 とのべたという ［ＢＥＺＯＭＢＥＳ　 ｌ９５３：

５２］。

　 また，肌 のす けるような， と くに下着 につ いて，１８世紀 は じめの Ｌｅ　Ｈａｙ は，　 ト

ル コ人が ごく薄手の肌の透 けて見え るものをまた ｐｙｊａｍａ と して も着 る習慣 のあっ

た ことを記録 し ［ＬＥ　ＨＡｙ　 １７１４：ｆ（）１．３３］，１００年後の Ｐ６ｃｈｅｕｘ＆ Ｍ ａｎｚｏｎｉによる

〈Ｃｏｓｔｕｍｅｓ　Ｏｒｉｅｎｔａｕｘ＞ で も，ハ レムの女 の説 明中に， 「その紗の シュ ミーズ はごく

うす いので，乳房 が裸の ように透 けて見え る」 と書 いてい る ［ＰＥｃＨＥｕｘ＆ Ｍ ＡＮｚｏＮＩ

１８１３：ｐｌ．１８］。 しか し衣服の個 々の形成 のこの ような特色 は，気候的環境 もちが うし，

一般的 に用 いられ る衣服素材の条件 もちが うか ら， これだけを もってオ リエ ン トの人

々が官能的であ るとは，西欧か らの旅行者や研究者 もいって はいない。西 欧人 にとっ

てつよい異和感があ ったの は，む しろ肉体 その ものについての考えかたで あった ろう。

　 Ｄａｌｖｉｍａｒｔは コンスタ ンチノープル の女性の美 しさを語 るなかで， つぎのような

批判 を行 なって いる。 「トル コ女性， とりわけ Ｃｉｒｃａｓｓｉａｎ や Ｇｅｏｒｇｉａｎ の女 たちの

２） 西 欧社 会 以 外 に フ ァ ッシ ョ ンが 存 在 す るか ど うか と い う問題 は， む しろ最 近 に な って あ らた

めて 問 わ れ は じめ て きた。 そ の 口火 のひ とつ は， Ｓｃａｒｃｅの ，〈Ｔｕｒｋｉｓｈ　ｆａｓｈｉｏｎ　ｉｎ　Ｔｒａｎｓｉｔｉｏｎ＞

［１９８０：１４４－１６７］で あ ろ う。

　 Ｂａｉｎｅｓは ， オ リエ ンタル ・ ドレスの 場 合 ，変 化 が な い とい うこ とが ひ とつ の魅 力で は あ った

が ， しか しそ れ は正 しくなか った とい って い る ［ＢＡＩＮＥＳ　 １９８１：２２］。

　 私 の考 え る と こ ろ， これ らの議 論で は， ス タ イル の変 化 とフ ァ ッシ ョンとの ， それ ぞ れ の概

念規 定 的 な 問題 が ， まず そ の前 提 と して 必要 で あ ろ う。　 　 　 　 　 　 、
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美 しさは伝説的でさえある。 しか しその美 しさは顔 だけだ といわなけれ ばな らない。

とい うの は， ソファに座 るすわ りかたのた めに，彼女 らのか らだ はちぢ こまり，歩 く

すがた も生気を欠いている。 それ にくわ えて入浴， しかも高 い温度の風呂に しば しば

入 ることと無為な生活 による心のゆ るみとは， ほん らい顔 とおな じような美 しさを も

っていた はず のか らだのかたちを，だめに して しまってい る」 ［ＤＡＬｖｌＭＡＲＴ　 ｌ８０４：

ｐｌ．１６］。 トル コ人の入浴 は早 くか ら西 欧人のあいだに有 名で あって・ Ｔｕｒｋｉｓｈ・　ｂａｔｈ

そのもの以外 に も，Ｔｕｒｋｉｓｈ　ｔｏｗｅｌ，　Ｔｕｒｋｉｓｈ　ｓｌｉｐＰｅｒｓ， あ るいは ｏｔｔｏｍａｎ （ｓｏｆａ）

など，入浴 に関連す る風習のい くつかが， ヨーロ ッパ に もた らされていた。そ してそ

れ らはおおむね， 肉 体 の くつろぎ とむすびつ くもので， ｏｒｉｅｎｔａｌ　ｉｄｌｅｎｅｓｓな い し

ｉｎｄｕｌｇｅｎｃｙ とい う，西欧人の固定観念を支え るのに役 だって いた といえよ う。

　 ところで， こうした無為 な生活の結果 が肉体のかた ちをだめにす るとい う考 えかた

は，西欧人 のオ リエン ト人観のなか にねぶか く存在 し，かつその ことは，西欧人 の肉

体 につ い七の意識の一面を告白する結果 とな っている。

　オダ リスクの画題で知 られて い

るよ うに，・西欧人 の想 いえが くオ

リエ ン トの女 のイメージのひ とつ

は， ソフ ァにが らだ を横 た え る

けだるげな姿 で あ る （写真 ２）。

Ｓｃｈｗｅｉｇｅｒの大著 くＤｉｅ　Ｆｆａｕｅｎ

ｄｅｓ　Ｏｒｉｅｎｔｓ＞（１しｖの で も，その巻

頭 には水 ぎせ るを くわ え てソフ

ァに横にな って いる女性の写真 が

掲げ られてい る。姿勢 についての

こ うした批判 について は，中国の

女性 の場合で も同様で ある。中国

女性 が横たわ る姿 について は， と

くに阿片吸引の習慣 と関連づ けて

みている とも考え られ る。 また 中 ’

国女性の場合 には，纒足 の習慣 は

早い時期 か ら西 欧人 に比 較 的 よ

く知 られていたので，その ことと

関係 させて，歩行姿勢の悪 さを指 写 真 ２　 Ｌｅ　Ｈａｙ か ら“トル コの 女性 ”
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摘 してい る例 もある ［Ｍ ＡＬＰＩｉｌＲＥ　 ｌ８２５：ｖｏＬ　ＩＩ　６３］。

　 ともあれ， ルネサ ンス以後 の，“世界 の女性”な い し“世界の服装”とい うた ぐいの ス

タイル ブックを見 ると，事 実西 欧女性の姿勢 のよさは否定で きない。姿勢 のよ さ

そ ういういいかたが許 され るな ら，直立性　 　は，西欧 におけ るコルセ ットの態様 を

無視 して は語れ ないだ ろう。第 ３章で のべ るように，１９世紀の後半， イギ リス ・アメ

リカを拠点 に， いわ ゆる Ｄｒｅｓｓ　ｒｅｆｏｒｍａｔｉｏｎ の運動があるて いどの影響 力をもった。

女性 の服装 についていえば，その主た る攻撃の対象 はコル セ ヅトだった。 この運動 の

提唱者 にはかな りの割合で，医師がふ くまれていて，衛生学的な立場 か らコル セッ ト

の常用 が内臓 や循環器系 にあたえる障害の危険を唱 えて いる。 ただ し同時 に，治療 の

ためのコル セッ ト （ｃｏｒｓｅｔ　ｏｒｔｈｏｐ６ｄｉｑｕｅ）の必要性 は忘れ られていない。 「コル セッ

トはたん にコケ ッ トリイのためばか りでな く，整形治療 の目的で も用 い られて きたの

である。著名なイギ リスの詩人 Ｐｏｐｅも，虚弱なか らぎであ ったため，女中が毎朝 つ

けてやるコル セッ トに支 え られて生 きて いた」［０’ＦｏＬＬｏｗ肌 Ｌ　ｌ　９０５；２０４］。当然の

ことなが ら， この整形 のた めの コルセ ッ トと美容 のた めの コル セ ットと橘 区別 の明

らかなもので はな く，外科医は矯正す るだけでな く，美 しくな るための器具を考案 し，

また患者 にもすすめて もきたのである ［Ｏ’ＩＦｏＬＬｏｗＥＬＬ　 １９０５：２０６］。 コルセ ッ トを

擁護す る立場か ら書 かれたパ リの コルセ ッ ト業者 Ｌｅｏｔｙの 〈Ｌｅ　Ｃｏｒｓｅｔ：直　ｔｒａｖｅｒｓ　ｌｅｓ

ａｇｅｓ＞には，’服装改良蓮動の行なわれて いた当時で も，む しろ “常識的な”多数意見だ

ったとおもわれ る， さまざまの立場の識者 の擁護論が集録 されてい るが， それ までの

約２０年間 にコル セ ッ トの構造 についての特 許が７０件 もでていて，その形 や構造 につ い

ていかに工夫が凝 らされて きたかを指摘 し， 「コル セッ トは若 い娘た ちが，健康 に害

のあ るよ うな姿勢に陥 らないですむよ うジ彼女 らの身 を守 るため にぜひ必要 なもので

ある」 と，結んでい る ［ＬＥｏＴｙ　 ｌ８９３：ｌｌ５］。

　 姿勢 はもちろん， コル セッ トだ 明 こ終 る問題で はない。 肉体の変形を嫌 う西 欧入の

感情 はよりねぶかい文化にかかわ らてい るので あり，た とえば猫背の癖 のあ る子供の

日常的な矯正，訓練のための ｃｏｒｒｅｃｔ　’　６ｈａｉｒのように，生活 のな にげない部分 にもそ

うした意図憶 ゆきわた っていた。 ．

　 くりかえ して いうのであ るが， こう した西欧人の正 しい姿勢 そ して正 しいか らだ

のかた ちの尊重 は，な にかにつ けてオ リエ ン トとの蝿比において いわれ，かつそれが

文化の他の部分 との， より広範囲で， ベーシカルともいえ る部分 との関連においてい

われて きた。１９世紀後半 のイギ リスの，す ぐれた美術批評家 であ り，服装改良 運動 と

も関係のあ った Ｈａｗｅｉｓは， その くＴｈｅ　Ａｒｔ　ｏｆ　Ｄｒｅｓｓ＞（１８７９）のなかでつぎのよ う

７１８



大丸　 西欧人のキモノ認識

にのべている。 「　　か らだを保持 し，かた ちを良 くす るためのある種の ＣＩＯＳｅ－ｆｉｔｔｉｎｇ

ｇａｒｍｅｎｔの必要 は否定 しない。 どんな種類の コルセ ッ トを も身 につけな いと， 非常

にだ らしな く （ｓｌｏｖｅｎｌｙ） みえ ることになる …… ｄｕｌｌ　ｈａｒｅｍ　ｌｉｆｅを哀れまれる東方

の女性 は，無知 にもとついて，我 々の コルセ ッ トを悪い もののよ うにかんがえている

のであ るが一 。 ローマの女性 はあの時代 としてはより賢 明だ った。彼女 らの用 いた

バ ン ドは，姿のだ らしな くなることを防 いで いる」［ＨＡｗＥｌｓ　ｌ８７９：３５，３８］。

　 ｓｌｏｖｅｎ ということ， またか らだのかたちの悪 さとい うことの 具体的 な条件 のひと

つは，腹部の膨 らみ， あるいはた るみということである。男女 ともに， コル セ ット使

用の美容上の 目的は，腹部 を細 め， これ と対比的に胸郭，女性であれば乳房を強調す

ることである。そ して このような シルエ ッ トを キ リス ト教文化の精神主義の しるしと

す る考 えかた もあ った。 Ｈａｗｅｉｓとおな じ時期 に，衣 服 に つ い て の文 明史的な議論

を展 開 したフランス人 の Ｂｌａｎｃ は，＜Ｌ’ａｒｔ　ｄａｎｓ　ｌａ　ｐａｒｕｒｅ　ｅｔ　ｄａｎｓ　ｌｅ　ｖｅｔｅｍｅｎｔ＞

（１８７５） において， つぎのように論 じている。「彫刻や絵画作 品か ら判断す ると， 中国

人 は腹 の突 きで ることをす こしも抑 えようとはせず，む しろ満足 して見せび らか して

いる。西欧の人 々は， その精神主義のゆえ に逆三角型の体幹での胸郭の立派 さを尊重

し，腰部は細 く， 内臓部分 はゆ るみな く締 まっていなければな らないとす る…… （肉

にたいす る精神の優位 というキ リス ト教の思想は， ギ リシャの情感をそこな うことな

く）西 欧諸国において は，消化器官 にたい して呼吸器官を より上 位に置いたのであ る。

精神 （ｅｓｐｒｉｔ） とい う語 じたいが，呼吸す るとい う動 詞 （ｓｏｕｆヨｅ）に由来す ることを忘

れて はな らない」［ＢＬＡＮｃ　 ｌ８７５：１６７－１６８］。

　 中国では，肥満 した人物が敬 意を もってみ られ るとい う説 は，中国服装 の当時 と し

て はもっとも正確な紹介書 にものべ られて いるが ［ＭＡｓｏＮ　 ｌ８００：ｐｌ．３１］， そ うい

う俗信 はかなり尾をひいた らしい ［ＢＩＧＧＥＲｓ　 ｌ９６３：２１６］３）。

　 正 しいか らだのかた ち， とい う観念 は，衣服 に適用 された とき，ひ とつには構成の

明確 さを さししめす ことにな る。胴部 は胴部，袖 は袖，スカ ー トはスカー トと区分 し

その境界をあ きらかにす ることは， 肉体の量感に忠実 な衣服構造上の当然の結果 では

あるが，１６世紀以 降の西欧衣服 のひとつの特色 である。すでに１６世紀のスタイル書 に

おいて，た とえば１５５０年 の Ｖｅｃｅｌｌｉｏ　ｄａ　Ｃｅｓａｒｅの もの，ほぼ同時期の くＨａｂｉｌｌｅｍｅｎｔ

３）「しかし中世には，正しい姿勢とは，下腹を突出して肩を落すことだった。 １６世紀でさえ，

胴の下部は前方につきでて，胸をうしろに引いている。コルセットが普及した１７世紀になって，

はじめて女性はまっすぐに立てるようになった」［ＴＡＢｏＲＩ　ｌ９６１：９２，９３］。男性の場合は１６世

紀にとくにそのような傾向があった。
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ｄｅ　ｄｉｖｅｒｓｅｓ　ｎａｔｉｏｎｓ＞４），１５ｑ８年の Ｎｉｃｏｌａｙの もの， あるいは Ｂｏｉｓｓａｒｄ の 〈Ｈａｂｉ　ｔｕｓ

Ｖａｒｉａｒｕｍ　Ｏｒｂｉｓ　ｇｅｎｔｉｕｍ＞［ＢｏｌｓｓＡＲＤ　１５８１ａ］のなかで，西欧圏 と対比 してのオ リエ

ン ト服装の特色 といえぱ，装飾 の乏 しさの ほかに，袖つけの単純 さと，ｐｏ三ｎｔｅｄ　ｗａｉｓｔ

ｌｉｎｅがみ られず， それのみか ウエス トの切換 じたいが はっきりしないこと，そのため

衣服全体が，ふ くらんだゆ るい ヒダ に覆われ る傾向のある こと，な どで あろ う。

　 これ らの特色 のうち，い ま特 に袖つ けに問題を しぼって考察 した い。

　写真 ３， ４は， いずれ も１６世紀末期の西欧入が頼 りない資料を もとに して描いた中

国人 である。 写真 ５は， １８世紀末 に描かれた と推測 され る Ｌｅｄｏｕｘ の作品であ る。

これ らにえがかれている中国人 の衣服で と くに奇異 な印象 のひとつは，袖つけであ る。

中国服 は袖つけの袖 の側 にゆ るみを とるとい う方法 をと らない。 また袖つ けの位置 じ

たいが ショルダー ・ポイ ン トをはずれ る ドロ ップ ・シ ョルダ ーない しキモノ ・ス リー

写真 ３　Ｌｉｎｓｃｈｏｔｅｎから

　　　　“舟遊びを楽 しむ中国の高官”

ブであ って，その点 日本衣服 と共

通 している。 したが って袖つけ に

ギ ャザーを生 じることはあ りえず，
　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

ギャザ ーあるいはいせによる膨 ら

み もない。 その点西欧人 は きわ あ

て 自然 に， この部分を ギャザーや，

筋肉の もりあがった ような形状の，

膨 らみ に描 く癖 があり，奇異感 の

ひとつの原因 となる。写真 ６は，

１８０５年刊の Ａｌｅｘａｎｄｅｒの著書 の

挿絵で，原画 は！７世紀の ものであ

る。 ここで は中国の大使 とその従

者 たちの肩の表現が，注意 しな け

ればほ とんど見落 して しまうほど

で はあるけれ ども， 中国服 らしく

な さの，大 きな理由になって いる。

この ことは，中国人 の描 いた 中国

服 との比較 によって容 易に納得 さ

れ るはず である。（写真 ７）

４） Ｂｉｂｌｉｏｔｈさｑｕｅ　ｎａｔｉｏｎａｌｅ　ｄｅ　Ｐａｒｉｓ，　Ｅｓｔ・Ｏｂ・ １４　ｐｅｔ・ｆｏｌ・ 扉 に 下 記 の 如 くあ り。　 Ａｎｏｎｙｍ ｕｓ

　 Ｔｒａｃｈｔｅｎｗｅｒｋ　ｉｎ　Ｒａｄｉｅｒｕｎｇ，　Ｏ ｈｎｅ　Ｔｉｔｅ１．　 Ｄ ｅｕｔｓｃｈｅｎ　Ｕ ｒｓｐｒｕｎｇｓ（Ａｕｇｓｂｕｒｇ～）ｕｍ　ｌ　５８０－１６００．
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４真写 Ｈｏｕｔｍａｎ か ら “中 国人 の 重 立 った商 人 ”

　 袖つ けに関連 して さ らにつけ加 えた い

のは，まえに もその名をだ したＶｅｃｅ１ｌｉｏ

ｄ哀Ｃｅｓａｒｅの 〈Ｄｅｇｌｉ　Ｈａｂｉｔｉ　ａｎｔｉｃｈｉ，　ｅｔ

ｍｏｄｅｒｎｉ　ｄｉ　ｄｉｖｅｒｓｅｓ　ｐａｒｔｉ　ｄｃｌ　Ｍ ｏｎｄｏ＞

（１５５０） 中の解説である。本書で は ｆｏｌｉｏ

４７３ａ－４７７ａが Ｃｈｉｎｅにあて られてい る

のであるが，そのうちの ｆ（）１．４７３ａ（写真

８）の解説 はつ ぎの とお りである。「中国

の貴族の既婚 婦人につ いて 　 　この ２枚

の衣服の外 には，真珠 や宝石 を美 しくほ

どこしたえ り巻のよ うな もの をよそおい，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

胸 もとを飾 ってい る。幅 のひろい袖 は，
り　　　　　　　　　　　　

その胸 に，ふたつのおな じ形 の，刺繍 の

バ ラをつけて いる」５）。 ここでは，身頃 と

袖 とが， いわ ばひ とつの もののよ うに扱 写 真 ５　 Ｌｅｄｏｕｘ によ る “Ｌａ　ｖｕｅ”

５）参考のために，原文を掲げる。

 Sopra esse vesti baueua à guisa di stola vn fregio  orna  to di bel lauoro, e riccamato di 

perle, e gioie, il quale gli ornaua il petto, e le maniche larghe della veste con due rose 
dell'istesso riccamo di quà, e di là dal petto.  [VECELLIO DA CESARE 1550]
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写 真 ６　 Ａｌｅｘａｎｄｅｒ か ら “Ｌ’ａｍｂａｓｓａｄｅ　ｄｅ　ｌａ　Ｃ．　Ｄ．”

写真 ７　仇英による “寧王婁妃” 写 真 ８　 Ｖｅｃｅｌｌｉｏ か ら “中国 の貴 婦 人”

われるという，中国 ・日本型衣服構造の特色がとらえられている。

　すでにオ リエント服装全体の観点か ら中国服装にも触れてきたのであるが，中国服

装そのものについての西欧人の言及をつぎにとりあげよう。１９世紀の前半に，数種類

の中国服装の紹介書が相ついであらわれるのであるが，それ以前の西欧における中国

７２２



大丸　西欧人のキモノ認識

衣 服観 は，Ｇｉｆｆａｒｔの 〈Ｌ’ｅｓｔａｔ　ｐｒ６ｓｅｎｔ　ｄｅ　ｌａ　Ｃｈｉｎｅ　ｅｎ　ｆｉｇｕｒｅｓ＞（１６９７）に負 うとこ

ろが大 きいであろ う。 それ はここに載せ られた １２９葉の挿図が， その後の中国紹介 に

くりかえ し転載利用 されてい ることか らも，想像で きる。

　 Ｇｉｆｆａｒｔも，１９世紀の，例 えば，　 Ｆｅｒｒａｒｉｏ　 ［１８２７：３０４］ も指摘 する中国服装の特

色 のひ とつは， その威厳 （ｄｉｇｎｉｔｙ，　ｇｒａｖｉｔｙ）で あった らしい。　Ｂａｉｎｅｓは１９世紀の西

欧社会 において，男性 はかつての気楽なイ ンディア ン ・ガ ゥンのような部屋着 を失 っ

た， といっているが ［ＢＡＩＮＥＳ　 ｌ９８１：１６０］， その小賢 しく実利的な市民社会 において・

ｄｉｇｎｉｔｙ などという感覚 もまた，　ｏｌｄ－ｆａｓｈｉｏｎ な ものであ ったか もしれない。

　 中国服装のそ うした ｄｉｇｎｉｔｙ の所以 は， ひ とつにはその被覆性 であろう。 中国人

の眼か らみ ると，西 欧の男女の衣服 は， か らだのかたちを露わ にしす ぎ，慎みのある

もので はない。 そ して慎 み （ｍｏｄｅｓｔｉｅ） と重 々 しさとは， 中国人だれ しもに共通す る

ものであるという ［ＦＥＲＲＡＲＩｏ　Ｉ８２７：３０４］。

　 こうした被覆性 は， とりわけ暑 い季 節な どには，窮屈で， はなはだ しい不愉快 を忍

ばなければな らない破 目に陥 る ［ＭＡＬＰＩＥＲＥ　 １８２５：Ｍ ａｎｄａｒｉｎ　ｅｎ　ｃｏｓｔｕｍｅ　ｏｒｄｉ－

ｎａｉｒｅ］。 しかもこの被覆性 は， 例のオ リエ ント世界 に共通する女性隠蔽の風習 とも関

係 す る。 Ｍａｌｐｉさｒｅは， 中国女性が， じぶんの姿 を他人 に見 られる ことを怖れ るあま

りほとん ど外出す ることな く，彼女 らが装 うの は，装 うことじたいの愉 しみのたあで

あ る， ともい っている。

　 中国女性の纒足の習慣 は，西欧人に とっては大 きな関心 の的であ った。 したが って

こ うした女性隠蔽 と纒足 とをむすびつけて考 える意見 もあ った ようである。

　 中国服装の特色 と して ｄｉｇｎｉｔｙ が指摘 された理 由には， 西欧人 が接 した清帝 国の

宮廷 と官僚組織 の印象 もあわせて考 え られ る。服装 についてい うな ら，冤 服や龍嚢 の

繁環な規定で あるとか，その シンボ リズ ムが紹介 され，西欧人 の中国服装観に影響 を

与 えているとお もえる６）。

　 衣服の個 々の特色 についての西 欧人の認識は，Ｇｒｏｈｍａｎｎ（１８００），　Ｍ ａｓｏｎ（１８００），

Ｇｒａｓｓｅｔ　ｄｅ　Ｓａｉｎｔ－Ｓａｕｖｅｕｒ　Ｊａｃｑｕｅｓ （１８０６），　Ａｌｅｘａｎｄｅｒ （１８０５），　Ｂｒｅｔｏｎ （１８１２），

Ｍ ａｌｐｉさｒｅ （１８２５），　Ｆｅｒｒａｒｉｏ（１８２７） と，内容の質の差は ともあれそれな りに具体的

な情報を盛 った 中国服装書 が継続的 に刊行 されて いる１９世紀初頭を境に， 当然の こと

なが ら幾分かのちがいが生 じて くる。西欧 におけ る１８世紀の中国人 および中国服装 は，

Ｂｏｕｃｈｅｒや Ｗ ａｔｔｅａｕ におけるような 風俗画 の題材であ るとと もに， あるい はそれ

６） 中 国 と１９世 紀 の清 帝 国 が，西 欧 の大 衆 レベ ル に与 えて い た 漠然 と した 印象 は・Ｃａｒｌｏ　Ｇｏｚｚｉの

＜Ｌａ　Ｔｕｒａｎｄｏｔ＞ （１７６２）か ら，　 Ｌｅｈａｒの 〈Ｄａｓ　Ｌａｎｄ　ｄｅｒ　Ｌａｃｈｅｌｎｓ＞（１９２９） まで を ふ くめて 考

え れ ば ， さほ ど親 しみ の あ る もので はあ りえ な か ったの で は な いだ ろ うか。
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写 真 ９　 Ｂｏｕｃｈｅｒ に よ る

　 　 　 ‘‘Ｌａ　Ｒｅｖｅｕｓｅ，，

で あろう。 その 結果 一見 すると，

い７）（写真 ９）。

　にもま して工芸装飾模様 のひとつのジ ャンルで

　あるシノワズ リーのなかの，点 綴 要 素 で も あ

　った。 その中にえがかれた中国人 は， さなきだ

　にのどかな この世紀初頭 の ｆ６ｔｅ　ｇａｌａｎｔｅ や，

　後半の田園趣味が加味 されて， ｏｒｉｅｎｔａｌ　ｉｎｄｕｌ－

ｇｅｎｃｙ のけはいを一層 ふかめている。 衣服 は

個 々の点について は，かな り勝手 な想像 で描 い

　て いるふ しもあるが，全体 に共通 して，衣搬の

　ゆたかな， ｌｏｏｓｅ　ｇｏｗｎ として とらえ られ，交

領一打合 わせ式の衿が しば しばみ とめ られる。

清朝以前 の中国で は交領 も垂領 も併存 したので

　あ るか ら， その点やや古 い資料に依拠 した もの

日本の きものと見紛 らわ しいものがめず らしくな

　袖つけのギャザーについて は， オ リエ ント全 体についてのべた箇所ですで に触れた。

ギャザーを，布の一部分 を しぼ ることによって他の部分 をふ くらませ る手法， と理 解

す ると，袖つ け，袖 口，衿 もと，腰 など，１７・１８世 紀の，西 欧人の描 く中国服が中国

７）１８世紀の，とくにフランスのシノワズ リー装飾図案集のなかで，上記の衣服の特色の整理の

ため参照したのは，下記の資料である。

BELLAY and HUQUIER 
         Premier Livre de Panceaux et Fantasies propre  l ceux qui aiment les  ornainens. Paris: 

         chez Huquier 
BOUCHER, F. and F. RAVENET 

 1740t.e Recueil de diverses figures étrangères. Paris: chez Huquier 
BOUCHER, F. 

         Recueil de diverses figures chinoises du cabinet. Paris: chez Huquier. 
MONDON LE FILS and Antoine AVELINO 

   1736 Quartrième livre de formes ornées de rocailles cartels figures oyseaux et dragons chinois. 
PEYROTTE, A. and HUQUIER 

         Second livre de cartouches chinois. 
PILLEMENT, J. 

         Recueil des fontaines chinoises. 
         Recueil de plusieurs jeux d'enfants chinois. 

         Petits parasols chinois. Paris: chez le père et Avaulez. 
   1770 Cahier de six baraques chinoises.  Paris: Levier. 

         Recueil des tentes chinoises. Paris: chez le père et Avaulez. 
   1758 Livre de chinois. 

         Cahier de parasols chinois. Paris: chez Dabnourue. 
        Caille de diverse sujet de figure peijssage et ornament chinois et françois. 

        Etudes de  différentes figures chinoises. 
   1752 Différentes figures chinoises. Paris: chez Levn's.
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服 らしくない原 因の大半 は， これ ら各部分 で

のギ ャザ リングの表現で あるように観察 され

る。 この常套 的な様式 は，１９世紀 にはいって

も終 って はいない （写真１０）。

　 しぼって 膨 らませ る ことに よって， 布 は

丸みのある 量感 を もつ。 それ は繊維素材 の

ｉｎｃａｒｎａｔｉｏｎ ともいえ る。写真１１，１２，１３は

おそ らくおな じソースか らのア レンジとお も

われ るが，ｉｎｃａｒｎａｔｉｏｎ は，１３において もっ

ともすすんで いる。　しか し， １１において さ

え，肩の あた りの量感 は，中国服装とは異質

の ものであろ う。

　 １９世紀 は じめは，中国の服装を紹介す る書

物が数多 く出版 されたが，１８２０年代 とそれ以

後 は，美術史 の　 ．で も社会的風潮の うえで

 A10  "Le renard de feu"

写 真 １１ Ｆｅｒｒａｒｉｏ，　Ｊｕｌｅｓか ら

　 　 　 “女 性 の 服装”

写 真 １２ Ｈｏｔｔｅｎｒｏｔｈ，　Ｆｒｉｅｄｒ三ｃｈ か ら

　 　 　 “中 国 の 婦人 ”
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もロマ ンチシズムの時代 にはい

る。遠 い国の風俗 はそのエキゾ

チ シズムの情 感 の ゆ え に もと

め られ，実 際 の 服 装 が ど うあ

るか， といった ことはさほど問

題で はなかった。 しか もこの時

期の ファッションは，いわゆる

アワー ・グ ラス ・シルエ ットの，

胸・袖・腰各部の まるみを ことさ

ら強調 したものであ った。 いわ

ば，Ｒｅｓｔａｕｒａｔｉｏｎ－Ｂｉｅｄｅｒｍｅｉｅｒ

の女性を，異国的背景のなかに

おいてみるとか， その ファッシ

覗

醇

　 　 　 写真１３ Ａｄａｍ による “中国の婦人”

ヨンに中国風の要素 を加味す るとい う態度

のものであ って （写真１４）， 人 気 のあ った

通俗 イラス トレイターた ち， フランスにつ

いて いえば， Ａｕｂｒｃｙ－Ｌｅｃｏｍｔｅ，　Ｖｉｄａｌ，

Ｒ６ｇｎｉｅｒ，　Ｊａｃｑｕｅｓ　Ｌｏｕｉｓ　Ｓｃｈａａｌ，　１・ｏｕｉｓ－

Ｎｉｃｏｌａｓ　Ｓｃｈ ，ｉ， そ して とりわ け甘 美 な

Ｇｒ６ｖｅｄｏｎ，　Ｄｅｖ６ｒｉａ の諸作品 中の東方 の

女性 は，おおむねそのような性質の もので

あった。  ..A14 Grévedon  K  .tT  "13*Ott"

２章 造形作品における認識

　本章では，西欧人の描 くキモノの，奇異性の理由を分析する。 しかしそれにさきだ

って考えておかなければな らないいくつかの間題がある。
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　和服を西欧人がえがいたか らといって， すべて が奇異 であるわけではもちろんな

い。逆に日本人が描いても，とてもキモノとはみえない奇妙なものもある。要は，キ

モノのかたちをどこまで正 しくつかんだかにかかる。正 しくつかめないのは，ひとつ

には写生の技術が不十分であるためであり，他のひとつは，キモノのかたちについて

の理解が乏 しいこと，あるいはキモノの正 しいかたちの認識を妨げるようなべつの

ｍａｎｎｅｒｉｓｍ をもちすぎているためであろう。

　写生力と理解とは，ある程度たがいにおぎないあうことが可能である。一般的にい

えば，デッサン段階から相当の観察を経てえがかれる油彩画の場合一 しかもその多

くは職業的画家の手になるのであるか ら一 そのモデルの着方の側の問題はべつとし

て，奇異感は比較的少ないものである。

　彩色画でのキモノは，当然のことなが らその染織作品としての効果でとらえられ，

その結果 “面”的な構造性が強調される傾向はある （写真１５）。 しか しそれは対象のと

らえかたの問題であって， とらえ誤 りとはいえない。私がここでいう奇異性 とは，キ

モノの要素からみて，完全に誤解であるような認識か ら生じた，キモノらしくなさ，

を意味する。

　 したがってそれはまた表現様式の問題でもない。 この厄介な点についてつぎに触れ

てみよう。

衣服その もので はな しに，西洋画の

表現様式の技法的特色 が， 口本人の眼

にな じみ に くく，奇異 感のひとつの原

因にはな りうる。写真１６はあ りふれた

硬いペ ン ・タ ッチの イラス トである。

西洋服的 な観点 にたてば，衣服にはど

んな直線部分 も平面部分 もあ りえない

のであ るか ら， ほとん ど渦巻状 といっ

てよい このよ うな様式化 したタ ッチも，

許 され る範囲 内で あろう。 しか しどち

らか といえば張 りのあ る素材 を用 いた，

直線に ちかい部分 をもつ構造体 にた い

して は， こうした丸みのあるタ ッチ じ

たいが，奇異感 をうむ可能性 は， じゅ

うぶんあ る （写真１６，１７）。近世の欧風 写 真 １５ Ｂｒｅｉｔｎｅｒに よ る “キ モ ノ の Ｍ ｅｉｓｊｅ”

７２７
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写 真 １６ Ｔｈｏｍｓｏｎ に よ る “ク リス タル ・

　 　 　 パ レスの 土 曜 日 の午 後”

写 真 １７ “灯 籠 の まつ り”

日本画家一 たとえば亜欧堂田善のえが く人物の一種の奇妙さのひとつの原因も，そ

のあたりにあるかもしれない。

　とはいえ， とくに陰影表現においてのこのようなタッチの性質についての，あるい

は陰影表現の有無その ものについての奇異感は，む しろ浮世絵版画から日本画にいた

る，やや抽象的な線的構造に馴らされたわれわれの眼の側の ｍａｎｎｅｒｉｓｍ に起因する

ところが大きいのではないだろうか。かりに西洋画的技術をもってえがいたにせよ，

衣服そのものについての理解に誤りがなけれド　 もし強いて奇異感を唱えるにしても，

それはあくまでも“変った描きかた”であって，“へんなキモノ”ではない。写真１８が
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　の　　　　　　

その作 例であ って， 日本画の様式か らいえぱ， この時代の冬 の綿 いれ小袖の もこもこ

したかん じは無視 されるのがふつ うであるが，本作品ではそ ういう質 感 もふ くあて，

正確 にキモノの態様をつかんでい るといえ る８》。

　 曲線的なタ ッチや，丸みづけのたあの陰影表現が， キモノの描写 にむいていない こ

とは， もちろんいえな いのであ って，非 キモノ的結果 の生 じるのは， その曲線や陰影

感 をもちいて表現 しよ うとす る作者 の認識 内容 によるのである。

８）明治以前の厚綿のはいった着物のもこもこした外観は，とくに版画ではほとんどあらわれて

　 いない。 しかしそのやや不格好な印象は， 西欧人の眼にはとらえ られてい る　 ［ＶＡＲＥＮＩｕｓ

　 ｌ９７５：１６４］ｏ

７２８
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写真１８ 渡辺イウによる

写 真 １９ Ｌｅｇａｍｅｙ に よ る
“煙 草 をす う若 い女 性 ”

写真２０ 春信による 写真２１ 春英による

７２９
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写 真 ２２ Ｔｉｌｋｅか ら “日本 の 俳優 ” 写真２３ “主人の調髪をする従者”

　たとえば写真１９のフランス人 Ｌｅｇａｍｅｙのえがいた女性は，ほぼ線のみであらわさ

れた描写という点では，写真２０とかわりないし，ほとんど曲線による構成という点で

もちがいはないのであるが，Ｌｅｇａｍｅｙ の眼が，女性の着衣の内側に肉体の量感を認

識 しすぎていることによって，いくぶんか奇異な印象を生んだようだ。

　写真２１と２２とを比較すると，浮世絵師春英の，毛筆の打込みや肥痩を生かしたつよ

い様式性をもつ表現にたい し，Ｔｉｌｋｅの長袴の描写の リアリズムは，あるていど包ま

れた肉体を感じさせる。 じっさいの舞台上の大紋は，おそらく写真２２にちかい状態に

視覚的にはとらえられるだろう。 しかし日本人の多 くは，写真２１の方により異和感を

かんじないかもしれない。 ともあれこのふたつの絵は，その認識と表現の様式におい

てべつの種類に属するとはいえ，誤りといえるような奇異性をもつものではな く，い

ずれもこの章での分析の対象外である。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊

　写真２３は，村垣淡路守一行が， ワシン トンの ウイ ラー ド・ホテル滞在 中のスケ ッチ

である。おそ らくあわただ しい観察 によるものであろ う。不 自然な点 として もっとも

めだつの は，かみそ りを使 っている中間の右袖 である。衣服素材 についての西 欧人の

７３０
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経験は， ウールの材質感が大きな比率

を占めているにちがいない。この袖の

描写は，構造についての無理解はべつ

にしても，やや厚地の毛織物のふくら

みに近い。

　西洋の衣服のもつ丸みの原因は，肉

体表現という理念の側からの要素以外

に，ウール素材のもつ物理的性質とそ

の扱いにもとつくところがあるであろ

う。

　 これにたいして写真２４は，日本人の

作品であるが西欧人的な眼でキモノを

とらえた極端な例のひとつとして示す。

写真１９の Ｌｅｇａｍｅｙの方向がさらに誇

張 されている。

写 真 ２４ Ｓｈｏｅｉ　Ｋ ｉｋｕｃｈｉに よ る

　 　 　 “Ｗ ｈａｔ，　ｎｏ　ｚｉｐＰｅｒ？”

写真２５ Ｚｉｅｇｌｅｒによる

　　　 “彼女たちは互いによびかわした”

写 真 ２６ Ｈ ｉｌｌｈｏｕｓｅ に よ る

　 　 　 ‘‘Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｋｉｍｏｎｏ，，

７３１
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写真２５は， 日本を テーマ と した Ｗ ａｔａｎｎａの小説 の うちのひ とつに添 え られた，扉

絵 である。１９０６年 当時 はすで に， キモノはさほどゆ るくはな くな りはじめていたが，

西欧人 の認識 においては依然ゆたかな ドレープを もった ｌｏｏｓｅ　ｇｏｗｎ だった。 こう し

た ドレープの表現に，Ｚｉｅｇｌｅｒ はギ リシャ風の衣搬法を用 いて いる。 ‘‘ｒｉｋｉｓｈａ” をは

じめ として，車夫の姿 な ど，他の部分 は納得 のゆ く描写を しなが ら，車上 の女性 ばか

りが異様 である。 キモ ノの ドレープ性を重 くみて， ‘‘ｇｒａｃｅｆｕｌ　ｇｒｅｃｉａｎ　ｆｏｌｄ” といっ

た人 もあるが ［ＮｏＲＭＡＮ　 ｌ９０８：１９５］，ほ とん ど無縫 衣である古代 の ｗｒａｐ と堅 い縫

込みを もつキモノとを同 じよ うにみ るのは誤 りであ る。

　 写真２６は， デザイ ン教育者 の Ｈｉｌｌｈｏｕｓｅ が， ‘‘ｆｌｕｉｄ　ｒｈｙｔｈｍ’りの例 にあげたイ ラ

ス トレー ションで ある。 ドレーパ リイと してのキモ ノは西欧人の イメー ジのなかでこ

の ような方 向をたどり，第 ４章 でのべ るような キモノ ・ファンタジーへ と発展す る場

合があ る。 この例 にみ られ るような傾向の キモノ認識 は，実際 のキモ ノか ら， とい う

写 真２７ Ｌｅｇａｍｅｙ に よ る “ミカ ドとそ の 属従 た ち”

７３２

よ りも，浮世絵 の印象か らの影響

がつよいもの と考 え られ る。 その

意味 では， 浮世絵 のある様式一

た とえば懐月堂系 に代表 され る衣

服 は， しば しば， このイ ラス トと

おな じように “奇異”で ある。

　 　 　 ＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊

　 これまで は， どちらかといえば

表現のスタイル に関する問題 であ

ったが， この あとはキモノのかた

ちその ものに関係す る問題 を とり

あげよ う。

　 写真２７は狭義の キモノで はない

が，狩衣 である。 この例 で は狩衣

の放 ち袖がエポ レッ トと誤認 され

て いる。 ｄｅｔａｃｈａｂｌｅ の袖 はヨー

ロ ッパではめず らしくはな く，む

しろそのために袖つけの庇構 造が

存在 した。 Ｌｅｇａｍｅｙ が狩衣 の袖
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の離れていることをみとめたときに，

そこまでの連想がはたらいたであろう

か。写真２８は娘の肩揚げをフリルのあ

るエポレット状に描いている例である。

未婚女性の肩揚げについては，日本入

の習俗を考察するうえで西欧人にとっ

てもさだめし興味あるものとおもわれ

るのであるが，その点に触れた文献は

乏 しい。長期間日本に在住し， 日本人

の生活をじゅうぶん理解していたはず

の Ｗａｇｍａｎでさえもこのような表現

をしているところをみると，西欧人は

一般に女性の肩揚げを飾りとみていた

のであろうか。結婚を眼のまえにした

女性が揚げのある衣服を着ている，と

いう観念は，理解しにくかったのかも

しれない。
写 真 ２８ Ｗ ａｇｍａｎに よ る “舞ｉ踏 会 の 芸者 た ち”

なお Ｗ ａｇｍａｎ は， 左端の芸者 の袖 を ｂｉｓｈｏＰ 風に もえがいてい る。 １８世紀以来

西欧人 は， 中国人または日本人のゆ るやかな袖を， ビショップ風か， あるいは逆 に

ｄａｌｍａｔｉｃａ風 に描 く傾 向が あった。 日本人の場合 はた もとの存在 のた めに，ダ ルマチ

カと認識 されるのがふつ うである。 また仮 に，た もと状 の部分を描いて も，振 りの手
　 　

首の側を開放する構造に描くことが多い。写真２９もその一例である。この例にはささ
　

げがみ とめ られる。

　写真３０で は衿， の部分が異様 に大 き くえがかれてい る。 とくに座 って いる女 性の方

は，肩揚げの誤認 と， いっしょになってい るのか もしれない。衿 もとの重な りは，浮

世絵 の表現で はかな り誇張 され様式化す るので（写真３１），構造 につ いての誤解 にもバ

ラエテ ィが ある。 男性 は衿 にズ カーフをま くとい う Ｓｔｅｉｎｍｅｔｚ の記述 ［ＳＴＥＩＮＭＥＴｚ

ｌ８６０：１５１］も，そ うした誤解に もとつ くのか もしれな い。 重ね衿 であると衿の う しろ

が幅ひろ く見 えることになるた めか，写真２９の ように，扇形 に描かれ ることが ある。

Ｇｉａｆｆｅｒｒｉによ る日本服装の 紹介 はこの 時代では もっとも詳細 な もののひ とつである

が （かつもっとも不正確な ものであるが）， キモノの衿 はシ ョール ・カ ラーであ る， と

７３３
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写 真 ２９ Ｙａｒｗ ｏｏｄ に よ る

　　 　　　 “．Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｄｒｅｓｓ”

写 真 ３０ Ｊｏｓｓｅ か ら

　 　　　 　‘‘Ａｎｃｉｅｎｔ　ｗａｒｒｉｏｒ　ｉｎ　ａｒｍｏｕｒ”

写真３１ 栄昌による

７３４
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写 真３２ Ｒ，　Ｄ’ｏｙｌｅ　ｃａｒｔｅ によ る

　 　 　 サ ボ イ劇 場 に おけ る ミカ ド公 演 プ ロ グ ラム

写 真 ３３　 Ｇａｌｌｏｉｓに よ る

している ［ＧＩＡＦＦＥＲＲＩ　 １９２７：１１］。写真３２の男性 の場合，羽織 は背広 風のノ ッチ ド・

カ ラー， キモ ノはショール ・カ ラー風で ある。 この例 はコ ミック ・オペ ラ Ｍ ｉｋａｄｏ

の宣伝 ポスターであ るので，誤認 というよりも，応用 ・展開例で あるか もしれない。

女 性の キモノは，すべてやわ らか いシ ョール ・カ ラー風にデザ イ ンされている。

　 写真３３は，西欧人の手 によってかかれた数す くない 日本 服 装 史 の ひ とつ で あ る

Ｇａｌｌｏｉｓの著書 か らであ る。　Ｇａｌｌｏｉｓの キモノ についての説明 は， ほ とん ど Ｂａｒｅｔに

依拠 し，彼 じしんによる挿絵 は奇妙な点が多い。 この例で もい くつかの欠点 は指摘 で

きるが， もっとも眼 にたつ 問題点 は，かた ちとしての衿 をもたな いことで あろう。 そ

のため に肩口か ら衿 もとにかけての線が， こん もりと盛 りあが るだけの状態 にな って

い る。 もしここにあるていど抜 き衿を したかた ちの広幅の衿を描 きこむ と，帯の高さ

もい くぶん低 目にな らざ るをえな い。 （Ｇａｌｌｏｉｓが典拠 とした写真 は，比較的新 しい も

のであろ う。） この点の理解のために，写真３４をとりあげる。

７３５
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写 真 ３４ ０１ｉｐｈａｎｔよ り“日本 の 夫 人 とそ の娘 ” 写 真 ３５ “横 浜 美 人１’¶

本図は母親 も少女も衿はあるけれども，たとえば母親についてみれば，衿 よりも肩

の方がめだつ。その点で写真３３とおなじである。写真３４と，よく似たポーズが写真３５

である。 このふたつを比較してみると，実際の女性のキモノの垂直にちかい角度で立

っている黒朱子の衿が，肩の印象に優越 していることがあきらかである。

写真３６は，現代風 の着付 と髪型を した芸者 である。着付が現代風 にみえ ることのひ

とつ は，写真３７の明治風着付 と比較す るとわかるよ うに，胸 がかた く合 わ ざってい る

ためで ある。 これだけ胸 の合わ さりめが高 い場合 には， それ にした がって帯 も高 くし

めなければ，胸 のあた りが まがぬけてみえる。写真３８は，現代 風着付で こころみたお

な じポーズの着装例で ある。 西欧人 の描 くキモノは，一般に帯の位 置の高す ぎるのが

ふつ うで あるか ら，写真３６の例 はめず らしいケースにはいる。

帯 の高 さの問題 にふ くめて，写真３９－－Ａ，Ｂ を くらべ よ．う。Ｂ は， Ａ の 帯 の 位 置を

７３６
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写 真３６ Ｓｃｏｔｔか ら “芸 者 ” 写真３７ 写真３６の参考例

写真３８ 写真３６の着装例

低 くしただけである。男性のキモノの帯はとりわけ低いところに結ばれるので，その

点でまず西欧人の描く男性キモノは奇妙な印象をうむのがふつうである（写真６２参照）。

本例はほかに，衿や，袖のかたちなど，修整を要する箇所はのこるが，帯の高 さの変

化だけでもかなりキモノにちかづいた， といえるだろう。

写真４０も，衿 については写真３３の場合 とおな じであ る。 この キモノではその ほか に，

下半身がややふ くらんで， しかもプ リーツ ・スカー ト状 に描かれてい る。裾 がふ くら

んでい るかた ちは， キモノがもっともキモノ らしくない印象 をうむ確実な条件 のひと

７３７
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写 真 ３９　 Ｅｘｐｏ，　ｕｎｉｖｅｒｓｅｌｌｅ，　Ｐａｒｉｓ（１８７８）

　　　　　　　に て

写 真 ４０ ＧａＵｏｉｓ『に よ る

写真４１ 写真４０の着装例 写 真 ４２ Ｔｈｕｎｂｅｒｇ か ら “日本女 性”

７３８
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写 真 ４３ Ｓｈｏｂｅｒｌか ら 写 真 ４４ Ｈｕｍｂｅｒｔか ら “雛 祭 ”

つではないだろ うか。写真４１は同一ポーズ の着装例であ る。明治以 前の キモノ図の場

合 は，おそ らく当時の ヨー ロッパ にお ける女性 スタイルの影響のためにとりわ けその

欠点が めだつ。写真４２お よび４３もその例で あるが， ふつ う日本人が この種 の表現 をみ

ると，衿，袖， 帯などのちが いに注意を惹 かれが ちで， スカー ト部分 の印象 の重要 さ

には気づ きにくい。

　明治 中期 まで はふつ うの家庭で も祝 いの日な どには曳裾を した し，花柳界 にはず っ

との ちまで ζの習慣がの こる。微妙な ことのようだが， クレポ ンのえが いた写真４４で

は，挟 にか くれかか ったあた りの裾がふ くらみ加減 にな っている。写真４０で説 明 した

ように，西 欧人の描 くキモノの下半身 には， こうしたスカー ト風の描写が多いが， キ

モノで はこうしたふ くらみが生 じえな いことは，曳裾 の場合 で もかわ りない。

　なお写真４５の， 明治末期の芸妓 の出の衣裳 とを比較す ると， クレポ ンの画で は，左

肩口が筋肉状 に波 うっている。 この点 につ いて はあ とで触れたい。 これ らを勘案 して

修正 したのが写真４６である。

写真４７の女性で は，袖 口が単純なダルマチカ風であ ること，お よび一見，胸 のあた

７３９



国立民族学博物館研究報告　　８巻４号

写真４５ Ｃｈａｌｌａｙｅから

　　　 “町風の装いをした若い娘”

写真４６ 写真４４の修正例

りがひどくだらしな く見えることが眼をひく。

しか しだらしなくみえる原因は，胸よりもむ

しろ肩と袖にある。和服の素材の張 りは，肉

体の肩 ・腕 とはべつの構造線をつくる。上半

身については， この構造線の有無が，和服 ら

しさの重要な要素である。写真４８を参照 して

修正 したのが写真４９である。参考例の女性の

胸もとがもうすこしゆるめてあるのは，この

女性がおそらく水商売のひとであるためであ

ろう。

　キモノの構造的シルエットを考えるために

写真５０の男性の服装を例にとる。 ここにえが

かれた羽織は，紋つきの背広にみえる。紋の 写真４７ Ｄｅｐｐｉｎｇか ら

７４０
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写真４９ 写真４７の修正例

写真４８ 写真４７の参考例 高 さ，袴の紐の位置，袴の丈，そ

のほか奇妙な点 はほかにもあるが，

決定的なものは袖山の線である。 この点を修正した写真５１は，着こなしの点ではいく

ぶん滑稽な， しかし和装の羽織袴であることには問題ない。修正図の袖山には，折目

線がはいっている。折目一たたみ搬は，和服の印象における欠かせない要素であるが，

西欧人の描 くキモノは，陰影表現 がむしろ この線の印象を弱めやすい。

　小袖のあの一種のかたさをもった，線的な張りの要素は，浮世絵版画の描線の単純

化 ・抽象化のためのプラス要因であったろう。逆に，浮世絵版画のあの表現主義的手

法にすでに馴染んでいた西欧人がはじめて実際のキモノを見て，描かれたものとその

芸術的表現との結びつきを納得する場合もあった［ＢＥＡＲＤ　ｌ　９２９以降：５５］。

構造線 の問題 をさ らにお しすすめて考察す るために，古い例 ではあるが，Ｍ ｏｎｔａｎｕｓ

＜Ａｔｌａｓ　Ｊａｐａｎｎｅｎｓｉｓ＞の中の挿絵 を例 にとろう。　 情報を うることの悪条件を考慮 し

てみれば・ モ ンタヌスの絵 は，近世前期の 日本服装の特色を よ くつかんで いる場合 も

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７４１
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写 真５０ Ｌｅｇｇ によ る “日本 の 服装 ” 写真５１ 写真５０の修正例

写 真 ５２ Ｍ ｏｎｔａｎｕｓか ら “高 官 外 出 の態 ” １６７０

あ る。写真５２の ４人 のなかで，右端 の男以外， ことに左側 の高官の袖が，芋虫様 のふ

くらみを もつ。 このふ くらみは，写真２３にも， また写 真５０に もみ とめ られ， キモノ ら

しくな さの主 な理由のひとつにな っていた。 もっとも，写真５０と，写真５１との比較か
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写 真 ５３ 写 真 ２０の バ リエー シ ョ ン例

ら，広袖の袖 さきと鰭状のた もとによ って構成 され る袖下の ゆとりが， キモノの印象

を うむ主因 とみ る見方 もあるだろ う。 しか し事 実は，羽織 にも長着 に も，留袖 もな ぎ

袖 もある。 写真５３は，写真２０の右側の女性の，段階的修正であ るが，帯 の結 びめと胸

の打 ちあわせの消失 したあた りにゆきつ くまで は， これが キモノではないという議論

はお こりえ ない。 それにたい して写真５２は，個 々の条件 はほぼ具備 しているにもかか

わ らず， キモ ノと しては奇異なのである。

　 キモノの構造線一 む しろ線的構成 感は，絹 とい う素材性 とむすびついているので

はないか， と も考え られるが，袖の稜線 は仕立ておろ しの絹 ものだけではない。着ふ

る したふだん着 の木綿着物の場合，か っきりした折 目線 は生 じに くいが， 肩か ら袖 口

にか けて， い くつかの三角形 を組合わせたよ うな効果 を生む ヒダの集合が，か らだに

添 ってない布地 のいわば 自律性 をあらわ している９）。 写真５６は，写真５５にもとつ く５４

の修正であ る。 なお原図の右側の女性の裾 は， まえ に指摘 したよ うなふ くらみに描 か

れて いる。

　写真５７の女性 のキモノで，特 に奇妙な点 は， これ もまた帯 か ら下の部分 の大 きす ぎ

ることであろ う。 写真５８の中央の女性 にもとづ き， ま ず こ の 点 を 修正 し （写真５９－

Ａ）， つぎに袖の一部 と襟 とに手 を加えた （Ｂ）。 これ まであま り触れなか ったのであ

９） キ モ ノ の ヒダ の この 特 質 を ，現代 の フ ァッ シ ョ ン ・イ ラス トレイ タ ーは ，“布 まか せ の シワ”

［長沢 　 １９７９：１０１］ と表 現 して い る 。
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婁

　 瓢｛写真５６ 写真５４の修正例

るが，西欧人のえがくキモノの衿は，

寝て しまう傾向がつよい。 キモノの衿

が原則として折 りかえしをもたないた

め，西欧人はこれをまるで裁ち端の仕

末ていどにしか扱わないのである。 こ

れに反 して写真３５や写真４８にみるとお

り，キモノの衿は場合によってはかな

りの角度をもって肩口に屹立する。西

洋服の場合，服全体が肩で支えられる

とすれば，キモノは印象的には衿で支

持されている。 このことは，アクセン

トのつよい幅広の掛衿が，肩口まで押

７４４
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５７真写 　
ぎ齢撫鵯

写真５８ 写真５７の参考例

写真５９ 写真５７の修正例
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しひろげられてかかり， しかもそれと平行してこれも眼を惹 く半衿ののぞく，明治和

服においてとくにいちじるしい。建築用語を比喩的に用いるな ら，キモノは固い衿と，

それを下で受ける帯とによって支えられる柱構造ということができようか。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊　　　　　　　　　　　　　　　＊　　　　　　　　　　　　　　　＊

　写真６０は日本人の眼 には奇妙で あるが，西欧人のか いた キモノ ・イラス トレイ ショ

ンには多 い類型 である。 この例 では，写真３０の系列の衿 の認識 がみ られる。 その点 と，

前例で考察 した衿 と肩の力関係 の違 いが， このイ ラス トの奇異 感の主要な原 因である

ので， この点を修正 したのが写真６１で ある。なお，袖つ けの下 の部分 にも理解 に くる

しむ方形の布 があ る。想像す るに，著者 の Ｄｏｅｌｅｖは ドレスデザ イナーで， キモ ノ ・

ス リーブが身頃か ら裁 ちだ しであることをよ く知 って いるため， その部分 と振 りとの

関係 がわか らず， いわば苦 しまぎれに こうした処置を した もの とお もう。それで この

部分 について も多少手 を加えた。

　 この結果， ｘ印の ショルダー ・ポイ ン トは消滅 し，首か ら袖先 にかけて はむ しろ衿

と袖つ け線がア クセ ン トにな っている。 長沢が， 「肩 が子供の ように小 さ く見える ド

ロ ップ ショルダ ーとい った味で，あの袖 つけの線をよ く見て描 くの は，和服スタ イル

画 のコツで もあ る」 ［長沢　１９７９：１０２］ と説 明 してい るのはこの点であろ う。近代以

前の中国画や， 日本の浮世絵の慣習的な描法 では （写真３１）， 女性の肩突 はほとん ど

無視 される。 キモ ノの場合 は男性であ って も， うえ にのべたような衿 と袖 の優越のた

写真６０ Ｄｏｅｌｅｙ に よ る “日本 の服 装 ” 写真６１ 写真６０の修正例
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め，一見撫 で肩 とな り，他の一，二 の点 の

観察を誤 ると，ひ ど く女性的な男性 キモノ

になる （写真６２）。 西 欧人が， キモノには

男女の区別がな く， 日本人 は男 も女性的で

あるようにみ る傾向が あるのは１０），こう し

た ことにも関係 があるか も しれない。

　 　 　 　 ＊　　　　　　　　＊　　　　　　　　＊

　 写真６３および６４は，衿 にた いして ショル

ダー ・ポイ ン トの優越 する写真６０と同様の

例であ るが，その他に胸 もとの表現に問題

があ る。 明治和服がモデルとなってい るイ

ラス トの場合，帯の位置が比較的低 いため，

胸 の打合せのあた りが単調にな りがちで，

ことに写真６３のよ うに帯が細 目で あると，

性別不 明の キモノにな る。帯の低 い場合，

写真６２ Ｍ ｃＤａｎｉｅｌによ る

乳のあた りのゆたか さ， あ るいはゆ るさが，重要な アクセン トにな る。写真６５は写真

写 真 ６３ Ｌｅ　Ｍ ｏｎｄｅ　ｉｌｌｕｓｔｒ６ よ り 写真６４ “日本を救うアメリカ人”

１０） Ｌｕ量ｓ　Ｆｒｏｉｓ に は じま り ， ［ＰｕＭＰＥＬＬｙ　 １８７０：７７； チ ェ ンバ レ ン　 １９６９＝１５４；Ｍ ｏＲｓＥ　１９３９：

　　３２５］ が あ る 。
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写真６５ 写真６４の修正例 写 真 ６６ Ｆｅｒｒａｒｄ によ る

４８による修正。

写真６７ 写真６６の修正例

　写真６６は浮世絵風であるが，明

らかに衿の構造がまちがいである

から，その点のみに手を加えたの

が写真６７－Ａ であり， さらに袖に

修正を加えたのが同Ｂである。袖

の修正においてもっとも重要なの

は，肩 ・袖山の，やや堅い線であ

ろう。写真６８はその袖 と衿の修正

のための参考としたものである。

肩 ・袖山線は，この女性の場合，

眼でみえる具体的な一本の線をな

してはいないが，その構造的な存

在感はあきらかである。

　写真６９のイ ラス トは，衿 のほか に，西 欧人の描 くキモノにありが ちな欠 陥を示 して

いる。 このキモノは日本人の眼か らは，長儒衿の ようにみえる。参考の写真７０は，現

７４８
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写真６８ 写真６６の参考例

写 真 ６９ Ｐｉｃｋｅｎ に よ る “キ モ ノ” 例装鰭６９真写７０真写
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代 風のふつ うの着付 であり１１》， 写真６９よ り帯の 位 置 はむ しろ高めであ るが， それで

も ヒップの張 りはほとんどめだたない。 イ ラス トのモデル は現代風キモノか， アメ リ

カ入の着用 した ものだろ うが， も し，明治和服であ ると，帯の位置は下 って，骨盤 に

かか る状 態にな るので， なおさ らヒ ップの張 りは失 われ る。あ るいは ヒップの張 りを

めだたせない ことが，帯 の位置が低か ったひとつの理 由で あったか もしれない。 しか

しこの点は，西欧人の眼か らみ ると，女性の体型の美的規準 には一致 しなか った。た

とえば 日本人 の衣服を， デザイ ン的に細か く観察 した イギ リス人 Ｄａｖｉｄｓｏｎ は，「帯

のような幅広 のバ ンドを うま く巻け るのは， もちろん 日本 の女性だけで， それ は生れ

つ き彼女 らのか らだが，まっす ぐで，ヒップ もないに等 しい　　」［ＤＡｖＩＤｓｏＮ　 ｌ９０７：

３２３］ か らだ， とい って いる。

写真７１ “天主耶麻論善悪殊報像”

　西欧人 によ るキモノの造形 的認

識 につ いて，不十分な例数ではあ

るけれ ども，その通弊のおおよそ

の傾向 は，つかみえた と信 ずる。

ここにあ らわれた具体的問題 は，

他 の観点か らえ られた問題 とあわ

せて，第 ５章 において総括 して論

じたい。本章の さいごに，参考ま

でであるが，ひ とつのケ ースを追

補する。 それ はいままでの分析 と

は逆 に， キモノに馴れた 日本人が

と らえた洋服 の，造形的表現であ

る。

　 そのまえにまず，中国人 の描 い

た 洋 服 を分 析 しよう。例 として

と りあ げ るの は，明の崇禎１３年

（１６３９）， 湯若望の署名 のある，

〈進呈書像〉 で，新約聖書 の中国

語訳で ある。

１１） この写 真 で は念 の た め ， 日本人 と して は かな り ヒップ の張 りの い ち じる しい モデ ル を使 用 し

　 た （Ｗ ・６２，Ｈ・９０）。
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　本書 に描 かれた衣服の特色 は， まず ドレーパ リーの場合， 肉体の形態的実在感 が消

滅 し，そのために ドレープ線が無機化 してい る場合 が多 いことであ る。聖書に は当然

の ことなが らドレーパ リーが多いので あるが， その ドレープ線 として，等間隔でかつ

平行 に走 る線が しば しばひかれている。現実の ヒダで は こうい うことはありえな い し，

布のダイナ ミズ ムが失われる結果に もなるのであ る。一般 に描 線が，髪 か糸で も置い

た ようにみえる。 そのため布 の弾力性があ らわ されない。 また陰影表現を行 なわない

わ りにはタ ッチが多 く，パ ッカ リングの ような印象 になってい る。 この点 は ウールよ

り，木綿 的素材感 に近 い といえる。

　 ここに掲 出 した 《天主耶麻論善悪殊報像》 についてふれ る。人 々は全体 と してある

て いどボ リューム感の あるルネサ ンス風衣裳 をまとってい る。ただ し，エポ レ ットが

あ って も，明瞭 な張 りだ しあ るいはふ くらみをもたないため， そのエポ レットの存在

感 がはっきりしない。似た ことが ウエス ト部分 や， ｈａｕｔ－ｄｅ－ｃｈａｕｓｓｅ のかた ちにつ

いて もいえ る。その結果，衣服 としての構造感， あるいはほん らいエポ レッ トをは じ

め， この時代の衣服の意図 して い

た， ｐａｄｄｉｎｇ や ｐｕｆ丑ｎ９ による

スタイル感が無視 され る結果 とな

り， かたちが くずれてい るのであ

る （写真７１）。

　洋服が もの珍 しか った時代の 日

本人の描 いた洋服 は， いわゆ る長

崎絵 ・横浜絵 といわれて いるもの

を中心 に，相当の量がの こされて

いる。 しか しその ほとん どは，表

現主義的 な伝統的手法による浮世

絵版画 の様式で あって，そ こか ら

衣服 じた いの認識をみて とること

は， やさ しいことではない。 きわ

めて概括 的な傾向 と して は，つぎ

の ような ことがいえるので はない

だろ うか。

　 はっきりした誤認 といえ るの は，

「

写真７２ 芳員による “外国入子供寵愛の図”

７５１



国立民族学博物館研究報告　　８巻４号

写真７３ 芳幾による “英吉和”

女性に多い和服風の打合わせである。

誤認とはいえないがその他に，全体

として描線がきわめて柔かく，波う

つように表現 されること，そのたあ

クリノリンでも，中に風をうけてう

こいているように描かれるものがあ

る。腋の した，および男子の場合で

あるとずぼんの福の部分にシワがた

くさん描きこまれる。とくに動きの

状態で観察 したのであれば リアルな

表現といえるが，洋服の場合ここま

で強いシワはあらわれないのがふつ

うで，む しろキモノや袴の ヒダを洋

服にかきこんだので はな いだ ろ う

か。

　体形的観察の点では，男女とも胸

や肩が貧弱である。男性は肩，女性

は乳房の隆起はほとんど表現されな

い。そのため に，骨格 と筋肉 による肉体の構造 的量感が欠け る。女性 のウエス トは，

ずん胴であ ることが多 い。

　袖つ けのふ くらみはまず無視 され ることとあわせ，肩か ら腕 にかけては，ただ丸 く

描かれ るのがふつ うで ある （写真７２，７３）。

３章　記述的認識

１）　時代区分について

　１００年をこえる西欧人のキモノ観の過程では，観察する側にもされる側にもそれなり

の変化があったはずである。第 ２章の造形表現では，彼 らの描いたモデルがはっきり

しない場合が多いために，とくに項 目としては時代わけをしなかったのであるが，記

述表現を対象とする本章においては，観察者と被観察者とに負わされた条件の客観的

な変化を考慮 して，つぎの三つの時期にわけてみたい。

　　　 １．開　国　期
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　　　 ＩＩ．明治和服期

　　　 皿．昭和和服期

　 開国期はここではおよそ開国以後，１８７０年前後までの時期である。それはすくなく

とも民衆段階でいえば，外国入の眼にたいして， じぶんたちが守 ってきた風習につい

て身構えのとぼしかった時期であり，あるいは，身構えるべき具体的なポーズがまだ

与えられていなかった時期でもあった。東京府の場合，１８７２年 （明治５年）１１月 ８日

に布達された違式註違条例が文明開化の風俗のうえに画期的な意味をもつ ことについ

ては，すでに指摘がある ［熊倉　１９７９：５７６］。横浜の場合であると，開港地という土

地柄のせいか，東京よりちょうど一年先ん じて，大体同趣旨の条例が布達されている

のであるが，とくに裸体については，その後もくりかえし県庁か らの触れが公布され

ている ［神奈川県庁　 １９７６：６７３］。 「裸でいると，お巡り’さんに罰金をとられる」と

いう “恐怖心”も，新しがりに劣らずこの時期の風俗を急激にかえた要因ではあった

ろう。

　 ｌｌ期 と皿期の区別を，まず和服の側か らのべる。和服そのものについていえば，幕

末～明治前期和服は，明治３０年代から大正期にかけて，綿入れ ・重ね ・曳裾 ・掛衿 と

いっためだった特色を失い，帯や下着にもあたらしい工夫が生れ，これにともなって

着付けにも変化が生 じた。昭和にはいったころには，そういうまのあたりに見た変化

を指摘する人もす くな くなかった１２）。水上の指摘するように，この着付けの変化は，

概 していえば着付けが“美的に進歩 し”，つまりうまくなったと表現することも可能で

ある。 したがって明治風の着付け写真を現在の和服を着馴れた人々に見せると，一様
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

に， だ らしがない， あるいはへた， と評 する。 しか し明治期のふつ うの女性 はそのへ

　 の

たな着こな しで着物をす っかりじぶんのものとして，その魅力を生かしきって生活 し

．ていた。この経緯については・私は前報告でのべたつもりであるが ［大丸　１９７９］・要

するに，そこには美的な基準か らいえば，ふたつの和服があるとしかいいようがない。

　 いうまでもないことであるが，こういった変化をある時期で区切ることはできない。

そこでひとつは明治前半期を標準点とし，他のひとつは太平洋戦争のあとの現代を標

準点として対比させる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・

　 つぎにこれらのキモノとその周辺の日本人の衣習慣を観察する西欧人の側の変容を

１２）「最近では，若い婦人の洋服を着こなすことが非常にうまくなって，まったくイタについた洋

　装を多く見うけるようになった，それと共にキモノを着こなすことも非常に美的に進歩 して，

　一様に一つの共通した型が出来た様に思われる。（中略）

　　この型は，例えば帯の位置，胸や襟あしの形，裾さばき，たもとの長さ，などに現れた時代

　性である」［水上　１９３６：９］。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　７５３
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のべ よう。 アメ リカ人の Ｍｉｒｉａｍ　Ｂｅａｒｄがその くＲｅａｌｉｓｍ　ｉｎ　Ｒｏｍａｎｔｉｃ　Ｊａｐａｎ＞ の

なかで， 日本人 をふ くめてア ジァ人 を見 るじぶんた ち西欧人 の側が，一昔前に くらべ

ると基準を 失 って きていると書 いたのは， １９３０年頃で あった ［ＢＥＡＲＤ　ｌ９２９以 降 ：

１２０］。 Ｂｅａｒｄの ことばは謙虚 さのあ らわれとだけ うけ とる必要 はない。 第一 次世界

大戦 をはさんでの２０年間 は， ファッションにおけるアメ リカン ・スタイルと，それを

支 える文明構造 としての Ａｍｅｒｉｃａｎ　ｗａｙ　ｏｆ　ｌｉｆｅ の，．世界進 出の画期的な時期であ っ

た。 日本開国のす こし以前か ら， アメ リカを中心 と して ヨーロッパ に影響を及 ぼ した，

いわゆる ｄｒｅｓｓ　ｒｅｆ（）ｒｍａｔｉｏｎ の運動が ある。 “健全 な”社会か らは白い眼でみ られ，

漫画の材料 であ り，社会の微勢力で しかなか った この運動の理念 には， キモノの態様

にかかわ る部分 もふ くまれていた１３）。　 しか しその理念 は， 改革者 の考えていたのと

はい くぶんべつの構造 と態様 とで，１９２０年代以後の半世 紀 に，西欧人の生活意識 にあ

るて いどの変革 を余儀 な くさせた。かつて訪 日西欧人 は街頭 での日本人の裸姿 を指弾

したが，現在 では シャツの胸 をはだけて街を歩 くの はむ しろ西欧人 である。サ ンフラ

ンシス コの講和会議で，吉田茂全権以下の 日本代表団だ けがモーニ ング姿であ ったの

も有名である。

　西欧人の側の衣習慣のこうした変容は，和服の側に比べれば ドラスチックであった。

しか しそれとてもおそらく，第一次世界大戦の前後で，おおよその線が引けるかどう

か，という程度であろう。そこで本稿では，１９００年までに書かれた文献を第Ｈ期の，

１９２０年以後に書かれた文献を第皿期のそれぞれ基本資料とし，問題 に応 じて，その中

間，ときには他の時期の資料をも考察の対象とした。

２）　 １．開　 国　期

初期の日本訪問者は公的な立場にあるものが大部分だったし，行動範囲には制約が

１３） ドレス ・レフォメーションには，いくつかの系統があり，具体的な ｉｄｅａｌ　ｄｒｅｓｓの観念には

　多少矛盾 しあう部分もある。それらのなかで，もっとも歴史的な意味をもっているのは，いわ

　ゆるブルメリズムの系統であり，その起伏を経ながらの女性服装改良運動のなかでは，パンッ

　とならんで， テイラー ド・ジャケットの着用がすすめられている。 しかしイギ リスを 中心に

　１９２０年代末におこった，ｍｅｎ’∫伽∫∫＠ 襯 ραゆ では，ネクタイとともに，そのティラー ド・ス

　ーッも，批判の対象となった。１９世紀中ば以後の，ヨーロッパでの服装改良を支えた主要理論

　は，医学的発想であって，そのためにつねに，か らだを拘束 しないゆるやかな衣服という理

　念が一方にあったのである。その意味では，キモノも，理想服にちかいもの，とみる見方があ

　り，Ｂａｒｃｔなどの意見にはあきらかにその立場 がみとめられる。 しかし第 １章でのべたよう

　に，“東方的”衣 服には，“西欧的”抵抗があった。服装改良論者のアメリカ人 Ｗｏｏｌｓｏｎは，

　１８７４年の講演で，未開 （東方）の女性がより自由な衣服であるのに，文明のすすんだ我々が体

　を苦 しめる衣服を着ているのは理解にくるしむ，という一方で， しかし我々は，男性に見られ　
るために生きている東洋の女性を真似するわけにはいかない，ともいって いる ［ＷｏＯＬＳＯＮ

　 １８７４：１３０］ｏ
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あ り，観察対象 もか ぎられていた。 またその人 々の多 くは中国人 との接触の経験をあ

らか じめ持 っていたので， 中国ない し中国人 との比較によって，乏 しい観察か らえ ら

れた 日本人 の印象を， きわだたせ ようとつ とめた とお もえる。

　 日仏条約調印の一行 中の Ｃｈａｓｓｉｒｏｎ は， 日本人 が中国人 と比べて外 国人 にた い し

て好意的であることに感銘を うけて いる ［ＣＨＡｓｓｌＲｏＮ　 １８６１：１７］。 また北京駐在の

フラ ンス派遣軍の軍医将校 であった Ｒｅｎｎｉｃ は，　 中国人は勤勉 さに欠 け， 身持 ち も

わるい。 ヨー ロッパか ら学ぶ ことについて も， 日本人 の方が熱心だが，商才 は中国人

の方がす ぐれて いる， と指摘す る ［Ｒ．ＥＮＮＩＥ　 ｌ８６４：３１８］。 おな じくフランス人で・

調印使節一行 中の通訳だ った ＭＱｇｅｓは， 日本人 は，あの卑劣 で狡猜な中国人 とはち

が う。 日本人 は誇 りを もっている民族 で あるとい って いる ［Ｍ ＯＧＥｓ　 ｌ８６０：３３３］。

アメ リカ海軍の旗艦 ミシシ ッピ号の乗組員だ った Ｓｐａｌｄｉｎ９ は・やや乱暴 に， 日本人

はあの ‘‘ｐｉｇ－ｔａｉｌ　ｎｅｉｇｈｂｏｒｓ” とおな じ系統であ るかも しれないが・ よ りす ぐれた人

種である， と断定 している ［ＳＰＡＬＤＩＮＧ　 ｌ８５５：３７７］。

　１９世紀 の中頃か ら， アメ リカ合衆国は，主 としてサービス分野にかな りの量の中国

移民を迎えいれて いた。 ことに奴隷解放後は， その数がにわ かに増加する ことにな る。

アメ リカ人 が日本人を中国人 と比較す るのはたんに周遊旅行 のせ いばか りではな く，

上記の ような理由で， アメ リカの民衆 にとって中国人 はすでに じぶんの住んでい る町

のなかで親 しい存在で もあ ったのであ る。 とはいえ Ｓｐａｌｄｉｎｇの この口ぶ りには，そ

の ような中国人への一種の差別感情 もみて とれ る。

　 日本人 についての西 欧人 の共通の認識 のひ とつ は， 日本人の きれい好 き， というこ

とであるが， これ も中国人 との対比で と くに意識 されたのか もしれない。Ｍ ｏｇｅｓは・

「中国人 はおそろ しく汚い。 日本 人 は奇 蹟 の ように清潔だ　 　」 ［Ｍ ＯＧＥｓ　 ｌ８６０：

３３４］とい っている。

　 まえが きでのべたように， 日本人 はあ くまで もオ リエ ンタルのなかでの 日本人で あ

った。 中国人 との比較 に して も，あ る広 い面積の中か ら特定の点 を認識す るための比

較， といえるので はないか。 したが ってまえ に紹介 した Ｈａｂｅｒｓｈａｍ の ような見方

や 日本人 の弱 々 しげな外貌 を，例 の 東 洋 的 怠 惰 に帰因せ しめようとす るイギ リス人

Ｔｒｏｎｓｏｎ の見解 ［ＴＲｏＮｓｏＮ　ｌ８５９：ｌｌ］，日本人 に一面 としての東洋的保守性 をみ い

だす Ｓｔｅｉｎｍｅｔｚ［１８６０：ｉｘ］１４》， またはあの “無 趣味 な”オ リエ ンタル に共通 する も

の を日本人 にもみ ようとす る Ｇｈａｓｓｉｒｏｎ ［１８６１：７］な ど， いずれ も彼 らに共通す る

１４）Ｓｔｅｉｎｍｅｔｚじしんは訪日していないらしい。　Ｋａｍｐｆｅｒを軸にした，いくつかの日本の旅行

　記のアンソロジーであるが，その風がわりな挿図とともに，彼の註釈的見解は一読には価する。
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態度 の一端 を示す ものであろ う。

　 さて日本人の きれい好 きについて はすでに江戸時代 の観察者 も指摘 していることで，

いまさ らで はないが，当時の香港教区の司教であ った Ｓｍｉｔｈ は， 短期間の日本滞在

中の見聞によって，つぎのよ うにいっている。すなわち，な るほど 日本人 はよ く入浴

し， か らだ は清潔で あるが，着 ているものは汚 い。一枚の着衣 を何か月 も洗 うことな

く着て いることがある。低層の人 々の場合 は，入 浴 は洗た くの面倒を省 くためで はな

いだろ うか， と ［ＳＭＩＴＨ　 １８６１：８９］。　Ｓｍｉｔｈ 師はその立場が ら日本の宗教 と宗教者

について の記述が中心なのであ るが， 日本人の清潔 さの実際 について は，正 しく観察

して いる。 ‘‘ｔｈｅ　ｃｌｅａｎｅｓｔ　ｐｅｏｐｌｅ　ｏｎ　ｅａｒｔｈ！” ということばを， 日本人 になげか けた

人類学者 の Ｇｅｏｒｇｅ　Ｓｃｏｔｔも， そのあ とで 「日本人 は入浴への ｐａｓｓｉｏｎ をもってい

る」 と指摘 し， 日本人がか らだを洗 うために入浴す るとい うよ り湯 につか ること じた

いが好 きなのだ とい う， もうす こしあとの時代で つ くられ る定評 をすで に暗示 してい

る ［ＳｃｏＴＴ　 Ｉ８８６：１６７－１７０］。

　 日本人の ｐｅｒｓｏｎａｌな清潔 さへの疑念のひ とつは， その入浴法 につ いてである。た

とえ家族の あいだで も，なん人 もがおな じ湯 のなか につぎつぎと入 ることは，一部の西

欧人には清潔であ るとはかんがえ られなかった。 ごく最近 の ことであるが， ある知 日

家のイギ リス女性が銭湯 にはい るのに，湯舟 につかるまえにか らだを石 けんです っか

り洗 うのをみて，日本人が はずか しい思 いを した，とい う文章があ った ［田中　１９８３：

８，９］。 他人 とおな じ湯 にか らだを浸す ことへの感覚 は， 平行線 のまま今 日に至 って

いるのであろうか。

　 ｐｅｒｓρｎａｌな清潔感 につ いての も，う一つの批判 は，　Ｓｍｉｔｈ 師の指摘 した 衣服 の汚れ

につ いてである。ハ ーバ ー ド大学教授で地質学者の Ｒａｐｈａｅｌ　Ｐｕｍｐｅｌｌｙ は， いわゆ

るお雇 い外国人 と して開化期 に滞 日 した。彼 は日本人の衛 生について，毎 日の入浴 に

よる保健上の効果 も，下着 をひんぱん にとりかえる習慣のないことによって減殺 され

てい る， 白い下着 というもの は ‘‘ｒａｎｋ　ｏｆ　ａ　Ｂｕｆｉｉｏ” より下の階層 の人 には存在 しな

い， とい う ［ＰｕＭｐＥＬＬＹ　１８７０：１３８］。 同趣 旨の ことを，世界旅行家です るどい観察

者であ った Ｗ ａｌｔｅｒ　ｄｅｌ　Ｍ ａｒはつ ぎのよ うにいってい る。「日本人 はか らだや衣服 や，

また家の中のことについて きれ い好 きで ある し， 日常 のことが らについて さえ芸術的

な本能 とい うべ きものを もって いる。 にもかかわ らず， 日本人 はめ ったに洗た くを し

ない。だか ら洗た く女 など というものは，“日本で はや っていけないだろ う。下着類で

さえ，洗 った り干 した りしてあるのをあま り見かけない。外 に着 るもの となると，滅

多 に，あ るいは全然洗わない一 そのためあれだけの入浴の習慣が ありなが ら， 日本
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人の人混みの中で は，おな じような ヨーロ ッパの群 衆の中 に較 べて，鼻 に快 い匂 いが

す るとはいえない」［ＭＡＲ　ｌ９０２：３２２－３２５］。衣服の干 してあ るのを見 かけない とい

う Ｍａｒの ことばは，洗い張 りという洗 た く法を彼が知 らなか ったためでもあろ うが，

和服 は一般 にいえば， Ｍ ａｒの指摘 どお り，清潔 さを保つほどに洗た くをす ることは

なかった。 Ｍ ａｒ はその理 由を，洗 い替えがないため， と考え，　Ｐｕｍｐｅｌｌｙ もそれを

灰めか して いる。彼 らよりも和服 を知 っているわれわれは，和服の構造や，着かたな

どか らくるべつの理 由もあげることがで きるが， しか し同時 に，一枚の着物 を，冬 は

綿 いれ，春 は袷，夏 は単 にしてすごす ような人 々が，幕末期の現実の和服の生活者だ

った ことは心 にとどめてお く必要 があろう。Ｐｕｍｐｅｌｌｙ はとくにその時代の日本 につ

いて語 っているのであるか ら，彼 が当時 日本人 のあいだに蔓延 していた皮膚病 と， こ

の入浴 ・不潔 な衣服の システムとを関係づ けて考えていた ことも， むげ に否定 す るこ

とはで きない。 ただ し，Ｍ ａｒの記述 は明治３０年前後， 日本人の着衣の “異臭”につい

て Ｍ ａｒと同趣 旨 をか きの こ している Ｖｉｎｅｓの 場 合 は 昭和 にはいってか らである

［ＶＩＮＥＳ　ｌ９３１：１６］。 彼 らが 日本人か ら嗅いだ異臭 は，それをかな らず しも着衣の汚

れによる匂い とうけとる必要 はないのではあるまいか。．

　 Ｓｍｉｔｈ 師はまた， 日本人 が女性 もふ くめて， 裸 のか らだを平気で人 目に曝 す こと

に触れ， これはアジァ的基準で考えるべ きで ヨー ロッパ的基準 をあて はめ るべ きでは

ない， といってい る ［ＳＭＩＴＨ　１８６１：８９］。 日本 人 の裸 体 へ の 無 関 心 さは，　Ｌｕｉｓ，

Ｆｒｏｉｓの時代 か らよ く知 られていた ［ＦＲｏｉｓ　 ｌ９６５：５２４；ＫＡＥＭＰＦＥＲ　ｌ９７７：１２］。

家 の門 口で，人 眼 も気 にせず行水をす るといった ことや，混浴の習慣 と もあわせ， こ

れ らが日本人の ｉｎｎｏｃｅｎｃｅ の根拠 ともまた ｉｍｍｏｒａｌの 評 判 の 根 拠 と もな ってい

た。

　 中国駐留軍への物資補給 の可能性 を調査す る目的で香港か ら長崎に派遣 されたイギ

リス人 Ｆｏｎｂｌａｎｑｕｅ は， 日本人 の清潔 さと高 い趣味性を知 って， まちがいな く文明

の しる しと書 きしるす一方で， 日本人のモ ラルの低 さにきび しい批判 の眼 をむけてい

る。 まず彼 は銭湯 での混浴について，噂 では聞 いて いたが， それが全 くの真実で あっ

た ことを知 り， 日本人 には董恥心 のかけ らもなＬ｛と書 く。 つぎに或 る８， ９人の家族

が，・・ｓｔａｒｋ　ｎａｋｅｄ・・で居て， じぶんたちのそ うい う姿 にはなん のは じらい もな く，一

同が じぶんの 方を大 きな眼をあけて，認 しげに眺めていた といい，一体， デ ィナーの

ときには， 彼 らも衣服をつけるのだろうかと考え るのである。 しか も Ｆｏｎｂｌａｎｑｕｅ

は・．日本賛美者の塗かにはこう しｆ：．日本人のすがたを・ｐｒｉｍｉｔｉｖｅ　ｉｎｎｏｃｅｎｃｅ のあ ら

われ とい う人 もあるが， じぶん は日本人 がけっしてイノセ ンスなどではない ことも知
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っている， といい，若い娘 もみて いる当時の芝居や，お もちゃのた ぐいに もゆ きわた

っている日本人 の娯楽の性質 か らみれば， 日本人 はあ らゆ る意味で，頽廃 的で，官能

的で，卑狽 である， とまでい って いる ［ＦｏＮ肌 ＡＮＱＰＥ　 Ｉ８６２：２９，４６，１３２－１３５］。す

なわち彼 によれば，イ ノセ ンス とみえ るもの， ない しそ ういわれて いるものは，実は

日本人 の不道徳性 の，楯の反面にす ぎな い， ということになる。

　 そ うはいうものの，公然 と売 られて いる春画 やあ る種の見世物 におけ るよ うな卑狼

さと，眼を丸 くして外 国人を眺 めてい る女性 たちの覆われていない肉体 とを，おな じ

不道徳性で包括す ることには，Ｆｏｎｂｌａｎｑｕｅにも躊躇があるにちが いない。 日本人 は

け っしてイ ノセ ンスではないと彼 のいう意味は結局の ところ， 日本人 は肉体の性的意

味を知 らない ほど子供 ではない とい う，至極判 りきった ことを強調 してい るだけの こ

とになる。幕末～ 明治和服の開放性や，裸そのものを 目撃 した西欧人が，　 “好意”か

らイノ センス とい ったのは，あ る点で はた しかに幼児的状態だった 日本人 を，み くび

りす ぎた見方であ った。

　 ともあれ，か らだをみせ ることと性的放縦 とが，相手 をえ らばないという点で， 同

一の不道徳の観念 に含めて
， うけ とられたのである。

　 日本人， ことにその女性 の子供 らしさにつ いては，開 国期のみな らず，西欧人 が く

りかえ し口に して きた ところであ った１５）。あ るいは日本女性 の気楽 さ （ｅａｓｙ　ｔｏ　ｌｉｖｅ）

［ＨむＢＮＥＲ　 １８７４：２２１］であ るとか，なれなれ しさ ［ＬｏＮＧＲＡＩｓ　 １９２７：１３］，さらに

は陽気 さ， と指摘 され る性質１６）のなかにあ るもの まで もふ くめ， そのこととこれ も

また くりかえ しいわれて きた 日本人，　 と くに女性 の性モ ラルの低 さ１７）とは， 西欧人

の 日本女性観のなかで融 けあったひ とつのイメージだ ったはずであ る。貞淑か不徳道

か・ イノセ ンスかそ うでないか とい う議論 は， 日傘 とキモノ姿で，桜 の木の下 に立つ

日本女性の イメージをめ ぐって， その後 も延 々とつづ く。 こうした西欧的な価値基準

の枠 づけにたい し， そ うした基 準か らはなれた分析 を試 みるようになるの は， 第一次

大戦後 のことであろう１８）。

１５） ＨＵｂｎｅｒ［１８７４：３１９］，　Ｆｉｅｌｄ ［１８８３：４１０，４１１］，　Ｔｙｎｄａｌｅ［１９１０：１２２］ な ど ， 枚 挙 にい とま な

　 い 。

１６） ｃｏｑｕｅｔｔ　ｎｏｎｃｈａｌａｎｃｅ［ＰＩＮ　 ｌ８６８：７８］とい った表 現 もふ くめて 。 しか し， 大正 期 に入 った こ

　 ろ か ら， そ の 印象 は急 に消 滅 して い る。

１７） 日本 女性 が純 潔 の観 念 を もた な い， と い う認 識 は ，近 世初 期 の キ リス ト教 宣教 師の報 告 に よ

　 る影 響 が 大 き いで あ ろ う。 近代 で は，吉 原 の存 在 こ とに そ の人 身売 買 の問 題 が 日本 観 察 者 の関

　 心 事 で あ った。 そ の ほ か， 公 然 の妾 の存 在 ， 家庭 内で の雑 居 に関 す る問 題 ， そ して 結婚 の態 様

　 も， その こ とに関 係 して いた といえ る。

１８） そ の研究 史 的展 開 につ いて は，Ｌｅｂｒａ，　Ｔ．　Ｓ．＜Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｐａｔｔｅｒｎｓ　ｏｆ　Ｂｅｈａｖｉｏｒ＞［ＬＥＢＲＡ　１９７６：

　 １８，１４０－］が 参考 にな る 。
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　 まえにもふれたようにこの時期の外国人の観察 は，行動の制約のせ いもあって，皮

相的 にな らざるをえなかった。 その点 は彼 らじしん が認めている ［Ｌ・ＩＮＤＡｕ　 ｌ８６４：

１５］。　 キモノにつ いての一一ｍａ的認識 も， その色や大体 のかた ちについての印象て いど

がふつ うであ る。 アメ リカ における 日本熱の きっかけのひ とつであった１９》 Ｔａｌｂｏｔ

Ｗ ａｔｔｓの著書のなかの， 日本人の一般 的衣服 は，

　　 ｓｈｏｒｔ　ｕｐｐｅｒ　ｇａｒｍｅｎｔ，　ｗｉｔｈ　ｗｉｄｅ　ｓｌｅｅｖｅｓ　ａｎｄ　ａ　ｃｏｍｐｌｅｔｅ　ｇｏｗｎ　ｕｎｄｅｒｎｅａｔｈ，　ｆａｓｔｅｎｅｄ

　　 ａｒｏｕｎｄ　ｔｈｅ　ｎｅｃｋ，　ａｎｄ　ｒｅａｃｈｉｎｇ　ｑｕｉｔｅ　ｄｏｗｎ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｆｅｅｔ［ＷＡＴＴｓ　ｌ　８５２：１６３］

とあ る。 日本を訪 れた経験のな い著者 であるので批評の しよ うもな いが， この説 明で

あ ると，西洋服のデザ イ ンの一種 を もさ していて， キモノの特質 に触れてはいない。

そ して もっとも単純で，つま り一般的なキモノの記述 は， こののちも　１）１００ｓｅ　ｌｏｎｇ

ｇｏｗｎ， ２）ｌａｒｇｅ　ｓｌｅｅｖｅｓ， ３）ｆａｓｔｅｎｄ　ｂｙ　ｏｂｉ，という３点に要約 され る。

　 これに較べ ると， 一年 ていどの 滞在 であった らしいが， イギ リスの軍人 Ｊｅｐｈｓｏｎ

と Ｅｌｍｈｉｒｓｔは， 実際に 日本人の キモノを体験 した らしく， 「じぶんた ちの固定観念

か らみればもちろん 風 変 り で あるけれ ども， 便利であ るとともにエ レガ ン トで もあ

る」 といい，最初の着なれないかん じもやがては賞讃 にかわ るとして， その着 心地 の

よさを保証 して いる ［ＪＥＰＨｓｏＮ　ａｎｄ　ＥＬＭＨｉＲｓＴ　 １８６９：７，３７７］。

３）　 ＩＩ． 明治 和服期

　フ ランス公使 であった ＨＵｂｎｅｒは，その世界旅行記のなかで，「日本 に上陸 しての

印象 といった ものが， この１０年ほどの あいだ に， どの くらい沢山書 かれただろ う。 フ

ランス語，英語， ドイッ語の新聞 ・雑誌 はすべて， 日本人をあざやかな色調 に，塗 り

たててきた。」 といっている ［ＨｔｉＢＮＥＲ　 １８７４：３１９］。 多分読書家で もあったのだろ

うが，彼 によれば，すで にその頃には， 日本人 やその風習 についての， およその通念

は， この多 くの情報 によ ってで きあが って いた とい う。た とえば， 日本入 は礼儀正 し

く，愛想 がよ く， 洗練 されて いて，陽気で，温和で， そ して子供 らしい， と。

　西欧人 が心 にえが く，日本人のイメージについて は， たとえば Ｓｃｈｗａｎｔｅｓの，アメ

リカ人 の もつ 日本のイメージの 歴 史 的 展 開の分析があ る ［ＳｃＨｗＡＮＴＥｓ　 １９５７：１３－

２１］。 しか し Ｓｃｈｗａｎｔｅｓもこの中で，「ラフカディオ ・ハー ンが書 いた ものは，文章

が優れているので， ロマ ンテ ィックな 日本 というものについての米国人の紋切型な考

え方 に恐 らく最 も大 きな影響 を及ぼ した単独の貢 献 者 だろ う」［ＳｃＨｗＡＮＴＥｓ　ｌ９５７：

１７］，といっているように， 研究者的段階 での分析 と， キモノ認識の背景であ るよ う

１９） Ｃｅｃｉｌ［１９４７：１９］ に よ る 。
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な，紋 切型で大衆的なイメージとは， い くぶん ちが う様相の ものであろう。第 １［１期 と

して は比較的早 い時代 （明治１９，２０年） に日本 を訪 れたイギ リス人 Ｃａｉｎｅ は， その

娘 と，知 人 夫 妻 の 四 人 で 新 橋 か ら宇都 宮へ人力車 でむか う途上の風景を，故 国の

《Ｂａｒｒｏｗ・Ｎｅｗｓ》紙 に，つ ぎ の ように書 き送 っている。 「たいて いの家々の庭 さきに

は，菊 の花がい っぱいに咲 きみだれ，低い奇妙 な枝ぶ りの木，小 さな滝や池， そ して

お もち ゃのような橋 や小舟。 こういう情景 のあ る ものは， ま さに Ｗ ｉｌｌｏｗ　ｐａｔｔｅｒｎ

ｐｌａｔｅ そのものだ」 ［ＣＡＩＮＥ　 １８８８：１６０］。

　 日本人のイノセンス についての議論 や， 田舎で はいまで も，人眼につ くところでの

行水 の習慣 がのこってい る， といった ことへの しつ こい興味２０）は， た しか にこのよ

うな明治の日本 にはまだそ うめず らしくはなか った牧歌的情景の なかで理解 されなけ

ればな らない。

　 日本の女性についてのイメージは，東南 アジァ ・イ ンドの研究者で，その文化 の紹

介者 だ った フランス人 Ｃｈａｕｖｃｌｏｔの描 く 「　 小 さいか らだ，細 い眼，唇の ほほえみ，

大 きな袖 とふ くらんだ帯 をもった キモノに くるまれ，つやつや した髭 をのせた大 きな

髪型，扇子を手 に して， カ ラカ ラ鳴 る木 のは きもの一 これが 日本の女性 であり， わ

れ われの昔か らの憧れの的であった極東の優雅 さのシンボルで ある」［ＧＨＡＵＶ肌 ＯＴ

１９２３：８９］ というポー トレー トに代 表されて いる。

　 日本 の女性への Ｃｈａｕｖｅ１Ｑｔの いうよ うな憧れ とい うものが，いわゆ る，“異 国の女”

に共通す る刺激以上 の もので あるかど うか はわか らない。 しか し，た しか に西 欧 人

の書いた中国やイ ン ドの女性の記述 に較べ ると，西欧人の書 いた 日本の女の記述 は，

‘‘Ｇｅｉｓｈａ” へ の関心のつ よさもふ くめて
， よ り大 きな量になることは否定で きな い。

また とりわけ， イギ リスの日本協会 の副会長だ った Ｄｉｏｓｙ のいうように， おな じ極

東で も，中国や朝鮮 の女性の印象 は，非常に漠然 と してい るが， 日本の女性 の姿 は，

西 欧人 に親 しまれていた，［ＤｌｏｓＹ　 １８９８：２３５］ともいわれる２１）。

　 それで はその 日本 の女性 とはどん なふ うに理解 されて いたのだろ うか。 モ ラルの低

さ，子供 らしさ，あけひろげな陽気 さ， といった性格 につ いて は・ すで に指摘 した。

日本入， と くに日本女 性について繰 返 されるこの ような特性 は，明治和服の態様 とも

関係 がある。 中等の生活 を してい る女性であ って も胸 をだす ことになんのため らいも

もたないことにたい しては２２）， 西欧人 はつね に関心 をもっていた。 ，

２０） 明治 末年 に至 るま で ，この種 の言 及 が 旅行 記 に散 見 され る ［ＧｕＥＲｖｌＬＬＥ　 １９０４：１０３；Ｗ ＡＴｓｏＮ

　 ｌ９０４：２５６－２６１］０

２１） 中国 服 と比較 して ，日本 の女 性 の キ モ ノの方 が うつ く しい ，な ど とい う意 見 ［ＤＩＣＫＳＯＮ　 １８８９：

　 １６］ は，好 みの 問 題 もあ るか ら，参 考 に は な らな い が。
２２） ［ＢｏｕｓＱｕＥＴ　 １８７７：８６； ＤＨＡｓｐ　 １８９３：２０９；ＮｏＲＭＡＮ　 １９０８：１７８］。
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　また，憧れの 日本女性 についての ‘Ｌ 枚の絵” を描 いてみせた Ｃｈａｕｖｅｌｏｔは，そ

の あとに， 「　　 日本 の女性 の多 くは， 流行 とい う暴君 も知 らず，　 その ｃｏｓｔｕｍｅ

ｎａｔｉｏｎａｌを忠実 に守 りつづ けてい る」，そ して 「この国で， モダニズ ムと西欧化 に抵

抗 しているふたつの もの， それ は女性 と花 とで ある」，とも書 いて いる ［ＣＨＡＵＶＥＬＯＴ

１９２３：８９－９０］。 Ｃｈａｕｖｅｌｏｔの目撃 した大正中期 の日本では， 女性 の洋装 はごくわず

かで，一方で男性の洋服姿 はすでにご くあた りまえであったか ら， そ うい う型での二

つの文化の併存， そ して古い文化 に忠実な側 の女性， とい うイメージは，た しかに印

象的であ った にちがいない。

　 このような 日本女性の保守性， そ して従順 さは，卑屈 さともな り，個性 の乏 しさや，

例 の不道徳 ・無節操 とも関係 す る人間性のな さに も通ず る， と指摘 され る。た とえば

Ｐｅｔｔｉｔは，日本の女性 は，「大人 しくて，可愛 らしくて，清潔で，注意 ぶか く，“主人”に

対 して は信 じられない くらい献身的 　 　要す るに，良い犬 の性質だ」［ＰＥＴＴＩＴ　１９０５：

１１］， と日本女性の貞節の内容を いう。 また 日本女性の賛美者であ り， 日本人 の洋装

を，政治的理由 にもとつ くもの として反対 した Ｎｏｒｍａｎ も， 日本女性の美徳 の中心

が服従で あり，女性 の教養の中 に，人間性の向上をはかるような もの がな にひ とつな

い ことを誕か Ｐて いる ［ＮｏＲＭＡＮ　１９０８：１７９］・ 日本人の個性の乏 しさは・なに も女

性 にかぎ って いわれ ることで はないが２３）， 女性の場合， キモノや 髪型 における変化

のとぼ しさ２４）， とりわけ， 当時の練 白粉 を顔か ら胸 にか けてべ っとりと塗 る化粧法

は，非人間的な印象 を西欧人 にあたえた らしい２５）。

　 王室地理学会会員 で 日本協会 の メ ンバ ー で もあ った Ｂｒｏｗｎｅｌｌ は，　 その くＴｈｅ

Ｈｅａｒｔ　ｏｆＪａｐａｎ＞ のなかで，女性がたんな る “もの”ではな しに，一個 の人格であ る

とい う思想 は洋服 とともにはい って きた と し，進歩の象徴 としての ファ ッション論を

展開す る。

　 桜 の花 の下 に立つキモノ姿 の 日本女性 にこの ようなマイナスィメージもあ るにせ よ，

２３）　［１・ｏＴＩ　 １９５３：４４；　ＢＥＬＬＥｓｓｏＲＴ　　ｌ　９１８：１７９］。

２４） キモ ノ がか た ちに おい て ，個 人 的 な なん の 好 み も反 映 して い な い ， とい うこ とは ひ とつ の事

　 実で あ る が， 西 欧 人 の場 合 は ，そ の こと と， フ ァ ッシ ョンがな い とい う こ と とを， 同 じこ とか ，

　 そ うで な くと も非 常 に深 い 関係 の あ る こ と と考 え る。 なぜ な ら， フ ァ ッシ ョンは， 個人 的 な選

　 択 によ って， お しす すめ られ る もの だ か らで あ る 。

　 　 また キ モノ に あ ま り 男 女 の 区 別 がな い と い う こ と ［ＰｕＭＰＥＬＬＹ　 ｌ８７０：７７；チ ェ ンバ レ ン
’１９６９：１５４； Ｍ ｏＲｓＥ　 ｌ９３９：２２１］ も キモ ノ の単 純 な 画一 性 を彼 らに印象 づ けた で あ ろ う

。

　 　色 や 柄 に 関 して は ， 明治 前期 の一 般 の 日本 人 のふ だん着 は地 味 な紺 系統 に 集 中 し， しか もそ

　 の 多 くは縞 柄 で あ った か ら，’キ モ ノが ｓｏｍｂｒｅ で あ る とい う指 摘 が しば しば あ り 「ＣＨＡＳＳＩＲＯＮ

　 １８６！：７＝； ギ メ　 １９７７：２３；ＡＲＮ６ＬＤ　Ｆ　１８９２ａ：１９７；１・ｏＮＧＲＡＩｓ　 １９２７：１４；ＱｕＥＮＮＥＬＬ　１９３２：
・ １２４］，こ の こ と も没個 性 の あ らわ れ と み られ よ う。

２５） ［ＣｕＲＴｌｓ　 １８９６：３７８； ＱｕＥＮＮＥＬＬ　 １９３２：１２４；ＤＥＫｏＢＲＡ　 １９３４：８０］。
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日本 の女性が キモノを捨てて洋服になることに賛成す る西欧人は， この時期 に関 して

は， ひとりもいなか ったといえ るのではないだろ うか。 その理由は 日本人の体型 や姿

勢 が洋服 には不向 きで あるか ら，ということで あって２６）， キモノ じたいの美 しさを惜

しんで， これをの こした いとい う気持 は，す くな くとも発言の上か らは， 日本人 じし

んに くらべれば多 くはない。

　 それでは，西欧人 がキモノその ものをどの ように認識 して いたかにつ いて，Ｉｓａｂｅｌｌａ

Ｂｉｒｄの ＜ｕｎｂｅａｔｅｎ　Ｔｒａｃｋｓ　ｉｎ　Ｊａｐａｎ＞（１８８１，１９０７）と，　Ｄｒ．　Ｂａｒｅｔの 〈Ｌｌｅ　ｃｏｓｔｕｍｅ

ｅｔ　ｌａ　Ｔｏｉｌｅｔｔｅ　ａｕ　Ｊａｐｏｎ＞（１８９２）を中心 に考察 したい。

　Ｂｉｒｄ の著作 は，１８８１年 にニ ュー ヨークの ・Ｇ．　Ｐ．　ｐｕｔｎａｍ’ｓ　Ｓｏｎ 社か ら刊行 された

計１９９頁 にのぼ る２巻 もの と， １９０７年 にロン ドンの Ｊｏｈｎ　Ｍ ｕｒｒａｙ社 か ら出 版 した

３３６頁 １巻の改訂版 とが ある。 当然後者 は， 前者を大幅 に削除 しているのであ るが，

・じつ はその削除部分 に
， Ｂｉｒｄ の歯 に衣 をきせぬ観察がみ られ，資料 的には重要であ

る。 Ｂｉｒｄ じしん は， ほかにアメ リカ合衆 国西部や南大平洋 の旅行記 も書 いて いるイ

ギ リス人旅行家であ って， 自序で， 日本 の地方をひ とりで旅行 した さい しょの ヨー ロ

ッパ女性で ある， といってい る。

　彼女 は割合 ‘‘Ｕｇｌｙ” とい うことばを 無雑作 に使 う人で， 日本人の 肉体的欠点 は，

その ことばをつか っての酷評の対象 になって いる。 これ は１９０７年版 に も残 された箇所

であ るが， 日光旅行 の帰途，腰巻 と半纒 だけの女性たちに会 い， もしこの連中が眉毛

を剃 らず，歯 も染 めていなかったな ら，男 か女の見分 け もつかなか ったろうといい，

じぷんがいま ‘‘ｃｉｖｉｌｉｚｅｄ　Ｊａｐａｎ” にい るなどとは，信 じられな い， と書 いて いる。

この Ｂｉｒｄ のキモノ観察は，滞在期間の短 さか らすれば， よ く見てい るといって よい。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

すなわち， 「キモノは，綿 また は絹 の，巾約１５イ ンチの真直な きれで作 られ，まちも肩

の縫 目もない。 アームホール は単 に縫 目をあけはな しただけであ る。袖 はこの衣服の

もっとも重要な部分 で，踊 りや物語 りの 中で は大事 な役割を果すが， おな じ素材の，

単純な ３フィー トか ら１０フィー トぐらいの長 さの きれである　 　。キモノはか らだ に

フ ィッ トせず，肩 か らだ らりとたれ さが る。 また前の部分 は広 くてゆ るやかなので，

た くさんの品物が ここにはいる一 。 日本人 はぬ げやすい下駄やぞ うりをはいてい る

た めに，その用心が，彼 らの臆病 そ うな歩 きかたをうんだ　 　。女性 の衣服 はけ っし

て優雅で はない。肩 のあた りがだ らしな く，腰 のまわ りも我 々同様 きつ くしめ一 裾

２６）Ｌｅｃｏｍｔｅ　［１８９３：１４７］に１まじまり枚挙にいとまないが， 日本人の体型の問題への批判ないし

　 嘲笑のほか，住居との関係を指摘する意見が多い。政治ジｌｅ・一ナ リストの Ｂｌａｎｄのように，

　 洋服を安直視し， からだへの ｆｉｔに無関心な日本人の洋服観を批判している例もある　［ＢＬＡＮＤ

　 １９２１：２２８］０
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が長いた め泥ん この道で は難渋す る一 。頭 が大 きす ぎる日本 の女性が，小股 でよろ

め き歩 くの は，ど うにも救いよ うがない一 」 など ［ＢＩＲＩ）　 １８８１：３７－３９］。

　 この中で Ｂｉｒｄ が肩 口の縫 目について触れているのは， いわゆるキモ ノ ・ス リーブ

に関連 するおそ らく西 欧人の最初 の言及であろ う。

　 つぎに Ｂａｒｅｔの見解 を紹介す る。 彼 は医師 として， 衛生学的な立場か らキモノを

考察 し， おおむね これ に肯定 的で ある。Ｂａｒｅｔの関心は， と くにキモノの もつ，肉体

に絶対 的な自由さを与えているとい う点 にむけ られる。 「いかな るきつい紐 も，胸や

腹 部を圧迫す るコル セッ トも，静脈瘤 の原因 となるよ うなガーターベル トも，子宮後

屈をひ きおこす高い ヒールも存在 しない。幅広 い帯 は乳房 をささえ，寒 さか ら消化器

官を守 る。 日本の女性 は，妊娠中で さえ，そのふだんの衣服の ままで，楽 に している

ことができる。」

　 そ してまたべつの箇所 で， キモ ノが通気性 と透湿性 とを確保 してい ること， その形

態 においては，基本的 に ｖｅｔｅｍｅｎｔ　ｆｉｏｔｔａｎｔで あって， ヨー ロッパで いえば，部屋着

と して考 えるべ きものであること。着装法 と して は胸 で打合わ され るが，胸の一部 は

露出 される　　 。一本の帯で か らだ に添わ され，大 きな袖 をもち，袖 の下部分 はポケ

ッ トの役割 をもつ一 ， と説明す る。 しか しＢａｒｅｔはキモノのこの ような解放性 は寒

い季節には不向 きである ことを指摘 し， そのため とくに戸外で働 く人 のためには，近

年外国か ら ｔｒｉｃｏｔや ｇｉｌｅｔ，あ るいは ｃａｌｅｇｏｎ の類が輸入 され， 急速 に普及 しつつ

あ る， とのべてい る。

　 キモ ノがか らだを拘束 もくるみこみ もせず， よ り 自 由な，（したが って健康 的な）

衣服であ るという指摘 は， す で に Ｌｕｉｓ　Ｆｒｏｉｓの 時 代 か らあ るが ［ＦＲｏＩｓ　 Ｉ９６５：

５０７］，それはまたつねにあの， 日本人の，裸 につ いての慎みのなさにむすびついた。

ドイツ人の Ｅｘｎｅｒはそれについて，「キモノがか らだをす こしも拘束せず，手 も足 も

自由にな るか ら，洋服 にくらべてはるかに健康的であ ることは，疑 う余地 がない。 い

わば理想的な，夏の室内着 である　　。 キモノがかつて，慎 みぶかい レデ ィにふさわ

しい もので はな く， 日本の近代文化 とは相容れない ものだ ったという説 もあるが，私

はかな らず しもそ うは思わない。 なぜな ら，着 る人のか らだの形 を強調す るた めに，

さまざまの方法 をめ ぐらす洋服 に くらべ，軽い キモノは着重ねが容易 であるか ら　　」

［ＥＸＮＥＲ　１８９１：９７］ といっている。

　 Ｅｘｎｅｒの最後 の弁護 はい くぶん見 当外 れの感 もあ るが， ともあれ キモノが自由で，

あ る意味で は自然であるとい う考えは， それがい くぶんか西欧的上品 さの規準 に外 れ

るところがあ るにせ よ，一部の西欧人の認め るところだ った。 その ことはこの時期 の
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ヨーロ ッパ やアメ リカにおける，前にのべ た服装改良運動，ない しそれを生 み育てた

思想 との関係 をぬきに しては，語 ることがで きない。それと関連 して ここで指摘す る

必要があ るのは， キモ ノを， ギ リシャ服装になぞ らえ る見方の， あった ことで ある。

　 キモノをギ リシャ，ローマ服装 になぞ らえ ることのもっとも熱心 だったの は，Ｅｍｉｌｅ

Ｇｕｉｍｅｔであろうか ［ギメ　 １９７７：１１－］。 しか しギメは，キモノ じたいを即物的 にみて

いる， とい うよ りも，美術史家 としての詩的感興が優先 して いるようだ。 これ に くら

べ ると・イギ リスの元砲兵将校 Ｋｎｏｌｌｙｓはよ り具体的に， 日本人が 「キモノを ｄｒａｐｅ

してい る」といい，それを また Ｇｒｅｃｉａｎ　ｒｏｂｅとよぶ ［ＫＮｏＬＬｙｓ　１８８７］。 また Ｌｏｏｎｅｎ

はキモ ノを，ｍａｎｔｅａｕ　ｎａｔｉｏｎａｌとよんで，一種 の外套ない し上 っ張 りとしているが

［ＬＯＯＮＥＮ　１８９４］， あるいはこれ は打掛 をさ しているのか もしれない２７）。 これ らのひ

とび とは， キモノのもつ非拘束性 に着 目し， あるいは古代服装 とのダブルイメージに

よって，やや これを理想化 して考 えて いるのであるが，そ うした理想化の，手掛 りにせ

よなりえたのは， 明治和服のゆるい着付けであった にちがいない。 ことにギメの場合，

彼 がその美 しさを嘆賞 した船頭た ちは，ふん ど しの上 か ら細帯一本 の着かたであ った。

　 しか しこういった見方 とは反対 に，ゆ るさというおな じ事実をだ らしなさ　 （ｔｒｕｍ－

ｂｌｉｎｇ　ｏｆｆ）とみ る Ｂｉｒｄ の ような見方 もあ りうる。 しか も Ｂｉｒｄ によれば， そのだ ら

しな さの一方で， キモノは帯 をきつ く締 め， またその裾 の部分のかたち と着付 けかた

のため，歩 きに くい， と批判 する ［ＢＩＲＤ　ｌ　８８１：３９］。

　Ｂａｒｅｔや Ｅｘｎｅｒの賛美 した，キモノの もつ 自由 さと，　Ｂｉｒｄ の批判 とは，矛盾す る

ようであ るが，い くらかの部分的なそれぞれの側 の誤解をべつ とす れば， これ らの観

察 は全体 として， 明治和服の実際をさ し示 してい るので はないだろうか。 Ｂｉｒｄ の見

た ように，当 時の女性のキモノは家の中では裾を曳 く機会 が多 く， 寒い ときは綿の入

った ものを重ねて着た。帯 の締 め様の きつい緩 いをべつに して も， この ようにか らだ

に添わない布 の量 と重 さとが， “自由”であ るかど うか は，生活　　 と くに運動の態

様 と着 ている衣服 のかた ちにたいする着 る人の自覚 によって大 き く変 る２８）。ギ メは と

くに，船頭や労働者の，か らだの大部分 をむ きだ しに した ような無雑作 な 着 流 し姿

を，古代の ドレーパ リーに響えているのであ るが， キモノは，畳の上 に拡げた ときの

２７）キモノの ドレー一一一プ性をとくに指摘 した人としては，“ｌｏｎｇ　ｇｒａｃｅｆｕ１　Ｇｒｅｅｋ　ｆｏｌｄ をもったキモ

　ノ” といった Ｎｏｒｍａｎ［１９０８：１９５］や，　Ａｙｒｔｏｎ［１８７９：ｘｉｉ】がある。また Ｋｌｅｉｎは 〈Ｌｅｘｉｋｏｎ

　ｄｅｒ　ｍｏｄｅ＞のなかで，‘ｍａｎｔｅｌａｒｔｉｇｅｓ’と形容している ［ＫＬＥＩＮ　ｌ９５０：２０７］。
２８）からだに添わない衣服は，運動を妨げ，したがって拘束的である，．という考えかたは，ヨー

　ロッパではむしろ常識的である。たとえば，ＩＣＯＭ 旨スチューム委員会作成の 〈Ｖｏｃａｂｕｌａｒｙ

　ｏｆ　ｂａｓｉｃ　ｔｅｒｍｓ　ｆｏｒ　，ｃａｔａｌｏｇｕｉｎｇ　ｃｏｓｔｕｍｅ＞において，英文の，　ｗｉｔｈ　ｓｈａｐｉｎｇ　ｆｏｒ　ａｒｍｓ－Ｃｏａｔ，の

　仏文は ｅｎ　ｄｅｇａｇｅａｎｔ　ｌｅｓ　ｂｒａｓ－－Ｍａｎｔｅａｕとなる。　Ｍｕｓ６ｅ　ｄｅ　ＰＨｏｍｍｅ（Ｐａｒｉｓ）の くＶｅｒｓ　ｕｎ

　ｓｙｓｔｅｍｅ　ｄｅｓｃｒｉｐｔｉｆ　ｄｕ　ｖｅｔｅｍｅｎｔ＞（１９８１）も同様である。　　　　　　　　　　　　　　　 、
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形では同一で，前で打合せて帯 で しめるという粗い表現でな らなんの変 ることもない

が，着 なが し姿 と， Ｂｉｒｄ が主 に接触 した上流階級の女性の キモ ノとは， あるいは別

の種類の衣 服と考え るべ きかも しれな い２９）。

　Ｂｉｒｄ の指摘 した， キモノの裾が歩行 の妨 げにな るとい う点 は， 西欧人 よりもふつ

うは日本入 が問題 とす る点 であった。 この時代 には前の合わ さりが，現代和服 に くら

べて浅いため，戸外で はす こしの風で も裾 が翻 り，女性 はたえず それを気 にしていな

ければな らない。西欧人の視線 はどち らか といえば，胸 もとの慎 みのなさに奪 われが

ちで あり，歩 きに くさの点について は，履物 についての関心が， おそ らくその もの珍

しさのせい もあ ってつ よい ようだ３０》。

　歩 きかたをふ くめて， 日本女性の姿勢のわ るさは，西欧人のみな らず， 明治 ・大正

期 を通 じての 日本の識者，と くに教育関係者の大 きな関心事 だった３１）。西 欧人の指摘

す るところが 日本人の観点 とい くぶんニ ュア ンスを異 にす る点 といえば，彼 らが し

ば しば 日本人の体型の悪 さ一 す くな くとも じぶんたちのそれ とはちが う奇妙 さ一

内股 ・短足 ・平 らな胸， などの点 を口にす ること３２），　 お よび キモノのかた ちの奇妙

さ　 　 と くに羽織 の したに帯 を した姿のふ しぎ さをいうことなどで あろう［ＤＡＶＩＤＳＯＮ

１９０７：３２４；他］。

　 明治の著名な女子教育者三輪 田のい うように，姿勢 のわ るさは卑屈 さに も通 じる。

日本人のふかぶか したお じぎの習慣 は，多 くの 日本旅行記のた ぐいに，写真入 りで紹

介 されて いるが， と くに日本女性 の姿勢のわ るさは， このお じぎにかかわる心理 と無

関係で はあ るまい。当時の 日本女性が めったに外 出せず３３》，畳 の うえでの どち らかと

２９）明治末の大阪市郊外伝法村の風俗について，「市 の附近にありとも覚えざる野蛮不潔の地な

　 り一冬季は婦女人帯をしめて往来をせず，夏は男女とも大抵赤裸なり」という記事が 《風俗画

　報》にある ［霞蝶園主人　１９０５：２１，２２］。 しかしこうした姿は，戦前の日本では，夏の夕方の　
ある種の地域では，めずらしいことでもなかった。 その一方で，「和服 は端正なる感を吾人

　 に与ふ，これ端正高雅の礼容を尚ぶ我が国人 の精神的要求 に適合するものであろう。 然しな

　 がら洋服にはこの要素を具備せない」［石沢　１９２２：１００］， という自覚がある。 洋服の場合，

　ｐｒｏｔｏｃｏｌｅに則った装いであれスラムの酔漢であれ，結果としての外観に， ここまでの差異が

　 あるだろうか。

３０）［ＧＩＡＦＦＥＲＲＩ　ｌ　９２７：１１］。

３１）姿勢の悪さの指摘はなにも女子教育者や，服装関係者のみによるのではない。姿勢の良し悪

　 しはその人の精神にかかわるものとして，国粋主義の立場からの慨嘆もみられる ［三宅 １８９１：　 １
５７］。女子教育の立場からはむ しろ，日本の女性の体格の劣っていること，体質の虚弱なこと

　 から，女子体育振興の方向に伴うものとして，姿勢についての言及のなされる例がふつうであ

　 る。そ してその場合直接関接にボ西欧人との比較や，国際社会での日本女性という観念が，目

　標としておかれている ［槙山 １９３２：３５，３９；渡辺 １９０５：７２；小林 １９０４：１３７；三輪田 １８９７：　
１・０３’；上原 １９２９・７；厳本 １８９２・１０４；桜井 １８８９・７１］。

３２）［ＨもＢＮＥＲ　ｌ８７４；　ＢＩＲＤ　ｌ８８１；ＧｕＲ皿ｓ　ｌ８９６；ＷＡＴｓｏＮ　ｌ９０４；ＴＹＮＤＡＬＥ　１９１０；ＬｏＮＧＲＡＩｓ

　 ｌ９２７：ＧＩＡＦＦＥＲＲＩ　ｌ９２７；ＶＩＮＥｓ　ｌ９３１；ＱｕＥＮＮＥＬＬ　１９３２；ＨｕＭｐＨＲＥｙｓ　ｌ９４８］。
３３）大正期でも， 日本女性がほとんど家 の中で生活 していることに， 西欧人は注目している。

　 ［ＡＮＤＥＲｓｏＮ　ｌ９１４：１０９；ＦｏＲＥｓＴ　１９２３：１９］。　Ｆｏｒｅｓｔは，日本の家屋は戸締りが悪いｔｅ．ｔＯに・　主婦が家をあけにぐいのだろうと
，想像した。
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いえば不活発な時間を多 くす ご した ことも姿勢のわ るさの原 因で あるとい う，忠告 も

あ った ［チャタム，１９０８：４０４ ２］。姿勢のわ るさ とい うものをいわ ばこう した精神生
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

活の面か らとらえるな らば， もの としての キモノ も， ふたたびまたあの，桜の下 で 日

傘を さしている日本女 性のイメージの マイナス面 に立戻 ることになる。森田たまは戦

後の随筆 のなかで，「外人 が着物を着 る時， そこにあ るものはただ 『美』 を尊び 『美』

を よろこぶ純粋 な気持だけであ る。異 国情調を味 わい楽 しむ遊 びだけで ある。封建 の

匂 いは彼等 の着物 にはな い」 ［森田　 １９５７：７９］と書 いた。 しか し彼 らがい っしょに

それを着 るかど うかはべつ と して， “封建の匂い” は， キモノを着 た 日本女性をい と

お しむ西欧人のなかのある人 々には， じゅうぶん とらえ られていたのではなか ったか。

なお この問題について は，第 皿期 を扱 う次節で再説する。

　Ｂｉｒｄ はまた， 日本の女学校 で行 なわれて いる裁 縫 教 育 の 単 純 な実用主義的内容

についてふれている ［ＢＩＲＤ　 １８８１：１３６］。 この点に関連す るの は， 明治の 日本女 性

の生活ぶ りをアメ リカ人の眼で とらえた， Ａｌｉｃｅ　Ｂａｃｏｎ の報告 である。　Ｂａｃｏ皿 は当

時 の日本の妻た ちが，蚕 の 飼 育 に は じまる “着 られ るかたちをつ くる” とい うその

実用的 目的のために多 くの時間を費 し， アメ リカの女 性が楽 しんでい るよ うな ｆａｎｃｙ

ｎｅｅｄｌｅｗｏｒｋ を知 らない， と指摘 してい る ［ＢＡｃｏＮ　 ｌ８９１：９５］。 刺繍 や造花，編物

といった手芸 はやがて女学校の教科 にもくみいれ られてゆ くので あるが， キモノ中心

時代 の家庭の女性た ちが，家族 の衣類の解 き洗 いと縫 い直 しに追われていた ことは，

事実である。Ｂａｃｏｎのこの ような指摘 は， キモノ は縫 いあが った ものを見て もじぶん

た ちにはで きの よ し悪 しの判 断がつかな いとい って いることや，西 欧人が早 くか ら気

づ いていた縫製 のステ ッチの単純 な こと３４），とあわせ， 日常のキモノの もつ無趣味 さ

を印象づけ られていた人 もあった らしい。 もちろん Ｇｕｉｍｅｔをは じめと して， 日本人

の生活 のなかの 芸術性 に 嘆賞の ことばを 放つ人 は少 な くはなか ったのだが ［ＧＵＩＭＥＴ

ｌ８８０：１５７］。

４）　 皿．昭 和和服期

　昭和にはいるころから，キモノについての西欧人の認識は，日本人および日本の社

会をより構造的にとらえた結果と関連 してうまれてくる場合が多くなる。日本はすで

に，そのめざましい近代化によって，海外では評判になっていた。そういう時期にな

って，む しろ日本人の日常生活の貧 しさへの言及がふえている。その傾向は，１９３０年

代とそれ以後において目につ く。

34)  [FISSCHER  1978:  118;  GUNSAULUS  1923: 45; CHALLAYE  1905:  12]„
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　 日本人の貧 しさの問題は， とりわ けその住居 の様相 について，西欧人の関心 を惹 い

て いる。 かつてはほとんど触 れ られ ることのなかった汲取式便所への批判 も， この時

期 にな ってにわかにふえる ［ＰＡＴＲＩｃ　１９４４：４２－］。

　戦争前夜 に訪 日 し， 結局交換船 で帰 国 した アメ リカ人 Ｊｏｓｅｐｈ　Ｎｅｗｍａｎ はつ ぎの

よ うにのべてい る。 「アメ リカの学校で教 える日本についての はな しは第一 に， 日本

人 の清潔 さであ る。 日本人は家 の中にはいると靴 をぬぎ，ハナがで るといちいち紙 で

かんで捨て る， と。 しか し事実 は， 日本 の子供 は黄色 いハ ナを長 く垂 らしていて も，

拭いた らか らだにわ るいといってそのままに している。 そ して一つの小 さい部屋の中

に ５入以上， ときには８人 もの家族 が，喰べて寝て，また遊ぱなければな らない 　 　」

［ＮＥｗＭＡＮ　 ｌ９４２：１４］。 と くに１９４０年前後の 日本を見聞 し，記録を書 きの こして いる

アメ リカ人 には， いわゆ る親 日家が多いのであるが， しか も彼 らは Ｎｅｗｍａｎの場合

の ように，ｗｅｔ　ｂｌａｎｋｅｔの役割 をたいていはつ とめてい る。 それ はひ とつ には， かつ

ての，桜 と芸者 の国の甘美 な通念 にア ンチテーゼを提供す ることが，著書のひ とつの

売 りもの とな るよ うな段階 にきて いたため もあろ う。そ こで Ｎｅｗｍａｎ はまた 「色 ど

り豊 かな キモ ノや， （芸者の）ｐｒｅｔｔｙ　ｄｏｌｌ　ｆａｃｅに心 を奪われた くなければ　　外 国人

はまず この 《日出ず る国》の貧 しさに眼 をむけ るべきで ある」 ともいい， 日本人 の住

む家 は ‘‘ｓｈａｃｋ” （堀立小屋） であると もいってい る ［ＮＥｗＭＡＮ　 １９４２：１３］。

　 その ｓｈａｃｋでの 日本の家族 の雑居性 に眼をむけたの は， もちろん この時期が はじめ

で はない。 日本人の ｃｏ－ｓｌｅｅｐｉｎｇ　ｂｅｈａｖｉｏｕｒ　ｌこついて学問的な関心 がむけ られ るよう

にな ったのは第二次大戦後で あるに して も，た とえば明治 中期 に日本 を訪 れた フラン

ス人 Ｄｈａｓｐ は， 日本人の家族 が信 じられないような雑居生活 を し，入浴はなん人か

が いっしょに し，部屋は見通 しで 中で行 なわれて いることを子供の眼か らも隠せ ない，

と書 いてい る。彼 はこうした習慣 に， 日本人 の特色であ る， もの静かな無関心さ，悪

気 のな い無遠 慮を関係づけた。 そ して衣 服についての，西欧人的 な意味での差恥心の

乏 しさも， これ にむすびつけた ［ＤＨＡｓＰ　１８９３：２１５］３５）。

　 ふたた び Ｎｅｗｍａｎの文章に戻 ろ う。１９４０年 前後の 日米間の緊張 が高 まっていた当

時， アメ リカ人の中には，た とえ 日本 がアメ リカを敵 に しようとして もも しアメ リカ

か ら輸入 して いる彩 しい “舶来”の物資 を失 うな ら， 日本人の生活 はなりたたな くな

るにちがいな い，　 という楽観論 があった。 これにたい し Ｎｅｗｍａｎ は，舶来文化 と

い った ものは日本人 の現在の 日常生活 にとってなん ら本質的な ものではな く， 「フェ

３５）人まえで着がえをすることの平気さについて，あるアメリカ人旅行者は，高野山の麓の宿屋

　 の広間で，下山した三人の女性が，こちらに背をむけただけで，華やかなべつのキモノに着が

　 えた，と感心している ［ＦＲＡＮＫ　１９２４；９６］。
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ル ト帽 が流行 して も， 日本人 はそれを，絹 の キモノ と下駄，あ るいは草履 といつ しょ

に用 いて いる。革靴 をはいて も，多 くの 日本人 は紐 を結ばず に，下駄 をは くときの よ

うに足 をすべ りこます。 日本人が靴の うしろをす ぐ潰 して しま うの はそのためだ。な

にか とい うと靴をぬぎたがる日本人 には，足 にぴった りした靴 は不愉快 なのだ。舶来

の ネ ックタイ， シャツそ して背広姿 の日本人 も，畳 でタ食を とるときには， よりきご

こちの よいキモ ノにな るために， それを脱 いで しま う」 ［ＮＥＷＭＡＮ　Ｉ９４２：２０５］，と

いい，舶来文化が きわめて表皮的 に， 日本人のむか しか らの生活パター ンの構造 をほ

とん ど変 えることな く， いわば併存的に うけいれ られているにす ぎない ことを指摘す

る。 したが って も しか りに舶来の文化が失われた として も，衣食住 に関するかぎりは，

彼 らはたい した不便 もな く祖先た ちの簡素 な生活 に戻 ることがで きるだろ う， とむす

んで いる。

　１９４Ｇ年前後 の来 日西欧人， ことにテメ リカ人の 日本観察記の文脈 には， 日本文化の

特質 と していい古 されて きた単純 さを，貧 しさのひ とつのあ らわれ と見て， しか しそ

の貧 しさを 日本の強 さとみる ［ＰＡＴＲＩｃ　 ｌ９４４】，そのよ うな認識が うかがえるのであ

る。 日本の家庭 に泊 り， 日本 の若 い女性の生活 や意見 を直接見 ききした アメ リカ女性

Ｍ ｅａｒｓは，キモ ノの着 かたに ｆｉｘｅｄ　ｏｒｄｅｒがな く， その時その時でかわ る一 雨降 り

の ときは裾をば しょるなど　　を 見 て，ひ とつのもの をいろいろに着 こな さざ るをえ

ないのは貧 しさのため， と書いた。 またかの女は，若 い娘の晴着の けば けば しい色 あ

い もまた， 日常 の生活の貧 しさの反映 と考えるのであ る ［Ｍ ＥＡＲＳ　 ｌ９４３：３７］。

　 さて この時期， 西欧人が過去に くらべて一段 とキモ ノの実態 およびそれを支 える日

本人の生活に肉迫 した結果， キモ ノ論 として は日本人 のそれ と変 らない問題を提起 し，

また 日本人 とちがわない観点でその魅 力をと らえた意見 もす くな くない。 しか しそれ

をのべ るまえに， もっとも西 欧人的な キモノ観の紹介をす ませてお きたい。

　 桜の木の下で 日傘をかざすキモ ノ姿 の日本娘のイメージは，依然 として 日本を訪 れ

る観光客 にとって は，罪のない憧れの対象 ではあったけれど，その前近代 的側面 もま

た じゅうぶん認 め られて はいた。 ‘‘ｋｉｍｏｎｏ－ｍｉｎｄ” であるとか， ‘‘ｋｉｍｏｎｏｅｄｍａｉｄ”

とかい う表現が， たん に即物 的で はない意味 内容を こめて用 い られ るよ うになるが，

それはどち らか といえば日本女性 の，マイナスイメージに ちかい意味で使 われがちで

ある ［ＲｕＤｏＦｓＫｙ　１９６６；ＮｏＥＬ　１９３９：７７］。いわばシンボ リックに用 い られ るキモ

ノということばが，漠 然と日本な り日本人な りを指 して いるだけであるな ら，今 日で

も，た とえばアメ リカ映画 《Ｓｈｏｇｕｎ》の Ｌ’Ｅｘｐｒｅｓｓ誌 ［１９８０・１２・１号１での紹介が・

Ｌ’Ａｍｅｒｉｑｕｅ　ｅｎ　Ｋｉｍｏｎｏ となるように， 頻繁に眼にす る。 しか した とえば・Ｊｏｈｎ
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Ｐａｒｉｓの小 説 〈Ｋｉｍｏｎｏ＞（１９２１）の場合，す でにのべた ような前近代的な女性像 と，

さらに西欧人か らみた日本人その ものの もつマイナスィメージとが重複 し， ミス テ リ

アスな非人間性の象徴 として， このタイ トルが用い られている。

　 た しかにキモ ノは， 日本人 じしんに とって も， よかれ悪 しかれ古い 日本 （過去の 日

本， または伝統的 日本） を象徴 するような性格 をいろい ろな意味で担 っていた。 フジ

ヤマが 日本 を象徴す る， とい う意味ばか りでな く， キモ ノの生産， キモ ノの流通， キ

モノのかた ち， そ して キモノを着 ることについての さまざまの約束ごとが， 日本 の文

化 の全容の 細部的事象 にまで 執拗 なつなが りを もって いた。 （もちろん 箸一本 でその

文化全体を 説明す るとい うこともや りかた 次第では可能 であろうが　　）。 したが っ

てさ らに， キモノ こそが 日本女性の “び くつ いた哀れな小動物”めいた人間性 か らの

向上 を妨げてい るのだ といっ允 ， 感情論 もあ らわれ る３６）。 逆にキモノを 着 ることが

国防意識 を高揚す るといった思想 も，戦時中 には滞 日西 欧人の耳にはいっていた らし

い ［ＦＬＥＩｓＨＥＲ　 １９４１：１１２ユ。　 このよ うに次第 にイデオ ロギー化の方向を辿るキモノ

の イメージであ ったが，西欧人 の認識 に関す るかぎり，その理解す るイデオ ロギーの

内容 に，肯定 的な部分 は少 ないであろ う３？）。

　 象徴 としての キモノをはなれ， ここで私 はより即物的 内容を もったキモノ論 に考察

をすすめよ ケ。

　 昭和和服の分析 を代表す るもの として は，Ｃｈａｒｌｏｔｔｅ　Ｄｅ　Ｆｏｒｅｓｔの 《Ｔｈｅ　Ｗ ｏｍａｎ

ａｎｄ　Ｌｅａｖｅｎ　ｉｎ　Ｊａｐａｎ》（１９２３） お よび，　 Ｂｏｙｅ　ｄｅ　Ｍ ｅｎｔｅ の 《Ｆａｃｅｓ　ｏｆＪａｐａｎ》

（１９６０） をとりあげたい。 私 は この時期 のキモノ論が しば しばきわ めて 日本人 的であ

るとい ったが， ここに紹介す る Ｆｏｒｅｓｔも， 日本で生れて少女 期を日本ですご した女

性なので，西 欧人 のキモノ認 識 という点 ではあるいは問題があ るか もしれない。

　 キモ ノについての Ｆｏｒｅｓｔの指摘のひ とつひ とつ は， きわめて生活的で的をえた も

のであ る。 ところで じつ は，Ｆｏｒｅｓｔの意見のほとん どは，　Ａｒｔｈｕｒ　Ｌｌｏｙｄの 〈Ｅｖｅｒｙ－

ｄａｙ　Ｊａｐａｎ＞（１９０９） と非常 によ く似てい る。　Ｌｌｏｙｄ は東京 に２５年在住 した ミッシ ョ

ン ・ス クールの教師であったか ら，のちに神 戸 女 学 院 の院長 にな った Ｆｏｒｅｓｔは，

Ｌｌｏｙｄ の意見か らある程度影響を うけてい るとも考 え られ る。

　 Ｆｏｒｅｓｔ，　Ｌｌｏｙｄ が ともに指摘す る点で， 前 の期間 と違 った様相 を示 している意見 は・

キモ ノの窮屈 さ， キモノの高価 さ，そ して 日本 の家屋構造のための服装の二重生活 に

３６）〔ＤＥＫｏＢＲＡ　ｌ９３６：８４１， ただしこれは， ある日本人の意見を Ｄｅｋｏｂｒａが紹介したもので，

　 彼 じしんはこの意見に賛成していない。
３７）私はここで和服のもつ感性的部分をいっているのではない，ということを強調 しておきたい。

　 和服が過度にイデオロギー化 したことは 和服の美 にとっては悲 しむべきことである ［大丸：

　 １９８０］。
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関 してである。

　明治和服についての西欧人 の眼 がその時代 の日本女性の くつろげ られた胸 もとにむ

け られていた ことはなん どか指摘 した。胸 あけの問題 はこの時代 にも消えたわけで は

ない。 しか しその多 くは授乳の女性 につ いてであ る。 しか も肉体 の露 出について の西

欧的伝統 も第一次大戦後 は変 りつつあった。 ｔｏｌｅｒａｎｔｉａ（寛容） だけで はな しに，西 欧

人 じしんの方が露 出的で はないか，とい う反省 もみ られるので ある［ＤＥＫＯＢＲＡ　ｌ９３６：

９３］。

　 これにたい して キモノの窮屈 さの指摘 は， 明治和服 に は ほ とん ど み られ な い。

Ｄｅｋｏｂｒａ は昭和初年の 日本 の市井の人 々の生活 と意見を 丹念 に拾いあげているが，

「キモノは首か らかか とまで閉 じていて， 顔 と手足以外 はだ す こ と が で きな い」

［ＤＥＫＯＢＲＡ　 ｌ９３６：９３］ とい っている。 こうい う認識が，街頭での観察 と矛盾 しなか

った とい うことは， その ころの キモノがすで に明治和服 とはべつの ものだった ことを

示 している。　 また Ｓｔｒｅｅｔも， 「キモノを もっともひ きたつよ うに着 ようとすれ ば，

見た眼ほど着心地の よい もので はな い。胸 は平 らにきつ く抑 え，腰の まわ りも動かな

いように しっかりと 固定 する。 その上に帯 は， きつ くしあつけて きれいに見せ る」

［ＳＴＲＥＥＴ　 ｌ９２１：３６］，と観察 している。 まさに現代和服である３８）。 こうした方向 は，

かつての ずん ぐり した キモノを “眼にこころ よい”かた ち ［ＣＬｏｓＥ　 １９３５：３３６］へ

と変 える努力のあ らわれだった。‘‘ｄｅｌｉｇｈｔ　ｔｏ　ｔｈｅ　ｅｙｅ” という表現 をつか った Ｃｌｏｓｅ

はそのあとで，西欧の 日本への期待 は，日本人が ‘‘ｂｅｃｏｍｉｎｇ　ｗｅｓｔｅｒｎ　ｍｉｎｄｅｄ　ａｎｄ

ｍｏｄｅｒｎ　ｍｉｎｄｅｄ” といっている ［ＣＬｏｓＥ　 ｌ９３５：３５９］。

　 キモノの高価 さとい う問題 はい くぶんか多面性 をもつ。 現在， 日本人 にとって和服

は高価な ものという通念があ る。 しか し和服が 日常 的なものであ った時代 には，和服

は一般的 なものであれば， それ ほど高価 な もので はあ りえなか ったはずである。 キモ

ノが高 くつ くとい う西 欧人の指摘 もこの期間以前 にはみ られない。 そ してなぜ そ うな

のか， という点 について Ｆｏｒｅｓｔは，「キモノは裁断 こそ変 らないが， 生地 も，色 も，

模様 も， シーズ ン毎 にかわる」［ＦｏＲＥｓＴ　 １９２３：２７］ とい っていて， これ は日本側 の

証言 とかわ りない３９）。流行を追えるようにな ったのは， 日本人の富 の向上であ った。

現在 キモノに流行 が少 な く，おな じものがいつ まで も着 られる， とい う事 実があ ると

すれば， 日本人の キモノへの関心の低下 とい うことにな るであろ うか。

３８）日本側の証言を一例だけ示す。「先 ず美しい襟足を惜 しげもなく出してゐるのは単に美観の

　上からいっても誠に結構であるが，昔のやうに襟を自然に合はせず ピッタリと皮膚に喰ひこむ

　位に合はせてゐるかのやうである。切角白い襟足を露出して皮膚鍛錬を企ててゐるのに，かう　締め
つけては誠に苦しいことであらうと思ふ」［藤原　１９３８：１２９］。

３９）たとえば，［石沢　１９２２：１０２－１１３］。
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　日本人が日本家屋 に固執す るか ぎり，外 での洋装，家でのキモ ノとい う，二重生活

を避け ることがで きないというの は，多分， 日本人の生活 をよ く理解 し，第二次大戦

中には教育勅語 まで生徒 に読んで きかせた という Ｆｏｒｅｓｔの実感 だ ’）たろ う。　 しか し

そ ういう女性で あるだけに，見当違いの意見 もないかわ りに， これ らの意見の どのひ

とつをとってみて も， さほど啓発的 とはいえない。

　欧米人の キモノ認識の最後 として， キモノのデザ インを とりあげ よう。他 の問題で

もそ うだったよ うに， ここで もまた “日本入 的な眼”が， キモノの魅力を とらえるよ

うになる。衿足 の魅力 について，第二次大戦後の来 日西欧人が口をそろえて語 ること

もそのひ とつである４０）。

　 しか し西欧人 のキモノ ・デザ イ ン論の中心 は，結局 その肉体表現の可能性 に関す る

点ではないだろ うか。 キモノの構造が肉体 と無 関係 であるとい うことか ら， キモノが

日本人の体型のわるさをカバ ー して いる， とい う意見 は， 日本人 にもあるよ うに，西

欧人 に ももたれて きた４１）。しか し日本人 にみ られない意見 は，Ｂｒｏｗｎｅ ［１９０４：５８］の，

着重ねによって，着 る人のか らだの線が失われ るという意見であろ う。 日本女性 のか

らだはかた ちを もたない ［ＣｕＲＴＩｓ　 ｌ　８９６：ＩＩ　２５０］ とか，　 ｒｅｇｕｌａｒｉｔｙ　ｏｆ　ｆｅａｔｕｒｅを

欠 く ［ＨｔｉＢＮＥＲ　 １８７４：１３２１］ とかい う表現 は，　 肉体のいわば美 学的な規準 とその

発展 としての衣服 とい う原則への固執 を感 じさせ る。 キモノを ドレーノぐリーになぞ ら

える人 もあ ったが，古代地 中海世界か ら中世 ヨーロ ッパにかけての ｗｒａｐ，　ｍａｎｔｌｅ系

ドレーパ リーは，素材の性質 もあって， キモ ノよりも “肉体的” といえよ う。 そのた

めか，西 欧人 はキモノを，ｗｒａｐ ではな く，　 ｔｕｎｉｃ と理解 して いるふ しがある。 キモ

ノの構造分析を もっとも精細 に行 な った Ｎｏｒｍａｎ は， つぎの ようにい って いる。 キ

モノの欠点 は，歩行の自由が妨げ られが ちで， さもな くば， あ しがみえて しまうこと

であろう。 そのため，短 いキモ ノと，袴を用 いる案があるが， ギ リシャ風のゆ った り

した長い ヒダ の線がそれでは失われて しまう。そ こで じぶん と して は， キモノの裾 を，

足 を じゅうぶん覆 えるように もっと広 くするか， あ るいはギ リシャの ｄｉｐｌｏｉｄｉｏｎ の

よ うに，頭 か らかぶ って着 る，袋 型 に で き ないものか と思 っている， と ［ＮＯＲＭＡＮ

ｌ９０８：１９５］。頭か らかぶるキモノなど， 日本人の理解す るキモノとはまった く相容 れ

ないものであ るけれど，西欧人 の キモノ理解 には，数 は多 くないとはいえ， 乙のよ う

にキモ ノの打合 わせ を， さほど重視 していないよ うにみえ る例 もある４２）。

４０）［ＭＡＲＡＩＮＩ　１９５９：３４０；ＳｃｏＴＴ　１９６０：１０１；ＦｏＲＢＩｓ　ｌ　９７６：６４１。もちろん，かつてもそのこ

　 とに触れる人が，なかったわけではない。
４１）［ＳＴＲＥＥＴ　１９２１：３１；ＶＩＮＥｓ　１９３１：１０３；ＨｕＭＰＨＲＥＹｓ　１９４８：２１；ＦｏＲＢＩｓ　１９７６：６４１。

４２）戦後の代表的な専門辞典である，Ｌｅｌｏｉｒ〔１９５１］，　Ｋｙｂａｌｏｖａ　［１９６６１，　Ｙａｒｗｏｏａ［１９７８］がその例

　 にはいる。またキモノの端的な印象からいえば，打合わせであるか，Ｖネックであるかは，あ

　 まり問題にならないものである。
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　西欧人 の認識で は，キモノはむ しろ ｐｏｎｃｈｏ， な い し ｔｕｎｉｃであ って， 肩か ら吊

られ，その結果染織工芸 品と しての素材性 が優先 し， 肉体， ない しセックス ・ア ピー

ル は後退す る。

　 日本人がなぜ衣服の セ ックス ・ア ピールを育て ようと しなかったかについて，やや

社会学的な説 明を試みたのが Ｍ ｅｎｔｅであ る。彼 はある専門家の説 と して，つ ぎのよ

うにいっている。「日本人 は長いあいだ，人を個人 と して よりも，彼のおかれた，社会

的立場で見るよ うに教え られて きた。性 はた しかに，家族 または社会 の中で その人の

立場 をきめ る基本的要件 ではあるが， しか し一旦 その立場が確定す ると， それが性そ

の ものに優先 する。一部の職業 的女性をのぞけば，女性 は一般 に じぶんた ちの性を強

調 しようなど とい う気をお こさない。 む しろ， 彼女が女 であることを ｄｅｃｍｐｈａｓｉｚｅ

しよ うとつ とめるのだ」［Ｍ ＥＮＴＥ　 ｌ９６０：１００］。

　 この Ｍ ｅｎｔｅの指摘 は一見 もっとものようでいて，拠 って立つ事実認識 の点での誤

りがある。 すなわち， Ｍ ｅｎｔｅ のい うような 日本型社会 は，それが今 日消滅 した とい

う意味で はないにせ よ，前近代 的な，べつの ことばで いえば過去 に属す る日本 である

のにたい して，彼 の理解 して いるキモノは，昭和和服以外のなに もので もないか らで

ある。

　 Ｍｅｎｔｅ はキモ ノを，　ｎｏｎ－ｓｅｘｕａｌｎｅｓｓ とい うのであるが，明治和服 の場合 は， その

露出性 を，西欧人 によって不道徳 とまで言われ， くりかえ し指摘 された。衿 もと，袖

口，褄 か らこぼれ るセ ックス ・ア ピールは， もとより ｎｏｎ－ｓｅｘｕａｌなどで はなか った。

キモノの場合，皮膚露 出はあ って も，衣服 の構造的露 出 とい うべ き体形露 出が欠け る

とい う考 えもあ るが， 明治期の 日本 の男性の股ひ きの ｔｉｇｈｔ－ｆｉｔｎｅｓｓが， 裸体 と同 じ

よ うな意味で， 日本 の賛美者 までを もふ くめて，西欧人 の眉 をひそめ させ ていた事 実

を想起 すれば４３）， その考え も必ず しも当っていない。 キモ ノの “無性化”は， その儀

礼化 にともなう現象であ る。昭和和服の もつセ ックス ・アピールの乏 しさ （西 欧人の

眼か らみての一 ） によって， 日本人の服装全体が セックス ・アピールを欠 いてい る

とみな し， そこか ら日本社会の固定的な役割構造へ と議論 を展開 させ るの は， い くぶ

ん無理があろ う。 Ｍ ｅｎｔｅ の この議論の粗 さは，西欧人 の キモノ論 に多い， あるいは

物質文化論 が一般 に陥 りやす い態様分析 の甘 さが もた らす結果で ある。生活的な態様

分析を欠いた場合，た とえば衿 がなんのためにその ような構造 をと らねばな らないの

か という理解 さえ不十分 な ものとな り， ひいては，その構造 の理解 によって も強調 さ

れ るはずの， かた ちの認識 もまた崩れ ることになる。西 欧人 のキモ ノ論 や 日本服装史

43) [GARDINER  0.1892: 41; KNOX 1880: 86, 87; REIN  1888: 488; SLADEN  1  903  :  5]0 
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が往 々に して，染織工芸の紹介以上 にな りえないの も，そのあた りにひ とつの理 由が

あるのではないだろ うか。

４章 西欧におけるキモノ受容の態様

　　　　　　イギ リスを中心として一

　まえが きのなかで私は，本論で用 いる 「西欧」 の概念 について， い くぶん曖昧なが

らその枠 づけを行な った。 しか し単 に観察す る立場に とどま らず，対象 を じぶんの う

ちにうけいれる段階の分析 になると，受容者の具体的態様 によりふか くかかわ る こと

にな るので，考察の対象 を さらに限定 して，全体を鳥緻するてがか りとする ことにと

どめたい。

　 ４章の １， ２節で とりあげ るのは， イギ リスで ある。その理 由は，受容の態様 も，

日本理解の内容 との対応の うえで とらえてゆ くべきで ある以上， もっとも多量 の 日本

紹介文献をの こ して きた，英 ・米両 国に，まず眼 をむ けるのが当然 であるとお もえ る

か らであ る。 ただ しアメ リカについては，西欧型衣 の文化の伝統 という点では， 旧世

界 とはまたべつの問題を もつため，必要 に応 じて， イギ リス との対比 においてのみ と

りあげ ることとする。

　 なお，それに加えて念頭 におかねばな らないのが，ｋｉｍｏｎｏ とよばれる衣服の実際

的形状であ る。 この点 につ いて もまえがきのなかで枠 づけを したのであるが，西欧人

の 日常生活のなかでの個 々の衣服 について論 じる段階 では， さらに具体的な， 区分 的

配慮が要求 され よう。金銀糸でぬ いとられた総模様の綿 いれ絹小袖 と，手拭染の安直

な木綿のゆかた とでは，特別の知識 のない西欧の家庭で も， 同列 にあつか うことはあ

りえない。 それ にもまして問題 とな るのは， 日本人が見て とて もきもの とは考 え られ

ないような， あるいは考 えた くな いような，最初か ら輸出を目的 と して， とい うよ り

スーベニア ・ショップでのお土産を 目的 としてつ くられたキモノ，あ るいは日本以外

でそれ らしく作 られた， キモノ風 ドレスの類で ある。

　 残念な ことに，以下 とくに一般的受容の項 で扱 う資料の多 くは，記述者の示 してい

るキモノが，上記 の ものの うちのどれであ るかを， あきらかに して は くれない。 この

ことを じゅうぶん考慮の うえで，論述 をすすめる必要があろ う。

１） 一般 的受容

イギ リス人の 日常生活 のなかにうけいれられたキモノのもっとも代表的なかたち

７７３



国立民族学博物館研究報告　　８巻４号

は，ｄｒｅｓｓｉｎｇ－ｇｏｗｎ であ った。　Ｗ ｉｌｃｏｘ が ＜Ｔｈｅ　ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ　ｏｆ　ｃｏｓｔｕｍｅ＞（１９６９）の

ｋｉｍｏｎｏ項 のさいごに，“Ｗ ｏｒｎ　ａｓ　ａ　ｄｒｅｓｓｉｎｇ　ｇｏｗｎ　ｂｙ　Ｗ ｅｓｔｅｒｎ　ｗｏｍｅｎ” と書いて

いるの は， その もっとも明快 な一例である。実際，今世紀 にな ってか ら日本 を訪れた

西欧人 の眼 には， 「日本 は ドレッシング ・ガ ウンとス リッパ ーの 国」 ［Ｍ ＡＲ　 １９０４：

３２６］であ るとか， 「あなた方が ドレッシ ング ・ガ ウンと して知 っている （キモ ノ）」

［ＤＡｖｌＤｓｏＮ　 １９０４：３２２］で あるとか，　 「ドレッシング ・ガ ウンとして ヨーｕ ッパ人

に親 しまれて いるキモノ」［ＧｕＮｓＡｕＬｕｓ　 ｌ９２３：４４］ といった ことばが示す ように，

じぶんたちの見馴れた ドレ ッシング ・ガ ゥンと しての先入観 のもとで キモノを見， そ

の うえでべつの様相を も発見す る， とい った視角 もあ ったか とかんがえ られる （写真

７４）。

　 それではイギ リスにおける ドレッシング ・ガ ゥ ンとは， どんな性格 の衣服であ った

か。 この ことばを字義 どお りにうけとれば，化粧着である。第 １次大戦以前の時点で

いえば， フ ランス における ｐｅｉｇｎｏｉｒ，アメ リカにおける ｗｒａｐｐｅｒが ほぼ同一の概念

だ った ［ＪＯＹ　 ｌｇｏ７：４５］。　 しか しなが ら日本人の衣生活 にはほん らい存在 しない化

写真７４
“１ａ　ｐａｒｉｓｉｅｎｎｅ　ｊａｐｏｎａｉｓｅ”

Ｓｔｅｖｅｎｓ に よ る

粧着 といった 日本語 にお きか え る よ

り も，　 ドレッシング ・ガ ゥン と い う

呼称 のままで，そのよ り広 範 囲 で つ

かみに くい性格を理解 しよ う とす る

方 が賢 明で あろう。 ドレッシング ・ガ

ウンの性格 を端的 にい うな ら，デ ィナ

ーのための ドレス ァップ以前の
，広 義

の ｌｏｕｎｇｉｎｇ　ｗｅａｒ といえよ うか。 そ

の もっ ともプ ライベー トな もの と して

は，ｂａｔｈ－ｒｏｂｅもふ つ う こ れ にふ く

める４４）。 一方， 時代 はやや さが るの

で あるが， ある ｅｔｉｑｕｅｔｔｅ　ｂｏｏｋ にお

いて， ドレッシング ・ガ ウンには二つ

の種類があ り， そのひ とつは上述 のよ

うな実用的なバ ス ・ローブであるが，

もうひ とつ は， レースやプ ロケイ ド，

４４）バス ・ローブは人前にでたり，これで外出のできるものではないので，日本のゆかたとは性

　格がちがう。 しかしその一方で，寄宿舎の学生などの ｓｔｕｄｙ－ｗｅａｒとして愛用され，テイラー　
ド仕立やしゃれたデザインのものもあるから，単なる湯あがりの汗取 りではない。　　　 １
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朱子 やビロー ド製 の華 やかな外観の衣

服で，　 「あなた はそれを着て， ホテル

の廊下 を ‘‘ｃａｌｍ　ｄｉｇｎｉｔｙ” を もって歩

くことができるで しょう」 と書かれて

あるよ うな性格 の もので ある［Ｍ ＯＯＲＥ

＆ Ｍ ｏｏＲＥ　 ｌ９３２：５８］。 １８９８年の資

料 に も，「ドレッシ ング ・ガウ ン， ｔｅａ

ｊａｃｋｅｔは，今 日もっとも金 を費す衣服

であ る。 その人の衣服 に可能 な経済的

なゆ とりが ここにかけ られるので 　 　」

［Ｔｈｅ」乙ａｄ７　ａｔ　Ｈｏｍｅ　ａｎｄ　Ａｂｒｏａｄ　ｌ　８９８：

１８６］ とあ る。

　 この ようなお しゃれ着 としての ドレ

ッシング ・ガウ ンは，引用 した文献で

はそれ とはいっていな い が， む しろ

ａｆｔｅｒｎｏｏｎ－ｄｒｅｓｓ やつぎにのべる ｔｅａ一

写真７５ １９１１年の部屋着

ｇｏｗｎ にちかいもの といえるか も しれない。

　 ドレッシング ・ガ ウンの実態 にこれだけの幅 があることは， この章の冒頭 で ことわ

った， キモノの側の幅 との対応 を，われわれに考 えさせ る。木綿 のゆかたやその周辺

の，安 もののキモノは，バス ・ローブや それに近 い 目的 　 　ｂｅｄｒｏｏｍ　ｇａｒｍｅｎｔ，あ る

い は ｎｉｇｈｔ－ｗｅａｒ として用 い られ うる。 この種の キモ ノ ・ガ ウンは，その構造の単純

さか らして・ ドレスメーキングの初歩的訓練のための格好の教材 であ ったが （Ｐ．７９３），

おな じ理由か ら，手 ごろなねだん のバ ラエテ ィに富ん だ既製品がつね に存在 しつづけ

て きた （写真７５）。

　 ところで こうした くつ ろぎ着 としての キモノ型 ドレッシング ・ガウ ンの効 用につい

て は，第一次大戦前後の代表的大衆む け裁縫指導書で あ った 〈Ｇａｓｓｅｌｌ’ｓ　Ｐｅｎｎｙ　Ｂｏｏｋ

ｏｆ　Ｄｒｅｓｓｍａｋｉｎｇ＞ のなかで，つ ぎのよ うにのべ られている。 「疲れた手足を休 めるの

には，か るくひと風 呂浴びたあと，堅いッ ィー ドの衣服のかわ りに， うす地 のやわ ら

か い ｒｅｓｔ－ｇｏｗｎ をゆる くか らだにまとうの にまさるもの はない」。 そ してキモノの

かたちに作 られた 参考例 につ いて説明 し， 前 打 ちあわせの 形式が， この種の ｅａｓｙ

ｗｅａｒにとって もっとも重要 な点で あるとむすんで いる ［ＣＡｓｓ肌 Ｌ ＆ Ｃｏ．１９１２：５１－

５３］。
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　後述す るよ うに，西欧人の生活か らと らえ

た い くつかの構造的問題点 はあ ったにせ よ，

結局 この系統の キモノ，ない しキモノ風 スタ

イルが，西 欧人の 日常のなかに もっとも浸透

し， それ は現在 に及ぶ まで変 ってはいない。

　一方，お しゃれ着 と しての キモノを代表す

るの は，第 一 次 大 戦 以 前の時代 のティー ・

ガウ ンではないだろうか。写真７６はＷ ｈｉｓｔｌｅｒ

の よ く知 られた作品であ るが，１９世紀末か ら

今世紀初めにかけて， この ような ドラマチ ッ

クなキモ ノを描 いた作品が相当数のこされて

いる。 ところで， これ らの衣裳 が日本か ら，

ときには由緒 ある旧家のふ るい葛籠の底か ら

もた らされた もので あろ うことはわか ると し

て も， それが西欧入の生活のなかで は，衣生

活の どん な部分 を占めていたのか， ほとん ど

顧慮 される ことがなか った。せ いぜい，絵 のモデル と しての “仮装” でで もあろ うか

とい った， 漠然 と した推測 のあるてい どだ ったろう。　 じつの ところ， 仮装は西 欧社

会 の衣服デザィニ ングにとって，小 さくない影響力を もっていたことはた しかであっ

て， ｆａｎｃｙ　ｂａｌｌ の さかん だった第一次大戦前の このよ き時代 には， 数多 くの ｆａｎｃｙ

ｃｏｓｔｕｍｅ に関す る手 引書が刊行 され， そのなかのい くつかの ものが， 日本の キモノ

についてのデザイ ンや着 こな しの具体的な解 説を行 なって いる４５）。

４５）このことについては，下記文献中の指摘個所を参照されたい。

SCHILD, Marie (ed.) 
   1881 Characters suitable for Fancy Costume Balls. (London) Samuel Miller. 

         p. 31: Fitzo, a Japanese juggler's costume. 
   1914 Schild's Fancy Costumes... (London) M. Miller. 

         p. 62: The Geisha. 
BAYARD, Marie 

   1887 Weldon's Practical Fancy Dress. (London) Weldon & Co. 

         p. 92, 93: Japanese Lady. 
HOLT, Ardern 

   1896 Fancy Dresses described; or, what to wear at Fancy Balls.  (London) 
        Debenham & Freebody. 

        p. 140, Fig. 26: Japan. 
   1898 Gentlemen's Fancy Dress: how to choose it. (London) Edward Arnold. 

         p. 38: Japanese.
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　 しか し Ｗ ｈｉｓｔｌｅｒや Ｍ ａｎｅｔのえがいた キモノ は， それが生活化 され うるような

環境に恵 まれて いた。それはユ９世紀の半 ば以後 イギ リスで社会慣習化 し，大陸 にも，

またアメ リカにも普及 した ａｆｔｃｒｎｏｏｎ　ｔｅａ　ｐａｒｔｙ とい う場であ る。

　 アフタヌー ン ・ティ ・パ ーティについて， ここで詳細 な説明をす る余裕 はないので

あ るが， つぎの ことは指摘 しておかねばな らな い。それはその集いの雰囲気 が，ぜい

た くで しか もカジュァルな， そ して とりわけ Ｌａｄｙ た ちの 話題 と趣味性 に支配 され

ていた という事実であ る。 アフタヌーン ・テ ィ ・パ ーテ ィは，原 則 と して 午 後 ５時

か ら７時 ごろまでのあいだの ことで あ るので， ｆｉｖｅ　ｏ’ｃｌｏｃｋ　ｔｅａ ともよばれ るし，

ｄｒａｗｉｎｇ　ｒｏｏｍ をつか うのがふつ うであるか ら， やや古いいいかたと して は ｄｒａｗｉｎｇ

ｒｏｏｍ　ｔｅａ とよばれ ることもある。 この さいこの呼祢 は， ビク トリァ朝の女王への謁

見形式 に Ｄｒａｗｉｎｇ－ｒｏｏｍｓとよばれるものがあ り， 大衆 のあいだ， と くに地方 の人

々か らは， ドローイ ング ・ルーム ・ティといえば この ｒｏｙａｌ　ａｃｃｅｐｔａｎｃｅ とまぎれ，

なにか非常に華 やかな，あ るいは高貴な ものでで もあるかのよ うに うけと られていた

ということである ［ＡＲＭｓＴＲｏＮＧ　 ｌ８８９：ｌｌｌ］。　 しか し，実際貴族 の私邸でひ らかれ

る私的な ドローイ ング ・ルーム ・ティは，バ ッキ ンガ ムか ら退 出 したばか りのその家

の ｈｏｓｔｅｓｓが，宮廷衣裳の最新の ファッシ ョンを客た ちに観賞 させ る機会で もあ った

ので ［ＡＲＭｓＴＲｏＮＧ　ｌ　８８９：ｌｌ２－１１５；Ａ　Ｍ ＥＭＢＥＲ　ｏＦ　ＴＨＥ　ＡＲＩｓＴｏｃＲＡｃＹ　１９０２：１５０］，

ドローイ ング ・ル ーム ・テ ィとよばれ る場合 は，一般 のフ ァイブ ・オ クロック ・ティ

とはニュアンスのちがいがあ ったか もしれない。

　１９世紀末か ら第一次大戦以前のイギ リスの社交界で はまた，　 ‘‘Ａｔ耳ｏｍｅ” という

さりげな いいいかたが， ファイブ ・オクロ ック ・テ ィーの レセプ シ ョンを さすの に好

んで用 い られた。 これは文字 どお り，その家 の女主人一一一一ｈｏｓｔｅｓｓが， 一週 間の うちの

きま った何 日かの午後 を在宅 して客を もてなす とい う意味であ る。

　 アフタ ヌー ン ・テ ィは， このよ うにお もに女性 たちによ って構成 され る女性 的感覚

の集いであったか ら，男性客 の閉口す るような俗 っぽ いゴシップ ・パ ーティで もあっ

た し ［Ａｕ　ＦＡＩＴ　 １８９６：１３８；ＫＬＩｃＫＭＡＮＮ　 ｌ９０３：１７］， また華 やかなお しゃれの集

いで もあ った。

　 かつ， この集 いはほん らい非公式で，親 しい人 々だけの内輪の団楽の場である。 し

PEEL, C. S. Mrs. 
   1905 Design for Fancy Dresses. (London) Beeton & Co., Ltd., 

         p. 8: Chrysanthemum, p.  1: The Geisha, or Japanese Girl. 
DABNEY, Edith and C. M.  WISE 

   1930 A book of Dramatic Costume. (New York) F. S. Crofts & Co. 

         p. 145-148: Japan.
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たが って服装 につ いて も， イブニ ング ・ドレスとはちがい窮屈 な約束 ごとか らは自由

な ［ＨｏＬＴ　ｌ　９０１：２９８］，冒険 と個性 の主張がゆ るされる場であ った一 「丘ｖｅ　ｏ’ｃｌｏｃｋ

ｔｅａは，最新の衣裳 を着てゆ くすば らしい機会で ある」［ＤＡｖｉｇ　ｌ８８１：３５］， 「アフタ

ヌー ン ・ティや Ａｔ　Ｈｏｍｅ には， あなたはあなたの持 っているなかで， いちばん美

しい ｆｒｏｃｋと帽子 とを身 につ けるのです」 ［ＯＮＥ　ｏＦ　ＴＨＥ　ＡＲＩｓＴｏｃＲＡｃＹ　 ｌ９０２：２８］。

そ してそ ういう衣裳を代表す る ものが，テ ィー ・ガ ウンなので あった。

　 テ ィー ・ガウ ンが イブニ ング ・ドレス と区別 され る性格 のちが いについては， まえ

に引用 した文献 に， さ らにつ ぎのよ うにあ る。す なわ ち， 「テ ィー ・ガ ウンは， 想像

力 と芸術 的趣味性 をより生 かす ことが可能である 　 　その選択 の基準 は，あ るていど

まで はイブニ ング ・ドレスのそれ と変 るところはないが， ティー ・ガウ ンは濃厚 な色

調の固めの素材で あるため， アクセサ リー類 との調和がむずか しく，金 もかかる。 イ

ブニ ング ・ドレスは灯火の下 であ るので， うすい色調で もうつ くしいが一 」 ［Ｔｈｅ

Ｌａｄ■ ａｔ　Ｈｏｍｅ　ａｎｄ　Ａｂｒｏａｄ　　１８９８：１８６，１８７］。

　 ティー ・ガゥ ンのすがたを もっとも魅 力的に うた いあげたのは，Ｐｒｉｔｃｈａｒｄ であろ

写 真 ７７ “Ｔｈｅ　ｔｅａ－ｇｏｗｎ　Ｊａｐａｎｅｓｅ”

　　　　　　　Ｐｒｉｔｃｈａｒｄ ｝こよ る

う。かの女 はその 〈Ｔｈｅ　Ｃｕｌｔ　ｏｆ　Ｃｈｉ－

ｆｆｏｎ＞ のなかで， テ ィー ・ガ ウンのた

めに十数頁 を割いて いるが，テ ィー ・

ガウ ンは女性 ドレスの もっともよい も

ののなかの理想 であ り，午後 ５時の室

内の ‘‘ｇａｒｍｅｎｔ　ｏｆ　ｐｏｅｔｉｃａｌ　ｂｅａｕｔｙ”

である， とまで讃 えて いる。

　 その うえで Ｐｒｉｔｃｈａｒｄ は， ティー・

ガウ ンはほん らい， 日本 　 　あの美 と

色彩の絢燗 た る国一 か らもた らされ

たので はあるまいかと推測 し，現在 の

フ ァッシ ョンが， とりわけそのかたち

と色調の魅 力か ら， 日本の芸術にあ こ

がれて いることを指摘 す る の で あ る

［ＰＲＩＴｃＨＡＲＤ　　ｌ９０２：２３，２４］σ

　Ｐｒｉｔｃｈａｒｄ が ここで いってい るのは，

テ ィー ・ガ ウンとい う衣服形式 の生 ま

れた ことにた いす る日本の芸術の影響
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であ ると思われ， かな らず しも，キモノその ものがテ ィー ・ガ ウンに直結 してい ると

いっているようには うけとれない。　 した がって ‘‘Ｔｈｅ　ｔｅａ－ｇｏｗｎ　Ｊａｐａｎｅｓｅ” と して

掲げた挿絵 も，われわれにはとくに キモノ的 にはみ えない （写真７７）。

　 これにたい して， ＜Ｏｘｆ（）ｒｄ　Ｅｎｇｌｉｓｈ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ＞（１９３３）の ｋｉｍｏｎｏ項の引用す る

〈Ｄａｉｌｙ　Ｃｈｒｏｎｉｃｌｅ　 ｌ９０２．１．１１，８／３＞ には， 「柔 か い スカー トの 外 に絹の キモノを

まとうのが， ｎｅｗ－ｌｏｏｋｉｎｇ　ｔｅａ　ｇｏｗｎ とな っている」 とあ って， この場合 はまさに

Ｗ ｈｉｓｔｌｅｒや Ｍ ａｎｅｔのえがいた情景 を髪髭 させ る。

　 おそ らく，‘‘ｏｒｉｇｉｎａｌ　ｋｉｍｏｎｏ”， あるいは ‘‘ｇｅｎｕｉｎｅ　ｋｉｍｏｎｏ”とい う意識 や， ま し

て忠誠心 が， ファイブ ・オ クロック ・テ ィーをたの しむ女性た ちにそれほどつ よ く存

在 していたわ けで はあ るまい。１７世紀以 降， とくに ロン ドンの社交世界 において は，

ｔｅａ－ｄｒｉｎｋｉｎｇは， オ リエ ンタ リズ ムの香 りをた ちのぼ らせて いるスノ ビズ ムとイマジ

ネーションの場で もあ りつづけた。 したがって， テ ィー ・ガ ウンとしてキモ ノ，ない

しキモノ風の ものが うけいれ られた理 由は，オ リエ ンタルで ｓｏｍｅｔｈｉｎｇ　ｃｕｒｉｏｕｓで

あり， さらに好みの うるさい女性た ちの細部的穿墾 の批評 に耐え うるようなものであ

ることによって，条件 の過半がみた され るためである。 しか し他方， キモノの ほん ら

いの形 態が， テ ィー ・ガ ウンと しての要請 に比較的合致 した という事 実 もみおとせな

い。

　 さて このよ うな ティー ・ガウ ンは，第一次大戦以 後，徐 々にフ ァッションの表舞台

か ら後退 してゆ く。 この状況 はまず，テ ィー・ガウ ンの着 用される機会が，Ａｔ　Ｈｏｍｅ

や アフタヌー ン ・テ ィといった習慣の衰 えとともに失 われた とい うことか らもつ くら

れた４６）。　 しか しここで はと くに， ティー ・ガウンのスタイルその ものの問題 をとり

あげよ う。

　 ティー ・ガウ ンはその名の示す とお り， ウェス トの比較的ゆ る く裾 を曳 きぎみに し

たガ ウン型式が，一般的なスタイルである。 しか し１９１５年 にかかれた エチケ ッ ト・ブ

ックのあるもの には，現在 はこうい うガウ ン ・スタイルのアフタ ヌー ン ・クローズ は，

好 まれていな いとのべ られて いる ［ＳＥＹＭｏｕＲ． １９１５：３９］。 西欧でのその時代 の身近

な伝統 か らいえば， ウエス トのゆ るいガウ ン形式 の対極 にあるのは ｐｒｉｎｃｅｓｓ　ｄｒｅｓｓで

４６）女 性 の社 会 的 進 出 の機 会 が 多 くな るにつ れ ，訪 れ るか ど うかわ か らな い客 た ち を待 って 着飾

　 って家 にい る と い った ことを 好 む女 性 は，少 な くな った の で あ る ［ＢｕＲＬＥＩＧＨ　ｌ９２５：２８－３２］。

　 ま た若 い 客 た ちや 男 性 の人 気 を か ちえ るた め に， 軽 い アル コール も もて な しの うちに 加 え ， カ

　 クテ ル ・パ ー テ ィ に近 づ くこ とに よ って ， かつ て の女 性 た ちの世 界 とい う雰 囲 気 を失 った こ と

　 ［ＦｏＲＥｓＴＥＲ　ｌ９３５：３６；ＴＲｏｕＢＲＩＤＧＥ　１９３９：９３－９９］，　ｔｅａに ダ ンス を伴 った パ ー テ ィが 好 ま れ る

　 よ うにな った こと ［ＰＯＳＴ　 １９３１：６４］ な ど も， 古 風 な フ ァイブ ・オ ク ロ ック ・テ ィが 時 代 遅 れ

　 にな った 理 由 で あ る。
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あって，一方で ティー ・ガウ ンの魅力を唱える人であ って も，肉体 に完壁 にフィ ット

したプ リンセス ・ドレスの 高 貴 な美 しさには賛 美 を惜 しんでいない し ［ＯＬＩＰＨＡＮＴ

１８７８：６９，７０；ＴＨＥ　ＬｏｕＮＧＥＲ　ＩＮ　ＳｏｃｌＥＴＹ　 ｌ８８１：１７８］，そのかた ちはフォーマル ・

イブニ ングの装 いの基 準で もあ った。 しか しこの時代 に， ガウ ン形式 の午後の装いに

とってかわ ったの は，女性服装 の伝統の うえか らいえばガウ ン形式 よりもむ しろ新参

者であ るといえる ｔａｉｌｏｒｅｄ　ｓｕｉｔで あり，　ｓｔｒｅｅｔ　ｗｅａｒだ った。

　 すでに１８９７年 に， 「２時か ら６時 までの訪 問で は，男性 は必ず フロ ック ・コー トを，

そ して女性 は ｓｔｙｌｉｓｈ　ｗａｌｋｉｎｇ　ｔｏｉｌｅｔｔｅを」［Ｗｈａｔ　ｔｏ　Ｚ）ｏ　ｌ　８９７：５９］ とのすすめがみ

られる。 た しかにティー ・ガ ウンは， ドローイ ング ・ルームで客 を待つ側の ｈｏｓｔｅｓｓ

ｗｅａｒにこそよ りふ さわ しい ものの ようではあるが，　ａｆｔｅｒｎｏｏｎ　ｃａｌｌｉｎｇの女性が徒歩

で くるとい うことなど考 え られ も しなかった１９世紀 には，主人側 と来客た ちとの装 い

に， それほどの ちがいを うむ理由 は， と くになか ったのであ る。午後 の集 いにス トリ

ー ト・ウェアであ るテー ラー ド・スーツを愛好 したの は， まずアメ リカ女性であ った

［Ｗ ＩＮＴＥＲＢｕＲＮ　 ｌ９１４ｂ：１９３－２００；ＦｏＲＥｓＴＥＲ　ｌ９３５：３５］。　しか し Ｆｏｒｅｓｔｅｒは１９２５

年 の著書のなかで は， フランスの 中流階級の 女性 はもっとも最新 の モー ドを ｓｔｒｅｅｔ

ｏｕｔ丘ｔのなかでえ らんでいると指摘 し， ここで もすで に，室 内での ゆった りと裾 をひ

いての装 いが，女性 のお しゃれの主要な関心で はな くな った ことを暗示 してい るので

ある。

　前述の ごとく， テ ィー ・ガ ゥンという世界 に展開 した キモノは， 自由で大胆 な変形

を蒙 ってい ることがふつ うであ ったろうが， その原形を辿 ると， どち らか といえば高

級 な工 芸染織 品が中心であ ったか と推測 される。 そ してその西 欧の地での開花 は，華

やかで はあ ったが比較的短期間で，バス ・ローブや ベ ッドルーム ・ガ ーメン トのよ う

な永続性のあ る生活化 はついにみ られなか った。

　 ところで，結果的 にはどのよ うな具体 的な結果を うみだす にせ よ，西欧人 がキモ ノ

を生活的に受容す る場合，かれ らはい ったいどの ような ものをキモ ノと理解 し，かつ

また どの ような方向 にその ａｄａｐｔａｔｉｏｎ をはかったであ ろうか。

　 アダプテー ションの問題は，製作す る者のデザ イ ン・イメージによって限界のな い

多様性を もつので あるか ら， それ らの方 向を一般的 に概括する ことは，不可能 といっ

て よいだろ う。 したが って， ここで はその代表的ない くつかの例 をとりあげて，全体

の まとめの参考 とす るに とどめる。

Ａ） Ｇ ｕｅｒｒｅ，　Ｌａｖｉｇｎｅ の ＜Ｄ ｒｅｓｓ　Ｃｕｔｔｉｎｇ＞ （１９１４）は ， テ ィ ー ・ガ ウ ン の 華 や か な
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図 １　 ［ＧｕＥＲＲＥ－ＬＡｖｌＧＮＥ　 ｌ　９１４：１２３］参 照

時期 に， エキゾチ ノクなイメージにもとつ いた，特色 あるデザ インを提供 した ことで

知 られて いる。その一部 に ‘‘Ｇｅｎｕｌｎｅ　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｋｉｍｏｎｏ” （本物 の 日本の キモノ） と

して，図 １に示す ｄｌａ，ｇｒａｍ を伴 った製作 の解説 がある。 キモノ とキモ ノ ・スタイル

の ドレ ノシ ング ・ガ ウン，あ るい はネグ リジェとを区別 して考 える ことは，す くな く

とも専門家の あいだでは，すで にこの時代 にはふつ うの ことてあ って，著者 はここて
　 　 　 　 　 　　　　　　　　　

は明瞭 に，本物の 日本 のキモ ノとことわ っている。 その本物 のキモノの製図を一見 し

てなによ りも奇妙 なのは， 衿が曲線で， ｓｈａｗｌ　ｃｏｌｌａｒ に裁 ってあ る点てあろ う。 シ

ョールカ ラーはキモノの ような打合 わせの ｓｕｒｐｌｌｃｅ　ｃｌｏｓｍｇ にともな うのがふつ うて

あ るためだともお もえ るし，加 えて西欧の ドレスメーカ ーの眼か らみ ると，いかに も

不器用 げて理解 に くるしむ三つ衿 を，彼 らな りに “解釈 ” した ものてあろ う。

　本物 のキモノを製作 しようとい う意図は，す くな くともイギ リスの ドレスメーキ ン

グ ・ブ ノクには，他 にほ とん ど例 がない。 しか しフ ァンシー ・コスチュームや舞 台用

衣裳 の手 引書 に，乏 しいなが ら例があ る。 そ してそれ らのえ りのかた ちは， ショール

・カ ラー あるいはシ ョール ・カラー風である ことが多い （写真７８）。

Ｂ） Ｈａｒｍｕｔｈ 編 〈Ｆａｌｒｃｈｌｌｄ，ｓ　Ｉｌｌｕｓｔｒａｔｅｄ　Ｗｏｍｅｎ，ｓ　Ｗ ｅａｒ　Ｃｏｄｅ＞（１９２１）本書

は， アメ リカの有力な ファ ノンヨン情報機 関フ ェアチャイル ド社 が，商品の通信連絡

のために４５，　ＯＯＯの衣服関係概念ない しフ レィズ をコー ド化 した ものてあ る。その中に
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７８真写 Ｐｅｅｌに よ る “芸 者” 写 真７９ Ｊａｃｋｓｏｎ に よ る Ｙｕｍ－Ｙｕｍ

　 　 　 “Ｍ ｉｋａｄｏ” の た め のデ ザ イ ン

２，２００件 の衣服全体， または細部のイ ラス トが あって， その呼称 とコー ドがつ いてい

る。 これ らのイ ラス トのうちには歴史的服装 もあるが， この企画の目的か らして， き

わめて ｕｐ－ｔｏ－ｄａｔｅな，実用牲のあ るスタイルが中心 にな っていると考えてよい。

　 さて このスタイルのなかには， キモノに関連を もつものが い くつかふ くまれて いる。

　ｉ） Ｋｉｍｏｎｏ：ｔｙｐｅｓ　ｏｆ　ｎｅｇｌｉｇｅｅｓ項 ［Ｐ・３３１］ ネグ リジェは前述の ドレッシング ・

ガ ウンとほぼ重な る概念で あった。肩か ら袖 にかけての構造，帯の高 さとそれ にとも

な うヒップのふ くらみに関 して は， ２章 の７３５頁，７３６頁 で触 れたの とおな じ状態 にと

らえ られて いる。 加えて， 本図では裾 に一種 のフ リンジを もつ。 おそ らく， 枇 （ふ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

き）の誤認で あろう。 しか し裾の フ リンジは， どち らか といえば，本物のキモノをね

らった西欧人ＣＩＩ　 モノ ・デザ インに見か ける機会が比較的多 い。写 真７９もその一例で

ある。

　ｉｉ） Ｎｉｇｈｔｇｏｗｎ 項 ［Ｐ．３６８，３６９］ キモノがナイ トガウ ンと して愛用 されていた と
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い う事実を前提 に，そのスタイルを検討 する。本書 には３５のスタイルがあげ られ，そ

の中には Ｎｉｇｈｔｇｏｗｎ－ｋｉｍｏｎｏ　ｓｌｅｅｖｅｓ［Ｐ．３６８］ とよんでいるもの もある。 重要な こ

とは， これ らの うちに前 あ きの 形 式 の もの が １点 もな い こ とで あ る。 ｔｗｏ－ｐｉｅｃｅ

ｐａｊ　ａｍａ 項の ｕｐｐｅｒ　ｐａｒｔには， キモノ風をふ くめ前 あき形式が多いのであるか ら，

ガ ウンで前 あきを嫌 うのは，裾 が 割 れ る ことに問題 があるもの と解釈せ ざるをえな

い。

　なお打合 わせの裾 に関連 して いえば， 写真８０の Ｔ．Ｍ ａｒｊ　ｏｌｌｅｔによってデザ イ ンさ

れたマダ ム ・バ タ フライの衣裳は，裾 が両前 とも曲線 に ｃｕｔ－ａｗａｙ されている。 ワ ン

ピース形式 の場合，裾のあ しへの絡ま りを避 けるた めになん らかの方法で褄の部分を

とりのぞ くことは，最近の キモノ・ドレスで も一般 にみ られ るところである （写 真８１）。

しか しむ しろ， とくに戦後の西欧化 したキモノは，Ｈａｐｐｉ　ｃｏａｔに代表 され るような

シ ョー ト・ジャケ ット化の傾向がいち じる しい。

写 真 ８０ Ｍ ａｒｊｏｌｌｅｔに よ る蝶 々夫 人 の 衣 裳 写 真 ８１ 前 裾 を ｃｕｔ－ａｗａｙ した

　 　 　 キ モ ノ ・ ドレス の例
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　 Ｃ） 第 ２次大戦後， 若 い世代へ の国際理解を目的 とす る活動の一環 として，　 簡単

な舞台衣裳 と しての民族服の特色 を解説 した 〈Ｌｅｔ’ｓ　Ｄｒｅｓｓ　Ｕｐ＞ のなかで，キモノの

色 調がつぎの ようにのべ られて いる。　「キモ ノ ・ドレッシング ・ガウ ンとい う西 欧の

ファッシ ョンがあ るた めに，あま りに多 くの ｉｍｐｒｏｖｉｓａｔｉｏｎが 日本のキモノについて

は行 なわれて いる。 しか しこの種の ものは，大人の女性 がけっ して身につけ るべきで

はない。 なぜな らそれ らの色 はじつ に悪い し， 形 も概 してよ くない一ｂｒｉｇｈｔ　ｃｏｌｏｕｒ

は， 日本で は ‘ｂａｄ’　ｗｏｍｅｎ だ け が 着 て い るので ある」 ［Ｌｅｔ’ｓ　Ｚ）ｒｅｓｓ　Ｕｐ！ １９４９：

４４］。

　西 欧の観察者 はｓ Ｈ本人の着てい るキモノの色調の ｓｏｍｂｒｅさを くりかえ し指摘 し

て きて いるのであるが４？）， 一 方 で 西 欧 む けの 輸 出マーケ ッ トにみ られ るキモノの

ｂｒｉｇｈｔ　ｃｏｌｏｕｒ にも馴 れて いた４８）。 そ して後者 のた ぐいの桜の花を機械刺繍 したよ う

な キモノが，西 欧 の 衣 料 小売店 で も安 もの として扱われてい る現実 も ［ＫＮＥＥＬＡＮＤ

ｌ９２５：４９］知 っていた はずである。そのためこのよ うな低調な西欧の大 衆の表皮的な趣

味 に迎合 した デザ イ ンが，和服の芸術性を毒 してゆ くので はないか ［ＲＩＴＴＮＥＲ　１９０４＝

４７］という懸念の表 明もあったのである。

　 しか しこの問題 は二者択一のよ うな単純な ものではない。 キモノの地味 さがかな ら
　 　 　 　　　　　　　　　

ず しも本物 のキモノを代表す るともいえない し，刺 繍 や 草 花 の 自然表現 と結合 した

ｂｒｉｇｈｔ．キモノが，洗練の可能性 をもたな いとはいい きれないか らであ る。

２）　 いわゆ るキ モ ノ ・ス リーブの展 開

　 ｋｉｍ ｏｎｏ　ｓｌｅｅｖｅ ま た は ｍ ａｇｙａｒ　ｓｌｅｅｖｅ と は ， 身 頃 と袖 と が ワ ン ・ ピー ス 構 造 ， つ

ま り袖 が 身 頃 か ら裁 ち だ し に な っ て い る ス タ イ ル で あ る （写 真 ８２）。 表 ３－１ に あ らわ

れ た と お り ， ア メ リカ で は マ ジ ャ ー ル ・ス リ ー ブ と い う い い か た は せ ず ， フ ラ ンス も

ｌｅ　ｍ ａｎｃｈｅ　ａｕ　ｋｉｍ ｏｎｏ で あ る 。 イ ギ リス ， ア メ リカ で は， ほ か に も い くつ か の 呼 称

を も つ が ， つ ぎ の 卓 は 注 意 を 要 す る。 ほ ん ら い の 日 本 の き も の は ， キ モ ノ ・ス リ ー ブ

で は な く ドロ ップ ・ シ ョル ダ ー と い う べ きで あ る と い う 点 。 ま た ， キ モ ノ ・ス リ ー ブ

を ・ 日本 の き もの の 特 異 な た も と を さ して い う場 合 もあ る と い う点 で あ る ［Ｇ ＯＲＤＯＮ

ｌ９０３：９０；Ｈ ＡＲＭｕＴＨ （ｅｄ．） １９２１：３３９］４９）５０）。

４７）脚 柱 ２４）参 照。

４８） ［ＨｏＬＴ　 １８９６：１４０］。

４９）後 者 の例 で は， た も と風 の 袖 を Ｊａｐａｎｅｓｅ　ｋｉｍｏｎｏ　ｓｌｅｅｖｅ，　ｃｕｔ－ｉｎ－ｏｎｅの袖 をｋｉｍｏｎｏ　ａｒｍ　ｈｏｌｅ

　 ［ＨＡＲＭｕＴＨ （ｅｄ．）　 １９２１：３３７］ とよ び わ けて い る。
５０）わ が 国 で は， キ モ ノ ・ス リー ブを フ レ ンチ ・ス リー ブ とよ ぶ こと があ る が ， これ はわ が 国 だ

　 け の習 慣 で あ る。 英語 圏 で フ レンチ ・ス リー ブ とい え ば， タ イ ト ・フ ィ ッ トした袖 を さす 。
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表３－１ 英 国図 書 館 所蔵 の １９１２年 以 降 刊行 の ， ｋｉｍｏｎｏ・ｓｌｅｅｖｅ も し くは ｍａｇｙａｒ－ｓｌｅｅｖｅ

　　 　 に 関 し言 及 した ドレス メ ーキ ング ・ブ ック につ い て の参 照 事項

刊行年

1912 

1912 

1912 

1912 

1913 

1913 

1914 

1914 

1914 

1914 

1916 

1916 

1917 

1917 

1919 

1919 

1919 

1920 

1921 

1921 

1921 

1922 

1922 

1923 

1923 

1924 

1924 

1924 

1924 

1924 

1925 

1925 

1925 

1926 

1927 

1927 

1927 

1927 

1928 

1928 

1928 

1928 

1928 

1928 

1929 

1929

資料記号 KIMONO  MAGYAR OWC

e97 
 el  73 
e228 

D56 
e212 
e46 
e175 
e169 
 e90-D3 
 e90-E1 
D52 
D76
e167, D72 

D66 

D67 

e90-D4 

e90-E2 

e284 

e284  bisl 

 e215 

 e226 

e224 

e231 

D59 

e284 bis3 

e241 

D6 

D61 

D65 

e284 bis4 

e176 

e230 

e284 bis5 

 D110 

D118 

D126 

 DI52 

e284 bis6 

e57 

D87 

 D111 

 D118 

D131 

D133 

 D105 

D108

 *

 *

 * 

 *

 * 

 *

 * 

 * 

 * 

 *

 *

 *

 *

 *

 *

 * 

 * 

 * 

 * 

 * 

 *

 *

ES 

ES 

ES 

ES 

NC 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

NK 

ES 

 NK 

NK 

ES 

NK 

NK 

ES 

NK

刊行年

1930 

1930 

1931 

1931 

1932 

1932 

1932 

1932 

1932 

1933 

1933 

1934 

1934 

1935 

1935 

1935 

1936 

1936 

1936 

1937 

1937 

1937 

1937 

 1937. 

1938 

1938 

1938 

1939 

1939 

1939 

1939 

1940 

1942 

1943 

1943 

1944 

1944 

1944 

1944 

1949 

1949 

1950 

1951 

1951 

1952 

1952

資料
記号

D135 

c30 

 e55 

e58 

e29 

e65 

e67 

e71 

 e34 

e70 

e86 

e53 

e69 

e56 

e59 

 f12 

D171 

D197 

 D199 

 D183 

 D185 

D191 

 D134 

D204 

 D174 

 D178 

 D182 

 e  1  2 

D125 

D168 

 D189 

 D176 

e22 

e8 

 el  1 

e289 

e3 

e5 

 D143 

 f14 

 e  1  53 

D235 

 f17 

D206 

D229 

D243

KIMONO MAGYAR OWC

* 

*

* 

* 

* 

* 

* 

* 

*

(*)

 *

* 

*

* 

* 

* 

*

* 

* 

*

 *

* 

* 

* 

* 

* 

*

* 

*

* 

*

 *

 *

 *

* 

* 

* 

* 

* 

*

 *

 *

* 

* 

*

* 

* 

*

ES 

NK 

 OI 

ES 

NK 

ES 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

NK 

ES 

NK 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

NK 

ES 

 OI 

ES 

ES 

ES 

NK 

ES 

NK 

ES 

FX 

 OZ 

NK 

ES 

NK 

NK 

FX 

NK 

ES 

ES 

ES

785
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1953 

1953 

1953 

1953 

1954 

1955 

1955 

1956 

1956 

1957 

1958 

1958 

1959 

1959 

1960 

1960 

1960 

1961 

1961 

1962 

1962 

1963

 D211 

D213 

D219 

D230 

D232 

D228 

D231 

e180 

e198 

e202 

 e264 

e275 

 el  65 

e263 

e239 

e283 

e286 

e184 

D248 

e277 

D207 

e279

* 

* 

*

* 

* 

*

* 

*

* 

* 

*

* 

* 

* 

*

 *

 *

* 

*

 *

* 

* 

*

ES 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

FX 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES

1964 

1964 

1964 

1965 

1965 

1966 

1967 

1968 

1968 

1968 

1972 

1972 

1972 

1973 

1975 

1975 

1975 

1976 

1976 

1978 

1978

e276 

 D144 

D193 

 f4 

e244 

D96 

D80 

 f19 

e287 

D147 

 £1 

 f2 

 f8 

 f7 

f 20 

 £16 

 f9 

 f21 

 f6 

 f3 

 f15

* 

* 

* 

*

* 

* 

* 

* 

*

* 

* 

* 

* 

* 

* 

* 

* 

* 

*

 *

* 

*

ES 

ES 

NK 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES 

NK 

NK 

NK 

ES 

NK 

ES 

ES 

ES 

ES 

ES

（注） 資料記号は４章一 １の文献表と対照のためのもので，個人的なものである。
＊　 依拠資料については脚柱５１）（Ｐ．７８８）参照。

８２真写 例のブ一リス■ノモキの代現
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出

版

年

表 ３－２ 英 国 図書 館 所蔵 の１９０９年 以 降 刊 行 の ，全 ドレス メ ーキ ング ・ブ ッ ク。お よ び

　　　　　　そ の うち， ｋｉｍｏｎｏ－ｓｌｅｅｖｅ，　ｍａｇｙａｒ－ｓｌｅｅｖｃ への 言 及 の あ る もの の実 数 と， 全

　　　　　　体 との比 率

出

版

数

計
出

現

比

９

１０

１１

１２

１３

１４

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

２８

２９

３０

３１

３２

３３

３４

３５

３６

３７

３８

３９

４０

４１

４２

４３

１

５

２

１１

６

７

０

３

２

２

４

２

３

３

３

５

３

２

６

７

３

３

２

６

３

４

８

６

７

３

６

４

０

１

５

２

１

２

０

１

１

０

０

０

２

２

２

２

１

０

２

６

１

２

０

３

２

２

１

１

３

３

３

０

０

０

１

２

１

３２

０

１

１

０

３

２

２ １

　
１０

　
１０）

３

２

１

３２

１０

１

０

２

２

１０Ｖ

０

１

２

５３

０

１

１

０

１

１

４

２

４

０

２

２

Ｑ

３

２

３

３

３

５

３

１

４

６

２

２

２

５

２

２

２

３

６

３

４

１

０

１

２

３６．４

６６．７

５７．１

６６．７

１００

０

７５

１００

１００

１００

１００

１００

１００

５０

６６．７

８５．７

６６．７

６６．７

１００

８３．３

６６．７

５０

２５

５０

８５．７

１００

６６．７

２５

１００

４０

出

版

年

坂
数

７」

出

現

比

４４

４５

４６

４７

４８

４９

５０

５１

５２

５３

５４

５５

５６

５７

５８

５９

６０

６１

６２

６３

６４

６５

６６

６７

６８

６９

７０

７１

７２

７３

７４

７５

７６

７７

７８

７９

５

１

０

０

１

２

１

６

８

９

３

３

３

１

４

４

５

３

１

１

３

２

１

１

３

１

０

０

３

２

０

４

２

１

２

０

２

０

０

０

０

２

０

１

０

３

１

２

０

１

１

２

１

０

１

０

３

１

０

１

３

０

０

０

２

１

０

３

２

０

２

０

２

０

０

０

０

０

０

１

２

２

０

０

２

０

１

０

３２

３

０

１

０

１

１

０

１０

０

０

０

２１

０

０

０

０

０

０

０

４

０

０

０

Ｇ

２

０

２

２

５

１

２

２

１

２

２

３

３

１

１

３

２

１

１

３

０

０

０

３

１

０

３

２

０

２

０

８０

０

０

１００

０

３３．３

２５

５５．６

３３．３

６６．７

６６．７

１００

５０

５０

６０

１００

１００

１００

１００

１００

１００

１００

ｌＯＯ

０

１００

５０

７５

１００

０

１００
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　 キモノ ・ス リーブがどのて いど日本のき ものの影響の もとにあ ったかにつ いて は議

論の余地 があるにせ よ，キモノの名で呼び慣 らわされた このスタイルが今世紀 の西欧

服装の展 開に関連 して もつ意味 は，小 さくない ものがあ る。 この点 について，１８８５年

以降１９７９年まで に刊行 され英 国図書館 に所蔵 されてい るイギ リスの ドレスメーキング

・ブ ック約４００冊の内容 を分析 して，以下 にのべ る結果 を得た５１》。

　ＥＫ　３－２は， キモノ あるいは マ ジャール ・ス リーブを章 また は項 目タイ トル中にふ

くむ か巻末のイ ンデ ックス に挙 げている本 と， ドレスメーキング ・ブ ック全体の比率

である。

　 キモノ ・ス リーブ風の袖構造 は， もともと袖つけ として はもっとも素朴 な方法 とい

え る。　 イギ リスの ドレス メーキ ング ・ブ ック の中で は， １９１２年 に Ｒｅｅｖｅ が 〈Ｔｈｅ

Ｅｌｅｍｅｎｔ　ｏｆ　Ｄｒｃｓｓ　Ｐａｔｔｅｒｎ－Ｍ ａｋｉｎｇ　Ｍａｇｙａｒ　Ｄｒｅｓｓ－Ｃｕｔｔｉｎｇ……〉 ［ＲＥＥｖＥ　ｌ　９１２ａ］

を著 したのがキモ ノ ・ス リーブの最初の紹介で あろうが５２）， その翌年 に Ｒｉｌｅｙ は，

このタイプはプ リミティブで ０１ｄ　ｐａｔｔｅｒｎ　ｒｅｖｉｖｅｄ である ［ＲＩＬＥＹ　 ｌ９１３：４６］ と

いって いる。

　 いわばキモノ ・ス リーブは時を得て　 　なん らかの理 由によって再発見 され， にわ

か に展開の方向 を辿 ることにな った， といえ る。 そ こでその展開を， まず技術的方面

か ら要約 してみ よう。

　 キモノ ・ス リーブの もっとも単純な形式 は，図 ２－Ａ，Ｂ に示 される。 どち らもシ

ョルダ ー ・シームを もたない。　 これ らの形式 はの ちに ｓｔｒｅｉｇｈｔ　ｍａｇｙａｒ ［ＫＥ肌ＡＮＤ

ｌ９２５：３１］，　ｏｒｉｇｉｎａｌ　ｍａｇｙａｒ［Ｍ ＡｓｏＮ　 ｌ９３７：９０］，あ るいは ｃｌａｓｓｉｃ　ｋｉｍｏｎｏ ［ＴＨＥ

ＢｕＴＴＥＲＩｃＫ　ＰＵＢＬＩＳＨＩＮＧ　ＣＯＭＰＡＮＹ　Ｉ９７５：２７８］ とよばれ ることにな る。 キモノ ・ス

リーブはこの初 期の段階で は，簡単 にで きるとい うことがな によ りもの魅力であ った。
　 　 　

肩がわにな っているた め縫 う箇所 もす くな く，肩 さが りのない場合 は布地 も無駄 がで

ない。 ただ し， とくにＢの場合脇下 にたるみを生ず ることにな り，Ａ は腕 をあげ るの

が不 自由で ある。全体 としてゆ るい仕立ての，かつ袖の填 いナイ ト・ウェアとしてキ

モ ノ ・ス リーブが利用 されてい るかぎ りはこれ らの欠点 はさほど問 題 で は ない が，

５１）イギリスの納本制度は１９５７年に一部改正されたが，１９０２年制定の原則と収書方法のうえでは

　 大きな変更はなく，他の欧米諸国やわが国とほぼ同様である。

　　 今回の調査で網羅的にとりあげたのは，１９１０～１９４５年，１９５１～１９６０年である。これをのぞい

　 た時期については，無作為に所蔵冊数のうちの６０～８０％をとりだし，分析の対象とした。なお・

　 本図書館は第 ２次大戦中に爆撃の被害をうけているため，納本された本のすべてが今日のこさ

　 れているわけではなく，網羅的という意味は，現在所蔵されているものについてである。

５２）ＯＥＤでは，１９１１年４月 ５日の 《Ｄａｉｌｙ　Ｃｏｌｏｎｉｓｔ》の，マジャール ・ス リーブをもつイブニン

　 グ・ガウンの例を引いている。フランスでは，１９０９年のＮａｐｏｌｉｔａｎｏ，１．による 〈Ｌｅ　ｓｅｃｒｅｔ　ｄｅ

　 ｌａ　ｃｏｕｐｅ＞あたりが，その早い例であろう。
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図２－Ａ　 ［Ｆｏｘ　１９１６：１０］ 参照 図 ２－Ｂ　 ［ＲＥＥＶＥ　１９１２ａ：３０］ 参 照

ｄａｙ－ｗｅａｒの領域 に応用範囲がひろが るにつれ欠点の指摘 も多 くなり ［ＢＡＬＤＴ　１９１７：

２９；ＲＩＮＧｏ　 １９２５：２４；ＰｏｏＬＥ　 ｌ９２７：２１９］，その解決の方策 も工夫 された。 グ ラス

ゴウのｉ著名な縫製教育者だ った Ｊｏｓｅｐｈ　Ｆｏｘ が ドレスメーキ ング ・スクールで使 用

した１９１０年か ら１９２１年 にかけてのテキス トが，英国図書館 に１２冊の こされて いる。 は

じめて マ ジャール ・ス リーブ の あ らわ れ る のは １９１４年の ２冊 であるが， その うち

〈Ｍａｎｕａｌ　ｏｆ　Ｃｏａｔ　Ｃｕｔｔｉｎｇ＞の 場 合 は脇 下 が ｒｏｕｎｄ－ｏｆｆされているのみで， オ リ

ジナル ・マジ ャールの形式である ［Ｆｏｘ　 ｌ９１４ａ：９］。一方， 〈Ｍａｎｕａｌ　ｏｆ　ＤｒｅｓｓｃＵｔ－

ｔｉｎｇ蝕 Ｃｏｎｔｉｎｕａｔｉｏｎ　Ｓｃｈｏｏｌｓ＞のなかの Ｍ ａｇｙａｒ　Ｂｌｏｕｓｅ　ｗｉｔｈ　ｌｏｎｇ　ｓｌｅｅｖｅについ

　 　 　 　 　 　 　　　　　

て は，脇下 にまちをいれ ること，および前後 身幅 に差 をつけ ることによって， あるて

いど不必要な シワを 除去す る方法を 示唆 して いる ［Ｆｏｘ　 １９１４ｂ：１０，　ｌ　ｌ］。　彼 はま

たおな じこの箇所で，脇下か らネ ックにか けてカ ッ トをいれ る可能性 を示 し，１９１９年

版で はその具体的な展開図を掲げている。 いうまで もな く， この方法は ｒａｇｌａｎ　ｃｕｔ

で あるはずなのだが， アームホール ・シームを もたず にあ るていどか らだに添 ったボ

デ ィスをつ くるとい う目的 にお いてキモ ノ ・ス リーブを とらえ， さまざまの方法を試

みて いることがわか る。
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Ｆｏｘ は１９２７年 の 〈Ｍ ａｎｕａｌ　ｏｆ　Ｄｒｅｓｓｃｕｔｔｉｎｇ＞ にお いて， は じめて ショルダ ー ・シ

ームを もつマジャール ・ジャンパ ーを紹 介 して いる ［Ｆｏｘ　 １９２７：３］。 キモノ ・ス リ

ーブが前後身頃 にわかれた とい うことは，た しかに大 きな展開であった。１９２５年 に，

Ｋｅｌｂｙ－Ｋｅｌｌａｎｄ システムの創始者 Ｋｅｌｌａｎｄは，肩 にシームのない ものをス トレー ト

・マ ジャールとよぶ とい った あと， この方法 はナイ ト・ドレスには適 しているが ドレ

ス と しては満足な結果 がえ られない，なぜ な ら肩 と背に布地 があまりすぎて，‘‘ｂｕｌｋｙ

で ｕｎｇｒａｃｅｆｕｌな，，外観 にな るといっている ［ＫＥＬＬＡＮＤ　Ｉ　９２５］。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　

　Ｋｅｌｌａｎｄの指摘 のよ うに，’シ ョルダ ー ・シームによって， いせやのば しの方法によ

る肩の部分 のフィ ッ ト性 も格段 に よ くな る。 そのシ ョルダー ・シームの位置， また
　　　　　　　　　　　　

くせ とりの方法が， ’２０年代末 か ら’３０年代の はじめ にか け て い くつ か あ らわ れ る

［ＢＲｏｗＮ　 ｌ９２７：１５，１３８；ＢＡＬＤＴ　ａｎｄ　ＨＡＲＫＮＥｓｓ　 ｌ　９３１：ｌｌ２；Ｍ ＩＡＬＬ　 Ｉ９３３：５９］。

　 フィ ット性 という点では もっと も一般 的 な 手 段 で あ るダ ー ツ の応 用 も， Ｂａｌｄｔ

［１９３５：９２］以後散見されるが， キモノ ・ウエス トにダーツをいれ る方法 はあ まりた

くさんの例 がない。

　１９３０年代の ドレスメーキング ・ブ ックで は， キモノ ・ス リーブはもっぱ らスポーテ

ィなシ ョー ト・ス リーブを もっとも簡単 に製作 する方法 と して紹介 され， ア ンダーア
　 　 　 　 　 　 　 　　　　　

一ム ・シー ムのつれにた いす る補 強法や，福 のいれかたについての部分縫製的技術 が，

初心者む き風に くりかえ し説 かれ る。 この傾 向は戦後 もひきつがれ るのであ るが， た

とえば，ア ンダーアーム ・シームの縫代を割 り， そ こにバ イヤス ・テープをステ ッチ

し， しか もカーブの鋭 い部分 はテープを一度 ね じる と いった 方 法 ［ＥＬｕｏＴ　 ｌ９５６：

８６，ｅｔｃ．］ は， わが国で は一般 に行 なわれていない し， そ こまで補強 して腋 にフィ ッ

トさせ る必要 も理解 されない。

　製図の段階 でボデ ィにたいす る袖 の傾斜角を少 な くす る， つまり袖山を高 くす るこ

とによりか らだによ くフィ ットした ドレス はできるが，運動量 はな くな る。 この矛盾
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　

はどんな袖の構造にもあるわけだが，キモノ ・ス リーブの場合構造が単純すぎてごま
　　　　　

か しが きかず， と くに Ｍ ａｇｙａｒ　ｐｒｏｂｌｅｍ とよばれて高度な研究 の対象 とな っていた。

すなわ ち，まえにのべた シームの補強法の ような ものは， おもにパ ター ン販売 会社や

ミシ ン会社 の手 になる “だれで もで きる”ホーム ソーイ ングを対象 と した入門書が主

として 扱 うの に たい して， Ｐｏｏｌｅ の 〈Ｔｈｅ　Ｓｃｉｅｎｃｃ　ｏｆ　Ｐａｔｔｅｒｎ　Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ　ｆ‘）ｒ

Ｇａｒｍｅｎｔ　Ｍ ａｋｅｒｓ＞ （１９２７），　Ｍ ｏｒｒｉｓ の 〈Ｌａｄｉｅｓ’　Ｇａｒｍｅｎｔ　Ｃｕｔｔｉｎｇ　ａｎｄ　Ｍ ａｋｉｎｇ＞

（１９３６），こえて戦後の Ｂｒａｙ による 〈Ｍ ｏｒｅ　Ｄｒｅｓｓ　Ｐａｔｔｅｒｎ　Ｄｅｓｉｇｎｉｎｇ＞（１９６４）な ど

では， キモノ ・ス リーブの より基本 的な構造的問題を追 って きた。
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　上記の著書 のなかで Ｂｒａｙ は，．「キモソ ， あるいはマ ジャールは，歴史的には もっ

とも古いパター ンで，布地 をか らだの形 に添 わす方法 としてはきわ めて単純か つプ リ

ミティブな裁断法で ある　　 しか しデザイ ンとフ ィッ トの現代 的な発想の もとにキモ

ノは多 くの変 態をとげて， 次第に複雑な ｐａｔｔｅｒｎ とな った一 キモノがファ ッシ ョ

ンにな ると， デザイナ ーた ちは非常な熟練 と，裁 断とフィッテ ィングの さまざまの問

題 につ いての高度 の知識が あってのみ成功す るよ うな効果をね らうのである」 ［ＢＲＡｙ

１９６４：１４］ と，のべて いる。

Ｍａｇｙａｒ　ｐｒｏｂｌｅｍ にたいす る現状で の もっとも妥当な答 えは， おそ らく裁 断的に

はサイ ド・ピースの適切な利用 とシーム線の移動一 といえ るだろ うか。

　 キモノ・ス リーブの展開 に伴 った これ らの技巧 は，Ｍ ａｇｙａｒ　ｐｒｏｂｌｅｍ－一 ほん らいル

ース構造 とむす びついていなければな らない キモノの肩 ・袖 の印象　　の視覚 的効果

を失 うことな しに最大限の フィッ ト性を与え る， とい う問題の解 決を目的 として きた。

　 キモノ ・ス リーブの視覚 的特色 は，い うまでもな くセ ットイ ン構造を もたない点 で

ある。 この点において は， キモノ ・ス リーブは ラグラ ンにちかい印象をあたえ ること

になる。 この， キモノ， ラグランに 共 通 す る印 象 について は， じつはつ ぎのよ うな

一見対立す る見解 がある。　 Ｐｏｏｌｅ は，　 セ ッ トイ ンス リーブがおお きな体格の人 に適

す るのにた い して， キモノまた は ラグ ランは 肩 幅 を広 くみ せ る効 果 があ るとい う

［ＰｏｏＬＥ　 ｌ９２７：２１９］。　 おな じ見方 は Ｒｉｎｇｏ に もある ［ＲＩＮＧｏ　 ｌ９２５：２４］。 その

反対 に Ｈｏｐｋｉｎｓは，丸い肩，平 らな胸の人はキモノ， ラグランは似合わない といい

［ＨｏＰＫＩＮｓ　ｌ９３５：ｌｏ７Ｊ，　Ｇｏｏｄｍａｎ にも同 じ意見がある ［ＧｏｏＤＭＡＮ　 １９５３：２４］。

こうした意見 は，いずれ も経験 に富んだデザ イ ン教育者の実際的観察であろ うが， こ

の対立す る意見の背後 にはつ ぎの ような共通の認識があるので はないだろ うか。それ

はシームと袖つ け構造 のないことが肉体の肩その ものを印象づ ける， という点 であ る。

したが って，一方ではか らだの もつ自然な丸みが生かされ ると同時に，肩 はあ る意味

で は強調され，“広 く見え る” とい う認識 もまちがいとはいえない。

　 キモノ ・ス リーブの単純 な視覚 的認識 において， シーム線 をもたない ことは， セ ッ
　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　

トイン構造 によるふ く らみを欠 くこととな らんで，重要な点で ある。 まえにふれた よ

うに， キモノ ・ス リーブ とラグ ランとは視覚効果上性格 のちか いもの として扱われ る

が ［ＢＲｏｗＮ　 １９２７：２３６；ＢＡＬＤＴ　 ｌ９３５：８］，なんの区画感 もないとい う点で は，キ

モ ノ ・ス リーブの方 が一段 と徹底 してい る。 そ もそ も今世紀 の衣服デザイ ンの流れの

中には， シームをで きるだけ減 らそ うという傾向がみ とめ られ る。複雑な切 り換 えを

む しろ誇 りぎみにデザイ ン線 として生 か して きた１９世紀 まで と較 べると， ひとつの方
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向転換があった とさえ印象づ け られ る。 したが って，技術的展 開でのべたサ イ ドピー

スを使 ってのフィ ット性獲得の方法で も，パネルの幅がで きるだ け狭い方 がよい し，ア

ンダ ーアーム ・パ ネルだけの方が見えに くいのでよ りのぞ ま しい とい う意見 ［ＨＡＮＮＡ

ｌ９２２：８６］や，前身頃だけを裁 ちだ しにす るいわゆるセ ットイ ン ・キモノ ・ス リーブ

の方法 ［ＡＭＥＲＩｃＡＮ－ＭＩＴｃＨ肌 ＦＡｓＨｌｏＮ　ＰｕＢＬＩｓＨＥＲｓ　 １９３８：４６－４７］に も， そ ういう

傾向のあ らわれがみ とめ られる５３）。

　 キモノ ・ス リーブの視覚 的効果 とい うことを考える とき， あわせて， その ドレープ

性を とりあげな ければな らない。 この点 は， ほん らいか らだ にフ ィッ トしていないこ

とか ら生ずる欠点 とみな され５４）， いわゆ る Ｍａｇｙａｒ　ｐｒｏｂｌｅｍ の中心課題 であった

ことは，すでにのべた。 しか し一方，む しろその ドレープ性を肯定 的にと らえ る見方

も育 ちつつはあった。た とえば，ユ９２７年 にあの精密な立 体 幾 何 学 的 製図論を著 した

Ｐｏｏｌｅが， キモノ ・ス リーブにおけるヒダの扱 いのむずか しさをのべたあと， 「と も

あれ，人 はだんだん とこの ような ヒダ に眼が馴れ る。 そ してそれがないともの足 りな

いよ うにさえ感 じる」［ＰＯＯＬＥ　 Ｉ９２７：２１９］とのべてい る。 ここにもまた， いわば価

値観の転換のいと ぐちがあ る。 しか しこうした認識 は，当時の ドレス ・デザイ ンの潮

流 を考えればと くに変 った 見 方 で は な い。 ２年後の１９２７年 に Ｂａｌｄｔが， その翌年

に Ｅｄｄｙ が ｄｉｒｅｃｔ　ｍｏｄｅｌｌｉｎｇによるキモノ ・ス リーブのデザイ ンに言及 した著書 を

公 けにす るなど， １９１０年代以降の ｄｒａｐｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔを ドレスに積極的 に生 かそ うとす

るアイデ アは， フ ァッシ ョン ・デザ イニ ングの主流のひ とつとなりつつあったのであ

、る （写真８３）・

　 ｍａｇｙａｒ　ｐｒｏｂｌｅｍ は， キモノ ・ス リーブのフ ィッ ト性の問題 だった。　 しか し， も

しキモ ノ ・ス リーブが ドレー ピング ・エフェク トにね らいを絞 る と な る と， ｆｉｔｔｅｄ

ｄｒｅｓｓとはべつの価値基準を 目的とす ることにな り， 本章の前半 でのべた技術的発展

とはべつのかた ちで ｍａｇｙａｒ　ｐｒｏｂｌｅｍ は解決す るとい うより， そのような問題 は存

在 しな い と い え る。 こ う した 方 向 で の キモ ノ ・ス リーブ系スタイルが，ｄｏｌｍａｎ

５３） 袖 付線 が な い とい う点 で は， ｙｏｋｅ　ｓｌｅｅｖｅ が 似 た印 象 を も って い る 。 また 縫 製 が容 易 とい う

　 点 で もキ モ ノ ・ス リー ブ に共 通 し， キ モ ノ ・ス リー ブ が人 気 を得 るま え に は ， ホー ム ソ ー イ ン

　 グ と してよ ろ こばれ た ら しい。 と くに シ ョル ダ ー ・シー ム を もた な い Ａｍｅｒｉｃａｎ　ｙｏｋｅ は，

　 Ｂｒｏｗｎｅ の１９０５年 の著 書 で は Ｓｈｉｒｔｓ　ｂｌｏｕｓｅ の な か にふ くま れて い る が ，１９０８年 の再 版 で は，

　 独 立 の一 項 目に昇 格 して い る。

５４） 「シ ョル ダー ・シー ムの な い ス トレイ ト・マ ジ ャール は，優 雅で はな い」 ［ＫＥＬＬＡＮＤ　 ｌ９２５：３１］，

　 「シ ョル ダ ー ・シー ム の な い ｐａｔｔｅｒｎ は 形 を も た ず ，　 ｌｉｋｅ・ｎｏｔｈｉｎｇ－ｏｎ－ｅａｒｔｈ。ａｐｐｅａｒａｎｃｅ」

　 ［Ｍ ＩＡＬＬ　 ｌ　９３３：５９］。他 に，「マ ジ ャール で は ｎｅａｔな ドレス はつ くれ な い」［ＲｌｃＨＡＲＤ　１９３７：　７９］

　 とか ， キ モ ノは ラグ ラ ンほ ど着 心地 のよ い もので は な い， とい った意 見 も この点 に触 れ て い る

　 とお もえ る。
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ｓｌｅｅｖｅであ り，　ｄｒｏｐ　ｓｈｏｕｌｄｅｒで

ある。

　 ドルマ ン ・ス リーブがキモノ系

ス リーブの中で重 く見 られるよ う

にな り， あるいはキモノ ・ス リー

ブと同一視 され るよ うにな ったの

は， 第二次大戦後であ る 「ＪＡＦＦＥ

ａｎｄ　Ｒ肌 ｌｓ　１９７３：３０；Ｍ肌 ＬＩＡＲ

ｌ９６８：４４－４４；ＮＡｙＬｏＲ　 ｌ９６６：

８５］。　また， ドロ ップ ・シ ョルダ

ーへの言及が ドレス メーキ ング ・

ブ ックにおいて にわかに多 くな る

の は，１９６０年代 は じめ以後 のこと

であ るが， この傾向 は ’７０年代～

’８０年代 のｂｉｇ　ｄｒｅｓｓにつながるも

のであろ う。

　 キモ ノ ・ス リーブは， キモノの

写 真 ８３ ｄｒａｐｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔに よ る ドレス

　 　 　 　Ｍ ｕｒａｙ の作 品

も つ 部 分 的 特 色 を 一 種 の 誤 解 に も と つ い て 移 植 し た ス タ イ ル ， と い う こ と に な る。 そ

の 性 格 を ， Ｐａｒｋｅｒ は ‘‘ｓｏｆｔ　ｃａｒｅｌｅｓｓ　ｅｌｅｇａｎｃｅ” と評 した ［ＰＡＲＫＥＲ ＆ ＳＥＴｏＮ　 ｌ　９５１：

２４］。 キ モ ノ ・ス リ ー ブ の 流 行 期 を 表 ３－２， そ の 他 二 ， 三 の 言 及 に よ っ て み る と ５５），

ほ ぼ シ リ ンダ ー ・シ ル エ ッ トの 流 行 期 に 重 な る。 か つ ま た そ の 時 期 は ， 西 欧 の コ ス チ

ュ ー ム ・デ ザ イ ンの 伝 統 的 理 念 か らい え ば ， 非 形 象 的 傾 向 の 濃 い 時 期 と も か ん が え ら

れ る。 そ の 流 れ に キ モ ノ ・ス リ ー ブ が 樟 さ し， そ の 造 形 理 念 が な ん ら か の 役 割 を 果 し

た と い え る の で は な い だ ろ うか ５６）。

５５） ドレス メー キ ング ・ブ ックに お け る人 気 と実 際 の フ ァ ッシ ョンと のあ い だ に は， あ るて い ど

　 の ズ レが あ る と考 え られ る。 １９２０年前 後 の キ モ ノ， ラグ ラ ンの 流行 につ い て は ， ［ＢＡＮＫｓ　Ｉ９２３：

　 ｉｎｔｒｏ］。 １９５０年 代 半 ば 以後 につ いて は， ［ＤＥＬＬＡＦＥＲＡ　 １９５２：５５；ＣＬＩＦＦＥ　 ｌ９５８：４３］。
５６） キ モ ノ ・ス リー ブの 人 気 に は， ここで 論 じよ う と して い るよ うな 観 察 的 効 果 以 外 の理 由 は

　 も ちろん あ った 。Ｆｌｅｍｍｉｎｇ は， と くにキ モ ノ ・ス リー ブを も った 乳幼 児 服 につ い て ，他 の服　
の外 か ら簡 単 に着 せ や す い こ と， 単純 な 構 造 なの で 作 る の に手 間 が か か らな い こ と， 洗 た くの

　 しや す い こ と， ギ ャザ ー が な い ので ア イ ロ ン が か け や す い こ と， を あ げて い る ［ＦＬＥＭＭＩＮＧ

　 １９１２ａ＝１２，１３］ｏ　 　

キモ ノ ・ス リー ブ の紹 介者 が 口を そ ろえ て い うの は， 製作 の 容 易 さで あ り， その 点 に ホー ム

　 ドレス メ ーカ ー の人 気 が あ った と思 え る。 世紀 末 か ら第 一 次大 戦 にい た る この 時期 ，既 製服 の

　 飛 躍 的発 展が あ って ， Ｓｔｒｅｉｆｆは ，１８９３年 当時 注 文 服 の １／４で あ った既 製 服 の シ ェァが ， １９１３　

年 に は逆 に ４倍 に な った との べて い る ［ＳＴＲＥＩＦＦ　 ｌ　９１３：ｉｎｔｒｏ］。 バ ラエ テ ィ に富ん だ 既 製服 の　

普 及 は， ホ ー ム ドレス メ ーカ ー の 熱 意 も 能 力 も 低 下 させ ず に はお か な い ［ＧＲＩＦＦＩＴＨ　 １９３１：　
ｉｎｔｒｏ；ＥＤＤＹ＆ ＥＬＩｚＡＢＥＴＨ　ｌ９３２：ｖｉｉ－ｘｉ］。 この よ う な人 々に， じぶ ん の 手で 作 って 着 る こ との

　 で きる よ ろ こび を 与 え たの が ， キ モ ノ ・ス リー プ で あ った か と推 測 で きる 。
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５章 　まとめと補足

　本章では，これまでの各章で紹介 した，それぞれ特定の方面からのキモノ観をまと

め，三つの観点から，触れ残 した問題の整理をこころみる。

１）　製作技術 ・素材の観点か ら

　７６６頁で紹介 した ように， アメ リカの女性 Ｂａｃｏｎ は， 日本の家庭での針仕事につ

いて，外国人が嘆賞す る日本の キモノの豪華な刺繍 はすべて職人 の仕事であ り， 日本

の女性た ちは家庭 で， 刺繍や アメ リカ女 性 のような ｆａｎｃｙ　ｗｏｒｋ をたの しむ ことは

ほとんどな い， と書 いた。 この点 について は，す こし時期 はずれ るが，今世紀 は じめ

のイギ リス，アメ リカの ドレス メー キング ・ブ ックが証 明を与えている。西欧 におけ

る少女 にた いす る縫製教育で は，雑 巾刺 しのかわ りに，楽 しみ と創造性 を重ん じたス

テ ッチ ・ワークが 熱 心 に指導 されて いる。イギ リス， アメ リカの場合，Ｓａｍｐｌｅｒ製

作 の伝統 も， この ことにあずか って力 があったにちがいない。 西欧の縫製作業 におい

てフ ァンシイ ・ニー ドルワークが発展 した理 由のひ とつは，和服 にくらべて布端の ト
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　

リミングの丹念 さが要求 されたせいであろ う。裁ち端 のかが り， まつ りといった作業

は，単調で，根気 だけの仕事の ようにみ られが ちだが， む しろそれだか らこそその単

調 さをまぎらすためのアィデァもあ りうるので ある。肌着 やナイ ト・ガ ウンの場合，

トリミングはとりわけ大事 な装飾性を もつか ら， ｃａｎ　ｂｅ　ｔｒｉｍｍｅｄ　ｍｏｓｔ　ｂｅａｕｔｉｆｕｌｌｙ

とか，ｃａｎ　ｂｅ　ｔｒｉｍｍｅｄ　ｉｎ　ｍｏｓｔ　ｏｒｉｇｉｎａｌ　ｄｅｓｉｇ耳［ＩＮＮＥｓ　 ｌ９１３：６１，１６３］ とい った助

言 がつね に行なわれる。 この点 は日本人 もその楽 しさを理解 し，和服の下着 の袖 口な

どに レースの リボ ンをつけるといった習慣 を， まもな くうけいれ る。

　 ステ ッチ ・ワークはもちろん，狭義の トリミングにとどま らない。小 学校 の裁縫教

科教員 を主な対象 として書 かれ， 巻末 には Ｉｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎｓ　ｔｏ　Ｈ．　Ｍ ．　ｌｎｓｐｅｃｔｏｒｓ　ａｓ　ｔｏ

ｅｘａｍｉｎａｔｉｏｎ　ｉｎ　ｎｅｅｄｌｅｗｏｒｋ を 付載 している Ｗ ａｌｋｅｒの著書 ［ＷＡＬＫＥＲ　 １９１４］に

おいて， ナイ ト・ガ ウンや シャツの類の製作例で は，徹底 的にギャザ ー， タ ック， フ

リルがつけ られ，楽 しくもあったろ うが，少女たちにとって は相 当な負担で もあった

のではないだろうか と想像 させ る。

　 ギ ャザ ーや フ リルの重視 は， もちろん裁 ち端の仕末 とはべつの理由があ るはずで あ

る。 このことと併せ考 え られるの は， 西欧女性の ｍｉｌｌｉｎｅｒｙ への関心で ある。　 帽子

への関心 は，流 行 期 とさほどで もない 時 期 とで浅い深いのちが いはあ るが，一般 に

製帽は ドレスメーキングの一部で はないまで も， ご く近 い関係で付帯す るもの と考 え
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られて きた５７）。 Ｃａｒｔｅｒ は，帽子製作指導の 目的を少女 たちに ｆａｎｃｉｆｕ１な 創造の楽

しみを与 えるため とし， じぶんで作 った ものを身につけることによ って， お しゃれ は

す ぐ手 の届 くところにあるのだ と信 じさせ る刺激 にもな りうるとい っている。 しか し
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　ロ　　　　

それ と同時 に，帽子製作 は， とりわけ丸 みづ けの技術 が必要で あることに留意すべ き

だろ う。平 らな布 に丸みをつけるというアイデ アは，西 欧衣服の基本のひ とつで あろ

うが， そのた めに必要な布の あつかい とニー ドルワークー ギ ャザ リング，ダーツ，
　 　 　 　 　　　　　

のば し， いせ などを， いわば “勝手気 ままな”想像をたの しみつつ身 につけ られるの

が，帽子製作で あった ［ＣＡＲＴＥＲ　 ｌ９１１：３，４］。

２）　 スタ イ リングの観 点 か ら

　理念的認識 　　訪 日西欧人 のなかに も， キモ ノを ドレーパ リーとして見 よ うとす る

人 はあった。 しか しそれ は，Ｇｕｉｍｅｔの ような やや過剰 な観念の 先行す る知識人 に

かぎ られる。 キモノを美学的意味での ドレーパ リーとして とらえるの は， ドレスデザ

ィナーをふ くめたアーティス トに多 い。 アメ リカのデザイ ン教育者 Ｍ ｏｒｔｏｎ は， 春

信 の版画 ‘‘Ｔｗｏ　ｗｏｍｅｎ　ｉｎ　ａ　ｓｐｒｉｎｇ　ｂｒｅｅｚｅ” にえがかれた 風にひるがえ るキモノ

の ｖｉｇｏｒｏｕｓ　ｓｗｅｅｐ　ｏｆ　ｌｉｎｅ の うつ くしさを指摘 し， 一般 に中国や 日本の絵画 におけ

るこのよ うな ‘‘ｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｌｉｎｅ　ｍｏｖｅｍｃｎｔ” を ドレスの 基本的構成要素 で ある リズ

ム感のひとつ として重視 している ［ＭｏＲＴｏＮ　 １９Ｍ ：３１９］。 これ とほとん どおな じ見

解は， これもデザイ ン教育者の Ｈｉｌｌｈｏｕｓｅ にも ‘‘ｆｒｕｉｄ　ｒｈｙｔｈｍ” としてみとめ られ

る ［ＨＩ肌 ＨｏｕｓＥ　 １９６３：４６，４７］ （写真２５）５８）。

　 キモ ノにおけ る こ の よ う な流 線 　 　ｆｌｏｗｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔは，　 Ｎｏｒｍａｎ の 引用 した

Ｍ ｃＣｌａｔｃｈｉｅ’ｓの詩 にも，つぎのよ うに表現 された。

To complete the fair picture of bright loveliness, 

Add to all this the charm of her elegant dress: 

    Satin, crape, and brocade 

   Here contribute their aid 

For the long flowing garments in which she's arrayed, 

Which hang loose from her shoulders, in fanciful fold, 

All embroidered with storks and plum-blossoms in gold; 

Next, a broad velvet girdle encircles her waist,

５７） ドレス メ ーキ ング ・ブ ック に， ｍｉｌｌｉｎｅｒｙ の 部 分 を も って い る もの も よ く見 か け る。 英国 図

　 書 館 の主 題 索 引で は ， ｍｉｌｌｉｎｅｒｙ は ｄｒｅｓｓ　ａｎｄ　ｄｒｅｓｓｍａｋｉｎｇ 項 １こふ くま れ る 。 フ ラ ンス語 の

　 ｍｏｄｉｓｔｅが， 製 帽 と婦 人 服 製作 とふ た つ の意 味 を 歴 史 的 に も って い る こ とは ，周 知 の こ とで あ

　 る。

５８） 同様 の指 摘 は， ［ＢＡＬＤＴ　 Ｉ　９１６：　２９，４６］。
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Tied behind in a huge bow—her feet are encased 

In small spotless white stockings, which timidly peep 

From beneath her red  jupon's elaborate sweep; 

Add a hair-pin of tortoise-shell, dainty to see; 

On her brow place a circlet of gilt filigree." 

                     [NORMAN 1908: 190]

　“ｆｌｏｗｉｎｇ　ｅｆｆｅｃｔ” とな らんで， ドレーパ リーの重要な美的要素である ヒダーｆｂｌｄに

関 して も，おな じような過剰期待 がキモノにかけ られる。 ヒダにつ いて は， とくにキ

モノを表現 しようとした絵画 に， その繁縛 にす ぎる描写 が しば しばみ とめ られ る （写

真８４，８５）５９）。

　 このような ドレーパ リーと しての キモノ観 は，その点に触 れる著者 がたいて いは注

釈す るよ うに，多 くは浮世絵 のある特定の情景 につ いてのイメージによ るもので あり，

またその多 くはギ リシャの古典芸術 にあ らわれた ドレーパ リー表現 との連想 において

写 真 ８４ Ｒｏｂｉｎｓｏｎ に よ る

賞 讃 され るのであ る ［ＢＡＬＤＴ　ｌ９１６：

２９；ＨＩＬＬＨｏｕｓＥ　ｌ　９６３：４７；ＭｏＲＴｏＮ

ｌ９６４：１０３］。したが って こうした と ら

えかたの キモノは，所詮現実の， と く

に昭和和服 とは劉の ものであ って， キ

モノのひとつの可能性を示唆す るもの

で しかな い （写真８６）。

　 またこの ようなキモノ観 は， キモノ

・ス リー ブ にお け る ‘‘ｓｏｆｔ　ｃａｒｅｌｅｓｓ

ｅｌｅｇａｎｃｅ” という印象 とた がいに強め

あ って， キモノの もつ柔 らか さの面の

みを実際以上 に強調す る結果 ともなる。

２章 で観察 したように （Ｐ．７３０，７４２），

西欧人 によるキモノの形体的認識 の誤

りのひ とつに， キモノの骨格の見 お と

しがあ る。 ウールの もつ丸みのあ る素

材 感や，包 まれた肉体の塊量感 にとら

われすぎ ることによ って，芋虫状 のふ

５９）繁褥なヒダに関しては，中国服装あるいはさらにオリエンタル ・コスチュームについてのイ

　メージの影響が，とくに大きいであろう。

７９６



 2A  NaA0D4*/MM

写 真８５ Ｎｅｗｍａｎ よ り “桃 太 郎”

写 真８６ Ｊａｍｅｓによ る
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写 真 ８７ Ｌｏｒｎａ　Ｗ ｈｉｔｔｉｎｇｈａｍ の作 品 よ り

　　　　　　　 （左側 ）

くらみを もつ表現 に陥 ることのほか に，

キモ ノが とくに衿のかた さと素材の張 り

という，いわば骨材 をもった構造体であ

る ことは，案外理解 され に くい。 そ うし

た意味で，写真８７の Ｗ ｈｉｔｔｉｎｇｈａｍ のデ

ザ イ ンした，ｃｈｉｎｅｓｅ　ｍａｎｄａｒｉｎ　ｒｏｂｅを

ア レンジ した作品 は， これがなぜ キモノ

的でないかという理由を， あき らかに示

しているといえよう６０》。

　機能 的認識一 １９世紀の 日本旅行者の

観察のなかで， 日本人の はだかにつ いて

の無 自覚 さが くりかえ しとりあげ られた

ことは，すでにのべた。 しか し， はだか 　　 、

とい うより 肉 体 に つ いての 無頓着 さを

服装 の性質 との関連 で考 えた西欧入 は，

Ｍ ｃｎｔｅ など， ご くわずかの例 しかない。

　 キモノ ・ス リーブの技 術的展開 の項で

見 たよ うに，このスタイルの もつ， ‘‘ｓｏｆｔ

ｃａｒｅｌｅｓｓ　ｅｌｅｇａｎｃ６　ｅｆｆｅｃｔ” を一方 では生

かそうと しなが ら， しか もフィッ トネスを求 め るために，高度の，あ るいは晦渋な技

６０） ま え に もふ れ た よ うに （ｐ．７８１），現 代 で は，西 欧 で も

　Ｊａｐａｎｅｓｅ　Ｋｉｍｏｎｏ と ｋｉｍｏｎｏ　ｄｒｅｓｓとは 区別 して 考 え

　 る の がふ つ うで あ る ［ＰｌｃＫＥＮ　ｌ９５７：１９３－１９４： １９３９

　 年 版 も同一 内容 ］。 そ の うえ で ， 前 者 ， すな わ ちほ ん

　 らい の 日本 の キ モノ を表 現 し， 手 にい れ よ うとす る場

　 合 で あ って も， アー チ ス トま た は需 要 者 の態 度 に は か

　 な りの幅 が 存在 す る。 そ の も っ と もキ モノ ・ ドレス に

　 ちか い と ころ に ，た とえ ば ス タ ジオ写 真 家 の Ｐｕｙｏの

　 よ うな考 え か た があ る。彼 の 意 見 は ，真 の 日本 的 な も

　 の を表 現 しよ うとす るな ら， 日本 へ行 き， 日本 の 女 性

　 を モ デ ル と し， 日本 の環 境 の 中で撮 映 す る しか方 法 は

　 な い 。 しか し私 の必 要 と して い るの は ，歴 史 的 な， ま

　 た は 民族 学 的 な 正確 さで は な く， フ ァ ンタ ジーな のだ

　 とい う ことで ある ［ＰｕＹｏ　 １９０２？：２９］ （写 真８８）。 こ

　 の主 張 は ，ｋｉｍｏｎｏ　ｉｍｐｒｏｖｉｓａｔｉｏｎの も っと も明快 な例

　 であ り，一 般 に映 画 ・演 劇 関係 コ スチ ュー ムの考 えか

　 たで あ る。 しか もそれ は， キ モ ノ ・ドレス とは ちが う。

　 キ モ ノ ・ ドレス とは ほん らい ， よ り即 物 的な 応用 にす

　 ぎな い。 与 真６５　 Ｖｕｙｏ の 作 品
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術導入 を余儀 な くさせ られた。西 欧型衣服のそのよ うな 絶 対 的価 値 基準のひ とつで

あ ったフ ィットネス とは， どうい う内容 のものなのか。 そのひ とつの理解方法 として

は，全体的 にも部分 的に も，衣服が肉体 の代理機能 を もつ ということで はないだ ろう

か。部分的な見方をすれば， ドレスの ｂｕｓｔは ｂｒｅａｓｔのかた ちを正確 になぞ り，それ

によって乳房 その ものの美 しさを表現す る。 ある意味では， ドレスのバ ス トは乳房そ

の もの にな る。 も し美 しい乳房で あるな ら， ドレスのバ ス トも美 しいであろ う。 肉体
　 　　　　ロ　　　　　　　　

をあ らわす ことが ｓｅｘｙ であるな らば， ドレスのバス トも ｓｅｘｙである。 同様 に， 肉

体 をあ らわす ことが不道徳であ るな らば， ドレスのバ ス トも不道徳 といわ なければな

らな い。

　 和服 は ドレーパ リー とい うよりも， 日常生活のなかでの現 実の態様 と しては，ｒｏｂｅ

ｖｏｌａｎｔｅ とい うべ きで あった。 す くな くとも明治和服 にはその性質 がある。．けれ ども

和服 には， あきらかに ドレーパ リー的 とい うべ き性質 がの こされて もいる。それ は布

地 のある部分 とつ つまれて いる肉体 の部分 とが正確 に適合 しない し， そう したデザイ

ン的意図ももっていない ことで ある。 したがって，衣服 のある部分がある時点で は肉

体のＡ とい う箇所 に当 っていて も，着 る人の状況がかわ ったべつの時点では，多少 と

も距離 を もった Ｂとい う箇所 に当 る。 和服が肉体の代理機能 を もたない ということは，

衣服の各部分 が皮膚機 能的意味での肉体への部分固定性 を さほどはっきりとは持 って

いない とい うことで ある。

　 西欧人の衣服観 に関 して，、私は，彼 らの正 しいか らだのかたちという観念 は， ひと

つ には構成の明確 さ，す なわ ち袖 は袖，胴部 は胴部 という境界 の明瞭 さを意味 す ると

のべた （Ｐ．７１９）。 キモノ ・ス リーブは， あ きらかにその理念 に合致 しない。その意味
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 の　　　　

では， セ ッ トイン ・ス リーブにお けるシーム線， いせ やギャザ ーによ るあるて いどの

ふ くらみ，そ して とりわけ ｐｕｆｆ　ｓｌｅｃｖｃ は，か らだの境界点の強調 とい う点で もっと

も西 欧的 といえよ う。

　 和服 が，衿で吊 りヒ ップで支 えるとい う保持方法を とって いるの にたい し，西欧人

のえが くキモノが，帯の位置の高す ぎることか ら奇異感を生 ずるのも，彼 らが胴部 に

お ける間接点で ある， ウエス トの くびれ部分へ の 伝 統 的 固 執 を捨てないためであろ

う。

　 また， キモノにつ いての西欧での常套的な定義 として，‘‘１００ｓｅ　ｇｏｗｎ” とい うこと

ばがある。 けれど も和服， とくに女性の昭和和服 についてみれば， これをルースなど

とはとて もいうことはで きない。 キモノがルースであ るとい う意味 は，サイズ につい
　 　 　　　　り　　　　

てのゆるみ とい うことよ りも，正確 には人間 のか らだのかた ちにた いす るルースは，
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いわば西欧衣服 におけるフィッ トネスとい うことばが さし示す ｂｏｄｙ丘ｄｅｌｉｔｙ へのル

ース さ， とい うことで はないだろうか６１）。

３） 生活的観点か ら

　 キモノが西 欧にもっとももてはや されたのは， た とえばイギ リス についていえば，

日露戦争後 の一時期 に ｆａｄ ともい うべ き現 象 があ った らしい （０．Ｅ．Ｄ．　Ｋｉｍｏｎｏ項

１９０８）。 そののちの西欧人の生活への キモノの浸透 について は， ４章 で略述 したので

あるが，彼 らにとって “キモノ的”な るものの もっとも重 要 な点 は，袖 の構造で あ

った と結論づ けられ るであろ う。Ｐｉｃｋｅｎ も〈Ｔｈｅ　Ｆａｓｈｉｏｎ　Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ＞の ‘‘ｋｉｍｏｎｏ

ｄｒｅｓｓ” 項で，‘‘Ｄｒｅｓｓ　ｍａｄｅ　ｗｉｔｈ　Ｋｉｍｏｎｏ　ｓｌｅｅｖｅ” とのみ 説 明 している ［ＰｌｃＫＥＮ

１９５７：１９４］６２》。

　 それ とくらべればはるか にかぎ られた範囲であ るが， ドレッシ ング ・ガ ウンあ るい

はベ ッドルーム ・ガーメ ントとして， あるていどの普及度 を今 日まで保 ちつづ けて き

た。

　ところで， このようなかたちで日本的なものが西欧型の生活にうけいれられた場合，

訪日外国人がしばしば近代日本人の生活について指摘 したいわゆる二重生活の問題は，

彼 らの側ではどのようなかたちになるであろう。

　二重生活 という概念は，わが国でいわれる場合非合理的な生活態様をさすものとし

て反省的に用いられるが，西欧人は，それを日本人の生活の豊かさをあらわす ものと

して，肯定的にも使っている６３）。

　西欧におけるキモノのさまざまなかたちでの受容において共通に認められる態度 は，

彼 らの衣文化の構造体系のなかで可能な選択の幅のうちのひとつのスタイルとしての

受容，ということである。キモノのためにべつの衣文化の体系をつ くるといったこと

は，一般にはありえない。日本人にとっての和服は，その製造工程から流通システム

６１）正 しい観察者であれば，来日西欧人のなかにも，ルースな仕立てをタイ トに着つけるキモノ

　の特色を見てとった人々はもちろんある。「ヨーロッパ人 がキモノを ドレッシング・ガゥンと

　 して着るとき，裾をスカー ト状にみせるため，こっけいなヒダをうしろにつ くり，全体として

　かたちをダメにする。 ＥＩ本人は，けっして キモノをルースにも ｂａｇｇｙにも着ず，またヨーロ

　 ッパ人がふつうするようなまえを開いた着方もしない」［ＤＡｖＩＤｓｏＮ　１９０７：３２２］。

６２）前打ちあわせは，ｓｕｒｐｌｉｃｅとして西欧では古くからうけつがれてきた方法で， ガウンに多 く

　みられる形式である。キモノのひとつの特長との認識はあったが，キモノにとって必須の要素

　とは考えられていないと思われ （Ｐ．７７１），キモノをえがいた絵に Ｖネックのえりをみること

　は，それほどめずらしくない。
６３）〈日本人の姿態と外人のまなご〉の引用する 《被服》誌 １９３４年 １．月号の記事による。意見を

　のべた６名中３名が，和 ・洋装の二重生活を指摘し，しかもこれに肯定的である ［被服文化協

　会研究部　１９４９＝２０－２３］。

８００



大丸　　西欧人のキモノ認識

の柔 軟性 のとぼ しい連鎖 につづ いて，収納，手入れ，着 つけ， そ して身につけた うえ

での “心構 え” にいた るまで，洋服 とはべつの体系が ある。 た とえば和裁教育 は，家

政系大学 で も一般裁縫 とは全 く別の設備 と教員組織 とカ リキュラムを もつ。 また和服

の洗浄を十分な方法で行 な うた めには，解体 して の洗 い張 りを必要 と し，縫 い直 しの

費用をふ くめれば縮緬 の江戸褄で１７，０００～１８，０００円を要す る６４》。

　西欧において は， キモノも中国服やアノ ラックと同 じよ うに，生活のなかの ある目

的 に応 じて選択 の対象 とな るスタイルのひ とつである。 ということはまた， ファ ッシ

ョンで もあ って， きわめて柔軟性 と包容力のあ る衣文化の体系の中の，一時的な通過

者 にす ぎず，その点 では “洋服 ” じしん も例外で はない。 したが って， キモノもそ う

した西欧型衣文化 の体系を通過 す るときは，“和裁”ではな く， ドレスメーキ ングの対

象 として，あ る点ではそのための変容 を余儀な くされつつ，一方で は体系 にあた らし

い養分 を供給す る。洗浄 につ いて も，洗 い張 りという技術は西 欧にはないので， ドラ

イ ク リーニ ングの新技術 を生み ださせ る一方で，洗 い張 りの方法 によ らないで も型崩

れせず，傷みの少な いデザイ ン， あるいはまた ドライク リーニ ングで損われないよ う

なかた ちや素材感のあた らしい美意識 をそだて ることになろ う。
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